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プロローグ





　修学旅行も二日目が終わろうとしていた。

　妹に拉ら致ち監かん禁きんされた夕ゆう也やを助け出すという、およそ修学旅行とは思えないできごとから始まった自由行動を終えて、食事もお風呂も済ませた消灯時間ちょっと前。

「……はあ」

　と、秋あき月つき琴こと音ねの口から、今日何十回目かのため息が漏もれた。そのため息が豊かな胸の谷間に落ちてしまったかのように、琴音は宿の浴衣ゆかたの胸元を直した。

　秋月学園の理事長であり、政財界に多大な影響力を持つ秋月グループの長おさであり、琴音や耶や宵よいの祖父でもある秋月鼓こ充じゆう朗ろう氏が倒れたとの知らせが、修学旅行の真っ最中に届いたのだ。

　その一報が、琴音の表情を曇らせているのだった。

「……おっぱいさん、元気出せ」

　その琴音の肩を、布団ふとんに入る前から浴衣がぐちゃぐちゃになりつつある桜さくら江えゆすらが優しく叩たたく。

「そうですよ、あの理事長のことですから、何日かすればケロッとした顔して、文化祭でもブルマ着用とかわけわかんないこと言ってるに違いねーです」

　そう言いながら、木き滝たき恋れん子こはゆすらに近づいた。

「それよりゆすら先せん輩ぱい、また浴衣ゆかたが……。女子部屋で男子がいないからって、酷ひどすぎますよ。ほら、直しますからジッとしてください」

「がうー。この服は動きづらい」

　恋子はされるがままのゆすらの帯を解ほどいて、浴衣を一から着せ直し始める。

「まったく、部長さんは……。でも、琴こと姉ねえ様、恋子ちゃんがさっき言った通りだと思いますの。あのお祖じ父い様さまが、そんなに簡単にくたばるはずはありませんの」

　本来、中等部の宿泊階にいるはずの柊木ひいらぎ耶や宵よいが言った。

「だいたい、倒れたとは言っても、たいしたことはないと言っていたのでしょう？　入院も念のためだって。だったら、きっと私たちが帰る頃には涼しい顔して元気になっているに違いありませんの」

「自分も同感です」

　と、志し々し谷や左さ京きようも身を乗り出した。その拍子に、いつもはサラシで押し込めている、琴こと音ねほどではないがやはり大きな胸が揺れる。

「いつも美人の看護師を二人も連れていたものねえ。少なくとも、発見が遅れて最悪の事態っていうシナリオにはなっていないと思うわ」

　洗い髪を掻かき上あげて、眼鏡をかけていない御み子こ神がみ更さら紗さが言った。わざとらしく肩がはだけるように浴衣を着崩して、大っぴらに胸の谷間を誇こ示じしている。

「縁起でもないことを言わないでほしいですの」

　耶宵が高校生離れした更紗の胸を白い目で一いち瞥べつして、頬ほおを膨ふくらませた。

「何を言っているの、小娘。発見が早くて迅じん速そくな処置が施ほどこされたのなら、助かる確率が高い、ってあたしは言っているのよ」

「まぎらわしいですの。ただでさえ琴姉様が心配しているのに、不安を煽あおるようなことを言わないでほしいですの」

「理解力のない小娘ね。あたしは逆に大丈夫だって言ってるのよ」

「二人とも、消灯前でも、騒ぎすぎると先生が怒ど鳴なり込んでくるかもしれないわよ」

　土つち御み門かど沙さ月つきが冷静な口調で言った。

「同感だね。事態が事態だし、みんな不安で気が立っちゃうのもわかるけどさ、こんな狭い部屋で取っ組み合いとか始めないでよー？」

　沙月の言葉に、志々谷右う京きようも同調した。

　本来、ここはゆすらと琴音、更紗、左京の正規帰宅しない部部員の高等部二年生に割り当てられた四人部屋である。そこへ、別の部屋から一年生の恋子と沙月が、正式な部員ではない右京が、そして本来は中等部が泊まる別の階から耶宵が遊びに来ているのだった。

「やっぱり、切り上げて帰った方がいいのかしら……」

　またため息とともに、琴こと音ねが呟つぶやいた。

「確かに、近しい親族が倒れたとなれば、学校を早退して駆けつけるものではあるかもしれませんが……」

　左さ京きようが難しい顔で腕を組んだ。組みつつ変な顔をして、

「やはり胸が邪じや魔まだ……！　サラシを巻いていないと落ち着かない」

　などと言って恋れん子こに「ぐぬぬ」という顔をさせた。

「でも、別に危き篤とくってわけじゃないんでしょ？　だったら、理事長は怒るんじゃないかなあ？　せっかくボクたちがいろんな経験を積めるようにって毎年豪ごう華かな修学旅行をやってくれてるんだしさ、なんで勉強する機会を放ほう棄きして帰ってきたんだ、とか言い出しそうじゃない？」

「確かに、お祖じ父い様さまなら言いそうですの」

「そうね……」

　琴音は顔を上げたが、その表情は曇ったままだった。

「考えすぎですって、生徒会長。きっと帰る頃には理事長も元気になってますよ」

　ゆすらの浴衣ゆかたを整えて、帯を結び直して、恋子が言った。

「がう」

















「そうね。こういうときは、明るい話や楽しい話をした方がええんやないかしら」

　努めて明るく、沙さ月つきが言った。

「楽しい話って？　たとえば？　ベタだけど恋愛トークとか？」

　右う京きようが言うなり、耶や宵よいはグッと拳こぶしを握にぎりしめて、

「私は兄にい様さまを諦めませんの！」

　と声こわ高だかに宣言した。

「いや、耶宵ちゃんはさっさと諦めてください」

「がう」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね」

　恋れん子こが間かん髪はつ入れずに突っ込み、ゆすらがうなずき、更さら紗さが肩をすくめた。

　その連係に、琴こと音ねがくすりと小さく笑った。

　その笑顔に、志し々し谷や姉妹は安あん堵どした顔を見合わせた。

　そして、右京が左さ京きようの左右の胸を両手でガシッと掴つかんだ。

「ひあっ!?　う、右京、な、なな、何を……ッ!?」

「やっぱりさ、姉さんはサラシなんか巻かないで、この胸を活用した方がいいと思うんだよなあ」

「活用って、いったい何を……ひゃんっ」

　ぐにぐにと、右京は左京の胸の上で指を動かした。その胸の柔らかさや弾力が、浴衣ゆかたの上からでもハッキリと見て取れた。

「そんな活用はしなくていーですっ！」

「……おっぱいさんほどじゃない」

「あら、でも左京さんが本気になったら、かなりの脅きよう威いになるかもしれないわよ。わたくしの性質と左京さんの性質は全然違うもの」

「かも、どころじゃねーです！　普段は凛り々りしい武道家おっぱいとか、反則にもほどがありますっ！」

「ふっふっふ、姉さんが覚かく醒せいしたとき、膠こう着ちやく状態に陥おちいった修しゆ羅ら場ばが均きん衡こうを失って面白いことになるんだよ！」

「面白がるなっ！」

　紅こう潮ちようした顔のまま、左京が右京の手を胸から引きはがした。

「やだなあ、姉さん、本気で怒らないでよ。これも会長を元気づけるための話題作りなんだから」

「うっ」

　琴音のため、と言われて、左京は一瞬言葉に詰まった。

「っていう建前」

　ぺろり、と右う京きようがイタズラっぽい表情で舌を出した。

「右京っ！」

「あはは、ゴメンゴメン」

　拳こぶしを振り上げた左さ京きようの側そばから、右京が転がるようにして避難した。

「まったく……！」

「でもさあ、もう気持ちをハッキリさせてる人のことを話題にするより、立場がふわっとしてる人をいじった方が盛り上がるでしょ？　姉さんとか、あるいは……」

　言いながら、右京はニヤニヤしつつ、今度は沙さ月つきの方へと目を向けた。

「な、何よ」

　沙月がその視線にたじろぐ。

「要は、沙月ちゃんもまんざらじゃないように見えますよ、ってことですよね」

　言いながら、恋れん子こが後ろから沙月に抱きついた。

「な、ちょ、恋子ちゃん……!?」

「今日だって、ツンケンしつつもなんだかんだでいっぱい喋しやべってたみたいじゃないですか。さあ、白状しやがれですっ」

「べっ、別にそんなんやないわよ！」

「必死に否定するところが怪しいですの」

「そうねえ。それに関しては、あたしも小娘に賛成するわ」

「がう」

「だから、違うって言ってるやないの！」

「あくまでシラを切るなら、白状するまでこうですっ」

　恋子は引っ付いたまま、沙月の身体からだのあちこちをくすぐり始めた。

「ひっ!?　な、ちょ、何をしはりますのっ、あはは、くすぐった……！　やっ、やめ、やめて恋子ちゃ……ひゃう、あはははははは」

「ほらほら、早く白状して楽になった方が身のためですっ」

「だっ、だからっ、私はなんとも、あはっ、あははははは、もうっ、やめ……」

　悶もだえながらも抵抗を続ける沙月の姿に琴こと音ねもくすくすと笑い出し、その笑顔につられるようにして他の面々も口元を綻ほころばせた。










第一章　学園サッド・ニュース





　修学旅行も三日目、四日目と過ぎて終しゆう盤ばんに入ると、宿泊施し設せつや観光地の売店では、土産みやげ物を物色する秋あき月つき学がく園えんの生徒が目につき始める。

　柊木ひいらぎ夕ゆう也やたちも、その日は神社仏ぶつ閣かくを見て回る自由行動を早めに切り上げて宿泊施設へと戻り、お土産選びに時間を割さいていた。

「ねえ、会長……。ここの売店、売り場も広いし品しな揃ぞろえも素晴らしいと思うんだけどさ、あんなのまで売ってるのはさすがにどうなのかな」

　呆あきれ顔がおで右う京きようが指さした箱には──、

『薬やく師し寺じの十二神しん将しようフィギュアシリーズ・伐ば折さ羅ら大だい将しよう・彩さい色しき済ずみ木もく目め調ちようバージョン』

　と達筆で記されていた。中身が見えるよう作られたボール紙の箱の中では、身長二〇センチ強の神将がいかめしい顔をしていた。

「仏像もフィギュアになる時代か……」

　桐きり谷や雅まさ紀きが苦笑してため息をつき、くいっと眼鏡の位置を直した。

「でもさ、仏像って木で作っても金属で作っても仏像なんだから、たとえプラスチックとかなんとか樹じゆ脂しで作ってもやっぱり仏像だよね」

　やはり苦笑して、夕也が言う。

「つまり、ここは仏像売り場というわけか」

　腕を組んで、なるほど、という顔で左さ京きようがうなずいた。

「左京さん、間違ってはいないかもしれないけれど、その言い方はちょっと違うんじゃないかしら」

　琴こと音ねが困ったような笑顔で首を傾かしげる。

「ボクもそう思うなあ」

　そんな話をしている生徒会三人組をよそに、更さら紗さは、

「あの、十二神将フィギュア各一個ずつ、一ひと揃そろいください……」

　と店員に申し出ていた。

「え、これ本気で買いますの!?　一二個も!?」

　目を丸くして驚く耶や宵よいに、更紗は恥ずかしそうにうつむきつつも微笑ほほえんだ。

「ええ。こういうの、祖父が好きなので……」

　さらに少し離れた商品棚の前で、沙さ月つきは、

「あら、こっちには四天王のフィギュアも全種類あるのね」

　たくさん並ぶフィギュアの箱を眺めながら呟つぶやいた。

「四天王!?」

　その沙さ月つきのとなりで叫び、恋れん子こが箱を手に取った。

「もー四天王とか十二神しん将しようとか、なんか熱いバトルを連想させる感じの名前がたまんないですよねっ！　やっぱりあたしの死者の軍勢にも、四天王的な役職とか編成は必ひつ須すだと思えてきました！」

「いや、恋子ちゃん、確かに四天王は守護神で十二神将は武ぶ神しんやけど、そういう認識はちょっとアレすぎるっていうか……」

「で、沙月ちゃん、一番最初に負けて他の三人に『ヤツは我らの中では最弱』って言われちゃうのはどれですか？」

「それが仮にも魔法使いの家系に生まれた人の言葉やのっ!?」

「あれ、違うんですか？」

「全然違うわよっ！　もう、魔法使いの家に生まれたのなら、主要な宗教のアウトラインくらいは把は握あくしておいてほしいわ」

「えー」

「でも案外、神話とかを考えた人たちも、神様と怪物や悪魔のバトルを想像して手に汗握にぎっていたのかもしれないよね。恋子みたいにさ」

　夕ゆう也やの言葉に、恋子は目をキラキラさせて、

「そうですよっ！　きっとそうです！　だいたい、その神様から力を借りようとか、悪魔を使し役えきしようとか、魔法使いって発想がバトルマンガそのものじゃないですかっ」

　沙月はその場で崩れ落ちて地面に両手をつき、うつむいて、

「…………どうして恋子ちゃんが百年に一人の才能を持ってはりますの……？　こんなの、理り不ふ尽じんすぎるわ……」

　世界に満ちる不公平を嘆なげき始めてしまった。

　夕也がやれやれと肩をすくめて、仏像フィギュア売り場から少し離れたところに目を向けると、

「お客様、それ以上はちょっと……」

　と困り顔の店員さんがオロオロしながら、ゆすらにそんなことを言っていた。

　言われたゆすらはというと、試食用の生八つ橋をバクバクと凄すさまじい速度で食べ続けている。

「ちょ、ゆすら、何やってんの!?」

　慌てて、夕也はゆすらに駆け寄った。

「……ユウも食べる？　これ、美お味いしい」

「いや、美味しいのはわかるけど、そんなにたくさん食べちゃダメだよ」

　ゆすらは口元にあんこをつけたまま、不思議そうに首を傾かしげた。

「……ご自由にお食べくださいって書いてある」

「そうだけど、これは一個食べて、美お味いしかったら買ってくださいってことだから」

「……ご自由じゃない」

「ええと……まあ、そう言われちゃうとその通りなんだけどね……」

　ゆすらは少し考え込んで、

「……じゃあ、買う」

　とオオカミさんリュックを背中から下ろして、中からお金を取り出して店員さんに差し出した。

「お、お買いあげ、ありがとうございます……」

「がう」

　お金と引き替えに受け取った生八つ橋の包装を、即、ゆすらはビリビリと破り捨てた。そして箱を開けて、中身を食べ始める。

「……美味しい」

「今食べるの!?」

「……今食べなくていつ食べる？」

「お土産みやげって、普通は旅行が終わってから食べるものだし、もっと言えば旅行に来なかった家族や友達にあげるものだよ」

「……自分が食べないのに買うのは意味がわからない」

「いやほら、美味しいものは家族や友達にも食べてもらいたいじゃない。あ、そうだ、ゆすらも八つ橋とか、親に送ってあげれば？」

　夕ゆう也やは『お土産の宅配サービス承うけたまわります』と大きく書かれた張り紙を見ながら言った。

「……パパとママに？」

「うん。住所さえわかれば届けてくれるから」

「……今、どの国を旅してるのかわからない」

「国からして不明なの!?」

「……私が日本に来る前にユーラシア大陸は飽あきてきたって言ってた」

「ユーラシア大陸以外って、全然範囲を絞れた気がしないね」

「……パパもママも、強いヤツがいればどこにでも行く」

「シロクマを倒しに北極に行ったって言われても驚かないよ……」

「……ホッキョクグマならもう倒したって言ってた」

「マジですか……」

「がう。もしかしたら、アフリカの奥地かアマゾンのジャングル辺りかも」

「目星にすらならないね……」

「……二人とも人じん跡せき未み踏とうの地とか大好きだから」

「ごめん、それは居場所がわかっても届けてもらえないかもしれない……」

「……じゃあ、やっぱり今食べる。ユウも食べる？」

「うーん、ここではちょっと……。あとで部屋に戻ったらみんなで食べようか。お茶も淹いれてさ」

「がう。ユウがそうしたいなら、そうする」

　ゆすらはようやく八つ橋の箱のふたを閉じたが、すでにその中身は半分になってしまっていた。



　　　＊



　そんなこんなで修学旅行も最終日、帰りの新幹線車内。

　行きと同じように、高等部の車両に入り込んできた耶や宵よいも含めて夕ゆう也や、ゆすら、恋れん子こ、琴こと音ね、左さ京きようで三列のシートをボックス席にして占拠している。

「さあ、今度こそ負けませんよ！　ババ抜きでも大富豪でもなんでも来いですっ！」

　闘とう志しを剥むき出だしに、恋子が叫んだ。

　来るときの新幹線では、恋子はトランプで大だい惨ざん敗ぱいを喫きつしていたのだった。

「ごめんなさい、木き滝たきさん。そういう気分じゃないの。わたくしは遠えん慮りよさせてもらうわね」

　いつもの優ゆう雅がな微笑ほほえみと口調で、琴音が参加を辞退した。

「……私もいい」

　京都駅でしこたま買い込んだ生八つ橋を食べながら、ゆすらも言った。

「食べるのに忙しそうだもんね。そんなに気に入ったんだ」

「がう。あんこも美お味いしいけど、チョコが入ったヤツが美味しい」

「生八つ橋にもいろんな種類があるのは知ってたけど、まさかチョコバナナ味やマンゴー味まであるとは思わなかったよ」

　苦笑いで、夕也が肩をすくめる。

「でも、あんまり食べすぎちゃダメだよ。帰ったら晩ご飯も作るからさ」

「がう！」

「そういうことなら、自分も遠慮しよう」

　言いながら、左京は鞄かばんから薄汚れた和わ綴とじの本を取り出した。

「なんですの？　ずいぶん古そうな本ですけど」

　耶宵の問いに、

「ああ、自由行動中にふらりと入った古書店で見つけた、古い剣術の指し南なん書しよだ。ずいぶん安かったから期待はしていないのだが」

　左京はそう答えて、早さつ速そく本を読み始めてしまった。

「半分が不参加じゃ盛り上がりそうにないね」

　と、夕ゆう也やが苦笑する。

「むぐぐ、みんなしてあたしの逆ぎやく襲しゆうに恐れをなしたんですかっ」

「っていうより、結果がわかっている勝負が面白いはずはないからだと思いますの」

「むっかーっ！　勝負なんて、やってみなきゃわかんねーですっ」

「恋れん子こちゃんの場合、その一般論が成立しないのが問題ですの」

「ぐぬぬ……！」

「そんなに言うなら、しょうがないから相手をしてあげますの」

「その上から目線の偉そうな鼻っ柱を叩たたき折ってやりますっ」

「トランプを出すのも面倒ですの。しりとりか何かで勝負ですの」

「受けて立ちますっ」

　かくして恋子と耶や宵よいのしりとり一いつ騎き打うちが始まった。

「じゃあ『しりとり』の『り』からスタートです！　『りんご』！」

「『ゴシップ』ですの」

「『ぷ』ですか……。ええと、プリン……はダメだから、『プロレス』！」

「『スープ』ですの」

「また『ぷ』!?　ええと、ぷ、ぷ……『プリント』！」

「『トランプ』ですの」

「またー!?　ええと、ええと……『ぷ』は『ふ』でもいいですよね……？」

「そんなルール、事前に決めた覚えはありませんの」

「ぐぬぬ……」

「ほら、恋子、『プリン』はダメだけど、別の言い方にすればさ」

　見かねて、夕也は助け船を出した。

「別の言い方……？　あ！　わかりました！　『プリン・ア・ラ・モード』ですっ」

　自信満々に叫んだ恋子だったが、助け船を出した夕也は微妙な顔をしていた。

「あ、あれ？　違いました……？」

「兄にい様さまが言いたかったのは『プディング』じゃありませんの？」

「うん、まあね」

「ぐっ。そ、そうとも言います……」

「いやいや、プリン・ア・ラ・モードとプディングはちょっと違うと思うなあ」

「まあ、どっちでも『ドロップ』か『グレープ』で余裕のカウンターですの」

「ぎゃあっ、また『ぷ』ですかっ!?　ひいー、『ぷ』が……『ぷ』が……エンドレスで襲ってきますーっ」

「ねえ、耶宵、そろそろ意地悪はやめなって」

「へ？　意地悪？　ってことは、耶宵ちゃん、わざと『ぷ』で終わる言葉を選んでたんですかっ!?」

「……気づいてませんでしたの？　こんなに何回も偶然最後が『ぷ』になるわけありませんの」

「くっ、なんて耶や宵よいちゃんらしい性格の悪さを活いかした戦い方……っ！」

「人聞きが悪いことを言わないでほしいですの。もう、恋れん子こちゃんはやっぱりチョロすぎてお話になりませんの」

「くっ、悔しいですーっ」

　かくして、結局恋子は苦い敗北を味わう羽は目めになったのだった。



　新幹線が発車して一時間も経たつ頃には、しりとりで火花を散らしていた恋子と耶宵も、生八つ橋に舌した鼓つづみを打っていたゆすらも、可愛かわいい寝息を立て始めていた。

「寝ちゃった……」

　左右から熟じゆく睡すいした恋子とゆすらにもたれかかられて、夕ゆう也やは身動きが取れなくなってしまっていた。

「はしゃぎ疲れてしまったのでは」

　左さ京きようは読んでいた指し南なん書しよから顔を上げて、ゆすらたちの寝顔を見やって微笑ほほえんだ。

「まあ、なんだかんだで旅行中はみんなテンション高かったし、そうでなくても色々あったしね」

















「貴き君くんが妹に監かん禁きんされたりな」

　イタズラっぽく左さ京きようが言った。

「面目ない」

　実際にさらわれて監禁されたところを助けてもらった手前、夕ゆう也やも苦笑しかできない。

　そんな中、窓際の席で流れていく景色をぼんやりと眺めながら、琴こと音ねは寂さびしげにため息をついた。

「琴こと姉ねえ」

「……え？」

　心ここにあらずといった感じで、琴音が窓の景色から視線を夕也へと向けた。

「ごめんなさい、聞いていなかったわ」

「いや、別に、特に何か話を振ったわけでもないんだけどさ」

「あら、そうなの……」

「っていうか、琴姉、大丈夫？」

「え？　ええ」

「失礼ながら、自分にも大丈夫そうには見えませんが」

「そ、そうかしら？」

「はい」

「うん」

　夕也と左京はまったく同時にうなずいた。

「そんなに参っているつもりはないのだけれど……困ったわね」

「理事長なら……お祖じ父いさんなら、心配ないと思うよ。深刻な状態じゃないって話だったんでしょ？」

「ええ。でも……電話をしてきたのは父の秘書だったのよ。それが少し気になって」

「どういうこと？」

「普通、こういうときわたくしに電話をしてくるのは鮫さめ島じまなのよ」

「あー、確かに。あの人、琴姉の専属執しつ事じだもんね」

　琴音はうなずいて、

「なのに、ほとんど面めん識しきもない父の秘書が伝えてきたのよ？　もしかしたら、現場で色々と混乱が起きてしまうような深刻な事態だったのかもしれないわ」

「うーん、たまたまじゃない？　きっと琴姉を心配させないように早く情報を伝えようって気き遣づかいだったとか」

「……だといいのだけれど」

「まあ、確かにお祖父さんはもういい歳としだけどさ。でも、がっつり身体からだ鍛きたえたりしてるし、仮にお迎えが来ても無視するか追い返すかしちゃうよ」

「そんなことを言っていたと知ったら、お祖じ父い様さまもきっと怒るわよ」

　くすり、と琴こと音ねは笑った。しかし、その笑顔も、いつもより精せい彩さいを欠いているように夕ゆう也やには見えた。

「それは困るなあ。告げ口は勘かん弁べんしてよ。お祖父さん、怒ると怖いから」

「そうね」

　うなずいて、また琴音は小さくため息をついた。

「……まあ無理もないけどさ。一番側そばにいて、一番可愛かわいがってもらってたのは琴こと姉ねえだったから」

「うふふ、一番側にいたのはそうだけれど、可愛がってもらっていたのかどうかはあまり自信がないわ」

「え、そうなの？」

「ええ。一番色々なことを教わったというなら、間違いなくわたくしでしょうけどね。お祖父様はお父様とあまり反そりが合わなかったから、きっとわたくしに色々期待したのよ。むしろ、夕ゆうくんや耶や宵よいちゃんに対しての方が甘かったと思うわ」

「え、伯お父じさんとお祖父さんって仲が悪かったの？　そうは見えなかったけどな……」

「仲が悪いというか、ビジネスに対するスタンスが違っていたの。お祖父様は『損をしてでもしなければならない社会貢こう献けんがある』と考えて、秋あき月つき学がく園えんを設立したり、いくつもの慈じ善ぜん事業に出資したりしていたわ。損を承知で、傾きかけたなじみの業者に手を差し伸べたこともあったわね。でも、お父様は徹底した合理主義、利益重視を主張していつも対立していたの」

「それは確かに水と油っぽいね」

「もちろん、ビジネスである以上利益はとても大切よ。お父様の考え方はある意味正しいわ。でも、お祖父様は気に入らなかったみたいなの」

「うーん、それは無理もないよね、なんか考え方が根っこから違ってるみたいだし。逆に、そういう人をナンバーツーに据えるのもお祖父さんらしいけど」

「だから、お祖父様はわたくしにその主義主張というか、魂たましいのようなものを受け継がせたかったのだと思うわ」

「なるほど、琴姉にとってはお師匠様でもあったってことか」

「ええ。体育祭のあいさつでブルマがどうとか言っちゃう人だけど、グループの総そう帥すいとしてはとても人望があるのよ」

　夕也は納得がいった顔をした。

　琴音にとって、きっと祖父は両親よりも身近な存在だったのだろう。

　そして、尊敬もしていたのだ。

「生徒会長殿がお顔を見せて修学旅行の土産みやげ話でも披ひ露ろうすれば、理事長も元気が出るのではないでしょうか」

「そうであってくれるといいけれど……」

　そう言って琴こと音ねはまた微笑ほほえんだが、その笑顔にはいつもの覇は気きも余裕もなくて、夕ゆう也やの目には全然琴音らしくなく映った。
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　中等部・高等部合同の修学旅行が終わったその日の夜中。

　その日は珍しく、夕也は恋れん子こにではなく振動する携帯電話に起こされた。

　画面に表示された名前は、『秋あき月つき琴音』だった。

　言うまでもなく、琴音は倒れたという祖父・鼓こ充じゆう朗ろうが入院している病院へ行っているので、今夜は帰宅しない部の部室では眠っていない。

　もちろん、琴音同様に孫である夕也と耶や宵よいも一緒に病院へは行っている。ただ、意識のない祖父の側そばに残ると言って譲ゆずらない琴音を残して、夕也と耶宵は翌日また様子を見に行くつもりで学校へと戻ってきたのだった。

「……こんな時間に……？」

　表示された琴音の名前を見ただけで、夕也は不吉なモノを感じた。

「はい」

　電話に出ると、聞こえてきたのは琴音の嗚お咽えつだった。

　──ああ。

　何が起こったのかは明白だった。

　夕也は携帯電話を耳に当てたまま瞑めい目もくした。

　小学生の頃に秋月家に預けられていたことはあるが、それ以降、鼓充朗とは年に一度か二度会う程度だった。

　家族と呼ぶには少し距離がある。

　そのせいだろうか、目頭は熱くなったが、涙は出なかった。

　むしろ、祖父が死んだことよりも、電話の向こうで祖父の死を悲しんで泣いている琴音の方が心配だった。

「……琴こと姉ねえ」

　呼びかけても、返ってくるのは嗚咽のみ。

　何を言えばいいのか、言葉が見つからなかった。

　慰なぐさめも、励はげましも、お悔やみも、そのどれもが空そら々ぞらしく感じられて、相応ふさわしいとは思えなかった。

　だから、夕ゆう也やはただ黙って琴こと音ねの嗚お咽えつを聞き続けた。
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　翌朝。

　ガラッと家庭科実習室のドアが開け放たれると同時に、

「こんなことになってちょっと心配ですけど、あのシスコンのことですから、何か食べるものの準備くらいしてるかもしれないじゃないですか」

　という恋れん子この声が飛び込んできた。

　続けて、

「でも、昨日の夜中に理事長が亡くなったからって、タクシーを呼んで妹さんと病院に駆けつけたんでしょう……？」

　と、更さら紗さが訊きいた。

「そうね。さすがにそんな余裕はなかったんやないかしら」

「がう」

　さらに沙さ月つきとゆすらの声も聞こえてくる。

「うん、さすがにそれは無理だよ」

　家庭科実習室の中で、焼いた甘あま塩じおの鮭さけと、卵焼きと、ホウレンソウとベーコンのバターソテーをワンプレートに盛りつけながら、夕也が答えた。

「まったく、恋子ちゃんは無む茶ちやばっかり言いますの」

　そんな夕也の朝食の準備を眺めていた耶や宵よいも呆あきれ顔がおで言う。

「ちょ、なんでおに……あんたが居るんですか!?」

　恋子が驚いてのけぞった。

「学校に来ていた方が気が紛れるもの」

　その恋子の背後から、そう言いながら琴音が歩み寄ってきた。

　顔を洗いに行っていた琴音は校則に抵てい触しよくしないギリギリの範囲でメイクを施ほどこしていたが、泣き腫はらした目を隠しきれてはいなかった。

「生徒会長まで……」

　明らかに弱っている琴音の姿に、沙月がうめいた。

「っていうか、今日は忌き引びきじゃねーんですか？」

「ええ。立場が立場だけに、念のため司し法ほう解かい剖ぼうされることになったから、お通つ夜やも葬そう儀ぎもすぐにはできないそうなの。お通夜もお葬式もできないのであれば、今日休んでも何もできないもの。もっとも、お葬式の規模も大きくなるでしょうから、司法解剖の件がなくても、準備にはそれなりに時間がかかるそうだけれど」

「まあ、話は朝ご飯を食べながらにしようよ。ちょうどできたところだし」

　夕ゆう也やの呼びかけに全員が席に着いて、いただきます、と手を合わせた。

「あの……司し法ほう解かい剖ぼうって、事件性があるんですか……？」

　お茶ちや碗わんを手に、おそるおそる、更さら紗さが訊きいた。

　それに対して、まだ箸さえ手にしていない琴こと音ねは、静かに首を左右に振った。

「お祖じ父い様さまを看み取とった医師チームは脳のう梗こう塞そくだろうと言っているわ」

「じゃあ、なんで司法解剖なんてするんでしょう……？　普通は事件性がなければ行われないはずですけど……」

「きっと、お父様があちこちに働きかけたんだと思うわ」

「伯お父じ様さまが……ですの？」

　卵焼きを食べる手を止めることなく、耶や宵よいが首を傾かしげた。

「まあ、お祖父様の立場上、念のため、ということだと思うわ」

「経済界のトップに君くん臨りんするグループの総そう帥すいともなれば、怨えん恨こん以外でも命を狙う人は大勢いそうだものね。まあ、呪い殺された可能性を真っ先に考える私の家もあんまり人のことは言えないんやけど」

「え、沙さ月つきちゃんの家ってそんなことを疑うんですか!?」

「恋れん子こちゃんの家も同業やないのっ！　お父さんが陰おん陽みよう師じでお母さんが占せん星せい術じゆつ師しなら、二人ともそういうのを探ったり占ったりするのも仕事でしょっ！」

「へー、そうなんですか。全然知りませんでした……」

　魔法使いの家系に生まれた二人のちょっとアレな会話にみんなが苦笑したり脱力したりする中、ゆすらは自分のおかずの皿を持って琴音へと歩み寄った。

「……おっぱいさん、これ食べて元気出せ」

　ずいっと、ゆすらは手にしたお皿を差し出した。

「ええと……」

　困こん惑わく気味に、琴音は微笑ほほえんだ。

「わたくしは元気よ？」

「……ウソ。おっぱいさん元気ない」

　ずいっ、と、ゆすらがなおもお皿を琴音に押しつけようとした。

　すでに卵焼きは綺き麗れいさっぱりなくなって、鮭さけも半分ほど消失してくっきりと歯形がついている。

　それでも、ゆすらにとっては苦く渋じゆうの決断だったのだろう。数秒に一度、ゆすらの視線は名な残ごり惜しそうに差し出したお皿の上と琴音の顔を行き来した。

「うふふ、ありがとう、桜さくら江えさん。でも、ほら、わたくしの分がそっくりそのまま残っているもの。ちょっと食欲がないだけなのよ。気持ちだけいただいておくわ」

「がう……」

　ゆすらは逡しゆん巡じゆんしつつも、

「……元気になる？」

「ええ。元気になれるよう善ぜん処しよするわ」

「がう。仲間が元気ないとみんな元気がなくなる。もうおっぱいさんも仲間なんだから、なんでも言って」

「そうだよ、琴こと姉ねえ。僕らにできることならなんでもやるからさ」

「あら、じゃあ、夕ゆうくんにお姫様抱っこしてもらおうかしら。生徒会室まで」

「は？」

　夕ゆう也やはポカンとした顔で聞き返し、

「ちょ、生徒会長何言ってるんですか!?」

　恋れん子こは食卓代わりの調理台をドンと叩たたいて立ち上がった。

「冗談よ」

「全っ然冗談に聞こえねーです！」

「そうですの！　まったく、こんな状況で兄にい様さまの優しさを利用しようとするなんて、サイテーですの！」

「だから冗談だって言ってるでしょう？」

　ぎゃーぎゃーと騒ぐ面々にやれやれと呟つぶやきながら、それでも、こんな冗談が出てくるのならば大丈夫かな、と夕也は思って笑みを零こぼすのだった。
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　その日は、始業前に急きゆう遽きよ全校集会が行われた。それも、中等部・高等部合同で、である。

　秋あき月つき学がく園えんの全生徒を集めた高等部の体育館のステージ上で、二〇年前はクールビューティとして絶大な人気を誇ほこったであろう高等部の教頭先生は、こほん、と咳せき払ばらいをした。

　そして、

「昨日の夜中、理事長がお亡くなりになりました」

　と、夕也たちは先に知っていた事実を告げた。

　体育館中にどよめきが満ちる。

　聞こえてくる声の大半は「ウソだろ」「信じられない」「あのマッチョな理事長が？」といった声だった。

　老いたとはいえ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい躯くを誇り、背筋をピンと伸ばしたその姿からは、とても死ぬなどと想像できるものではなかった。

「静かに。ご存じの通り、理事長は大変教育に熱心な方で、ご自身で設立されたこの学園に莫ばく大だいな出資をしてくださいました。毎年の修学旅行も、この学園の施し設せつが充実しているのも、すべて理事長のおかげと言っても過言ではありません。皆さん、理事長への感謝とともに、まずはご冥めい福ふくをお祈りしましょう。では、黙もく祷とう」

　一分ほどの静せい寂じやくが、体育館を支配する。

　その静けさの余よ韻いんの中、教頭は、

「えー、それから、近づいてきていた文化祭ですが、喪もに服ふくすという意味で開催を中止することにいたします」

　と言った。

　体育館内の静寂が一転、「えー!?」という驚きよう愕がくと不満の声に取って代わられた。

「ちょっと待ってください！」

　それらの声も破るように叫んで、琴こと音ねが生徒の列から飛び出した。

「文化祭が中止なんて、わたくしは聞いていません！　確かに状況が状況ですが、それを学校側が一方的に決めるのは秋あき月つき学がく園えんらしくないのではないでしょうか！」

　生徒の自主性を過度なまでに重んじるのが秋月学園の校風である。ならば、文化祭の中止などという重大な決定を一方的に押しつけられるのはそれにそぐわない。

　そういう意図の主張であることは、夕ゆう也やはもちろん、おそらく全校の生徒が理解したことだろう。もちろん、教師たちも。

「しかし、理事長の代理というかたちで、秋月笙しよう一いち氏から中止するようにという要よう請せいが来ているのです」

「そんな……、お父様が……!?」

「文化祭の予算に関しても凍結するとの旨むねでしたから、我々には選択の余地はないと判断したのです」

「予算を凍結!?　そんな、無む理り矢や理り喪に服させようとするなんて……！　むしろお祖じ父い様さまなら、教育の一環である文化祭の中止など望まないはずです！　教頭先生、故人の遺い志しを尊重することこそ、何よりの手た向むけになるのではないでしょうか！」

「気持ちはわかるわ、秋月琴音さん。でもね、代理とはいえ理事長に言われてしまっては、私たちにはどうすることもできないのです」

「それはそうでしょうけど……」

　琴音は唇くちびるを噛かんで、不安げに成なり行ゆきを見守る生徒たちを見渡した。

　そして、

「……わかりました。この件に関しては、わたくしが責任を持って撤回してもらえるよう交渉します。先生方も、生徒の皆さんも、現時点で可能な準備から進めておいてください」

　と、堂々と言い放ったのだった。










第二章　学園ポリティカル・マリッジ





　文化祭が中止になるかもしれない。

　その事実は、少なからず生徒たちを動どう揺ようさせた。

　二学期序じよ盤ばんの花形イベントが修学旅行であるならば、二学期中盤の目玉は文化祭である。近隣住民までもが楽しみにするほどに秋あき月つき学がく園えんの文化祭はクオリティが高く、生徒たちが情熱を燃やすことで有名だった。

　生徒会も大多数の部活も、夏休み前から念入りに準備をするほどであり、楽しみにしている生徒は多いのだ。特に、文化系の部活動にとっては年に一度の晴れ舞台である。

　生徒会長なら、あの琴こと音ねならなんとかしてくれるかもしれない。

　でも、予算を凍結されたらどうにもならないのではないか。

　その二つの意見が、生徒たちの間でせめぎ合っていた。

「……文化祭はなくなったら困る？」

　その日、放課後になるなり夕ゆう也やのところへとやってきたゆすらが訊きいた。

「うん、まあね。みんな楽しみにしてるし」

「……それはよくない」

「だね。こないだ話したキノコご飯と栗くりご飯のおにぎりもお流れになっちゃうし」

「がうっ!?」

　ガッと、ゆすらは目を潤うるませて夕也の制服を掴つかんだ。

「……もし文化祭がなくなったら、キノコご飯のおにぎりと栗ご飯のおにぎりは食べられない？」

「いや、リクエストがあれば作るけど、みんなで採りに行ったり作ったりはする必要がなくなっちゃうね」

「……みんなで狩りに行けない？　私は行きたい……」

「そうだね。大丈夫、琴こと姉ねえが文化祭をやれるように頑張ってくれるよ」

「がう。……でも」

「でも？」

「……おっぱいさんは最近元気がない。ちょっと心配」

「確かにね……」

　目を伏せて、二人して黙り込んでしまった。

　その沈黙に耐えかねて、夕也は、

「とにかく、僕らも琴姉を信じよう。何かあれば手伝えばいいし」

「がう」

「あ、そうだ。今日これから、キノコや栗くりを採りに行ってみようか」

「……行く！」

「まあ、下見だけどね。お弁当は用意してないけど」

「……でも行く！」

「うん。琴こと姉ねえが琴姉のやるべきことをやるなら、僕らも信じて準備しておかなきゃね」

「がう！」

　かくして、夕ゆう也やとゆすらは揃そろって教室を出た。



　　　＊



　一度部室に寄って、夕也は動きやすいように体育用の運動靴に履はき替え、汚れてもいいようにとジャージに着替えた。もともとスニーカー派のゆすらは靴も制服もそのままだが、部室からドラム缶を持ち出した。

「そのドラム缶、狩りのたびに持って行ってるの？」

「がう。これがないと、成果を持って帰るのが大変」

「まあ、確かに何か入れ物が要るのはわかるけど、毎回それを運ぶのも大変でしょ？　もう少し小さな鞄かばんか何かにした方がいいんじゃない？　肩かた紐ひものついたクーラーボックスとか」

　小こ柄がらなゆすらがドラム缶を運ぼうとすると、どうしてもヨタヨタしているように見えてしまう。場合によっては、前方が見えているのかどうかも怪しい。

「……でも、これだといっぱい入る」

「そのドラム缶に何かを満タン詰め込んだら、持ち上げられないんじゃないかなあ」

「……でも、猪いのししとか狩ったら」

「そりゃまあ、ドラム缶なら猪でも入るだろうけど、危ないから猪を狩ろうとか考えちゃダメだよ」

「……でも、猪くらいなら私一人でも勝てる」

「いやいや。ダメだって。肉なら買ってくるからさ」

「……狩ってくる？」

「ハントじゃなくて、お金を出して、だけどね」

「……前に行ったお店には、猪の肉は売ってなかった」

「確かに、猪は売ってるお店とか見たことないけどさ」

「……猪は美お味いしい」

「らしいね。牡ぼ丹たん鍋なべとか。まあ、今はネットでお取り寄せとかもできるから、食べたいなら注文するよ。だから危ないことはしなくて大丈夫」

「がう。よくわからないけど、ユウがそう言うなら」

　そんな話をしながら二人は部室を出て、一般教室棟と特別教室棟の間を抜けて、学校の裏手にある森へとやってきた。

　それは、まさに森だった。

　校舎の屋上から眺めても、そちらの方向は見渡す限り一面の緑である。緩ゆるやかに登りになっていて遠目には山に見えるのだが、間近で見た夕ゆう也やの感想は『鬱うつ蒼そうとした森』だった。

「っていうか、ぶっちゃけ、ここで林間学校やってもいいくらいだよね」

「がう？」

　同意を期待していた夕也に、ゆすらは不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「まあ、施し設せつ的な問題もあるんだろうけど……。学校に寝泊まりじゃあ気分も盛り上がらないし」

「……よくわからない。それより、ユウ、早く行こう」

　あまりにあっさりとした反応に、夕也は思わず苦笑を浮かべた。

「あ、うん」

「……しばらくは道なりにまっすぐ行く」

　ガサガサと茂しげみを掻かき分わけながら、ゆすらはドラム缶を抱えているとは思えないような慣れた足どりでどんどん奥へと進んでいく。

　が、夕也にしてみれば、

「道なりって言うけど……どこに道が……？」

　ゆすらの後を追いかけるのが精一杯の有り様だった。

　秋とはいえ、まだ日は高い。なのに、枝に阻はばまれた森の中は木こ漏もれ日びがときおり差し込むのみ。薄暗い中、どっちを見ても木の幹と葉っぱだけの世界に、すでに夕也は方向感覚を失いつつあった。

　やがて、ゆすらが立ち止まった。

　──あれ、明るく……森が開けた……？

　そう思いつつ夕也は息を切らして歩み寄り、

「ど……どうしたの？　もしかして、キノコか栗くりがある場所に着いたとか？」

　と訊きいた。

　が、ゆすらは首を横に振る。

「……違う」

　そして、すっと前方を指さした。

　その指の先を目で追いかけると、そこには地面がなかった。クレバスのように地面が裂けているのだ。

　その裂け目の向こう岸までは、一〇メートル以上ある。

「え」

　おそるおそる歩み寄って覗のぞき込こんでみると、裂け目の底には川のように水が流れているようだった。ようだったが、距離がありすぎるせいと、角度的に陽ひの光が入らないせいでハッキリとは確認できなかった。

「これ、落ちたら確実に死ぬよね……。迂う回かいして行くしかないのかな？」

　秋あき月つき学がく園えんの四階建て校舎の屋上から下を見るより明らかに高い。

「……そうでもない」

　ゆすらが裂け目から指を上へと移動させた。

　つられて夕ゆう也やが見上げると、こちらの岸から向こうの岸まで、木と木をつなぐように蔦つたで編んだ手作りのロープが渡してあった。

「ええと……あれは？」

「……近道。あのロープを伝って渡れば」

「無理無理無理無理！　絶対に無理！」

「……何が無理？」

　不思議そうな顔で、ゆすらが訊きいた。

「いや、平均的な日本人にはこのロープを伝って落ちたら死ぬ高さを渡りきるとか、普通は無理だから！」

「……そんなことない」

「ゆすらの中にある日本人像は、欧米人が日本をサムライとニンジャの国だと考えてるくらいおかしいよ！　だいたい、ロープを伝って渡るって、そのドラム缶はどうするの!?」

「……この辺りは結構陽が当たるから、草や茂しげみが元気」

「え？　それが、ドラム缶の運び方とどんな関係が……？」

「……だから」

　ぐっ、とゆすらはドラム缶を両手で頭上へと持ち上げた。そして、そのまま向こう岸に向かって力一杯投げた。

「なっ……!?」

　ドラム缶は見事に崖がけと崖の間を飛び越え、向こう岸の茂みにズボッと突っ込んだ。

「……こうやる」

「そんなムチャクチャな……。っていうか、帰りは？　中に色々入ってたらこぼれちゃうでしょ？」

「……空中ではあんまりこぼれない。着地でこぼれても、また拾って入れる」

「こぼれても気にしないとか、盲もう点てんだった……」

「……ドラム缶も投げたし、やっぱり近道を」

「無理だってば」

「……でも、迂う回かいすると時間がかかる。今からだと、一番近い栗くりの木まで行って帰ると晩ご飯に間に合わない」

「そんなに遠いの？」

「がう」

「うーん、困ったな。キノコはどう？」

「……山盛り採れる群生地はちょっと遠い。でも、そこそこ採れるところなら割と近くにある」

「そこまでの道には、こういう危険なところはないよね……？」

「……」

　ゆすらは少し考え込んで、「がう」とうなずいた。

「その間まが少し気になるんだけど……？」

「……たぶん大丈夫」

「あと、その『たぶん』も気になるよ……。とにかく、ここを渡るのは僕には無理だし、たぶん恋れん子こや琴こと姉ねえたちにも無理だから、別の道にしてよ」

「がう。じゃあ、ドラム缶を取ってくる」

　ゆすらはそう言ってするすると木に登り、ロープの上を走って一気に向こう岸へと渡ってしまった。

「ロープを伝うって、下にぶら下がって渡るんじゃないの!?」

「……こっちの方が速い」

「速いか遅いかの問題じゃないでしょ！」

「……ユウ、ちょっと退どいて」

「え？」

　言われるままに夕ゆう也やが少し横へずれると、今まで夕也がいた空間を飛来したドラム缶が通り過ぎていき、風圧で夕也の髪を揺らして、背後の茂しげみに突き刺さった。

　──直撃したら死ぬ。

　直感的に、そう夕也に思わせるに充分な速度を、ドラム缶は確かに有していた。

「あー、思い出した。体育の授業で見た超必殺技級のホームラン……」

　そして、またロープの上を走ってゆすらが戻ってきた。

「……これを渡ると断然近い」

「ゆすらの近いとか遠いっていう概念は常人と違いすぎるよ……」

「がう？」

「でもまあ、これは下見に来てよかったかもね……」

　みんなと一緒に来て、このルート前提で案内されたのでは堪たまらない。

「で、ゆすら、迂回する道はどっち？」

「がう、こっち」

　茂しげみからドラム缶を引き抜いて、ゆすらはまた木々の中へと分け入っていった。夕ゆう也やもその後ろを追いかける。

　やがて森がまた少し開けて、目の前に現れたのはそびえ立つ巨大な岩だった。

　まるで岩の壁である。

「行き止まり？」

　ゆすらは首を左右に振って、切り立った岩のかなり上の方を指さした。

「え。まさか……」

「……あそこには、動物たちもなかなか行けないから、結構キノコが残ってる」

「僕らもなかなか行けないんじゃないかなあ……。なかなかっていうか、僕には絶対行けないと思うんだけど」

「……じゃあ、コレを持ってて」

　ずいっとゆすらがドラム缶を夕也に押しつけた。

「持ってるのはいいけど……まさか」

「……ちょっと採ってくる」

「そんな気軽に……!?」

　驚く夕也を尻目に、ゆすらはほぼ垂直に切り立った岩をよじ登り始めた。

「ホントに登り始めちゃったよ……」

　ハラハラしながら夕也はゆすらを見守るが、ゆすらが登れば登るほど、少々困った事態が発生し始めた。

　ゆすらは制服姿なのである。

　つまり、スカートで岩をよじ登っているのだ。

　ゆすらの身を案じて見上げると、見てはいけないスカートの奥の布地が見えてしまう。かといって、目を伏せれば落ちたら死にかねない高さにいるゆすらの安否が気になる。

　そんな二に律りつ背はい反はんに苛さいなまれながら、見上げたりうつむいたりを繰り返しているうちに、キノコが自生している地点に到着したのか、ゆすらがポイポイとキノコをドラム缶めがけて投げ始めた。

「うわっ!?」

　最初こそキノコが降ってくる現象に驚いた夕也だったが、徐じよ々じよに夕也の驚きはゆすらの恐るべきコントロールへとシフトしていった。

　パンツの柄さえよく見えないほどの高さから、岩にへばりついた不自然な姿勢で、無む造ぞう作さに投げられたキノコ。そのほとんどがきちんとドラム缶に吸い込まれていく。外れるものは一〇個に一個あるかどうかで、外れたとしてもドラム缶の縁ふちに当たって弾はじかれる程度の誤差だった。

「この身体能力で体育のソフトボールとかやられたら、ソフトボール部のレギュラーも立つ瀬がないよなあ……」

　そんなことを考えて苦笑しているところへ、ゆすらが岩からするすると降りてきた。

「……ここにはこれしかなかった」

　とは言うものの、量だけならスーパーで売っているパックに換算したら十数パック分にはなりそうだった。

「いや、今日の晩ご飯で食べるなら充分だよ。っていうか、これ、全部食べられる種類なんだよね？」

「がう。知り合いのモモンガはそう言ってた」

「そ、そうなんだ……。モモンガに知り合いがいる生徒は、変わり者が多い秋あき月つき学がく園えんでもゆすらぐらいだろうね……」

「……モモンガは気さくな良いいヤツ」

「へえ……。今度会ったら、そのモモンガさんによろしくって言っておいてね」

「がう」

「じゃあ、今日はこれで帰ろうか。おかずの材料も買いに行かなきゃだし」

「……おかず!?　おかずは何!?　肉!?」

「肉、か……。キノコご飯には何が合うかなあ。ご飯はダシと醤しよう油ゆで味を付けるから、塩系の味付けがいいよね。鶏とりの塩唐揚げでも作ろうか」

















「……美お味いしそう！」

　そんなこんなで、下見という名の第一次裏山食材調達遠征を切り上げ、二人は帰き途とについたのだった。



　　　＊



　夜の家庭科実習室。

　夕食に集まった帰宅しない部の面々と、部活終わりでお相しよう伴ばんにあずかろうと押しかけてきた右う京きようの前には、ふんだんにキノコが入った炊き込みご飯と山盛りの鶏の唐揚げと野菜がゴロゴロ入った味み噌そ汁しると白菜とキュウリの漬け物が並べられた。

「うわー、いいね、鶏とり唐から！　しかもキノコご飯って、早くも秋の味覚を楽しもうってわけだね！」

　練習やら文化祭の準備やらで腹を空すかせているのであろう右京が舌なめずりをする。

「こら、右京！　食卓で大声を出すとは何ごとだ。ご馳ち走そうになる身なのだから、もう少し行ぎよう儀ぎ良くできないのか」

「姉さん、堅苦しすぎだよ」

「みんなお腹なかが空いてるだろうから、冷めないうちにどうぞ」

　夕ゆう也やにそう言われて、一斉に「いただきます！」と箸が動き始める。

「……肉が柔らかくて美味しい！」

　ゆすらが早さつ速そく唐揚げを頬ほお張ばってバンザイをした。

「当たり前ですの。兄にい様さまの唐揚げは世界一ですの。……でも、いつもの唐揚げとは味が違いますの」

「あ、うん。炊き込みご飯が醤しよう油ゆ風味だから、下味に塩しお麹こうじを使ってみたんだ。いつもは醤油ベースなんだけど」

「相変わらず、料理に関して『だけ』は細やかな心遣いをするのね」

「ええと、土つち御み門かどさん、褒ほめてるようで何か悪意を感じるんですけど……？」

　困り顔でおそるおそるそう言った夕也に、沙さ月つきは、

「当然じゃない。嫌いや味みだもの」

　すました顔でそう返した。

「嫌味を嫌味と感じることができるなら、少しは気を遣うべきところに気を回す努力をすることね」

「……ごめんなさい」

　反射的に謝ってしまう夕也なのだった。

「それにしても、塩しお麹こうじって、唐揚げに使っても合うんですね……」

　感心したように、更さら紗さが一口囓かじった唐揚げを見つめながら呟つぶやく。

「いや、かなり定番の組み合わせだと思うよ」

「がう！　美お味いしい！」

「あっ、部長さんは欲張りすぎですの！」

「ちょ、二人とも、足りなかったらまた揚げるから、そんなに奪い合わなくても」

「うふふ、さすが、夕ゆうくんのお料理は大人気ね。このキノコご飯も、キノコたっぷりの上におダシが効いていて美味しいわ」

　唐揚げ方面で勃ぼつ発ぱつしているバトルとは無縁の優ゆう雅がさで、琴こと音ねはキノコご飯を一口食べて言った。

「ですねー。でもこれ、なんてキノコです？　変なカタチしてますけど」

　琴音の意見にうなずきつつも、恋れん子こが首を傾かしげる。

「さあ……？　きっと裏山のモモンガなら知ってるんだろうけど」

「はあ？　モモンガ？」

「うん。どうやらこのキノコが食べられるってことをゆすらに教えてくれたのは、モモンガらしいんだよね」

「あー、これ、ゆすら先せん輩ぱいが裏山から採ってきたキノコだったんですか」

「……違う。私とユウで採ってきたキノコ」

　ゆすらが言った途端、ぴしり、と和なごやかだった食卓の空気が凍りついた。

「え……？　つまりなんですか？　二人で一緒に？　キノコを採りに？　いわゆる一つのキノコ狩りデートをしてきたってことですか？」

「いやいや、デートにはほど遠い感じだったけど……っていうか、恋子、なんで顔からも言葉からも感情が消えてるんですか」

「別にそんなことねーです」

「恋子ちゃん、握にぎった箸がミシミシ音を立ててるわ。折らないでね」

　やんわりと、沙さ月つきが言う。が、恋子の耳にはどうやら届いていなかった。

「兄にい様さま、いったいどういうことですの!?」

「いや、文化祭でキノコご飯と栗くりご飯のおにぎりを作って売ったらどうだろうってことで、ちょっと材料を……」

「そういうことじゃありませんの！」

「そーです！　そういうことじゃねーんです！」

「いつもギャーギャー言い合ってるのに、こういうときだけは息が合うんですね……」

「眼鏡で三つ編みのキミに言うのもなんだけどさ、いつも『小娘』とギャーギャー軽口を叩たたき合ってるキミが言うんだ、それを」

　右う京きようのツッコミに、更さら紗さは微妙に口元を引きつらせて苦笑を浮かべた。

「返す言葉もありません……」

「そんなことより、ですっ！」

「そうです！　兄にい様さま、部長さんとばっかりお出かけしてずるいですの！」

「いや、お出かけって、ちょっと森を掻かき分わけて歩いてキノコを採って帰ってきただけだよ……？」

「じゃあ、あ、あ、明日はっ、あたしとキノコを採りに行ってくださいっ！」

「……恋れん子こも行く？」

　唐揚げをもぐもぐと食べながら、ゆすらが訊きいた。

「違いますっ！　『も』じゃなくて、あたし『と』行くんです！」

「恋子ちゃん、何を言ってますの!?　兄様と二人でお出かけするのは私ですの！」

「いや、あの森はゆすらの案内なしじゃ無理だと思うよ……？　絶対迷うし、このキノコだって切り立った岩をすごい高さまでよじ登ってゆすらが採ってきてくれたんだから」

「そんなこと、やってみなきゃわかんねーですっ！　ネクロマンサーをなめるんじゃねーです！」

「そうですの！　兄様は妹を甘く見ていますの！」

「ネクロマンサーも妹も、あんまり森を踏とう破はする能力とは関係ないと思うんだけどなあ」

　右京はそんなぎゃあぎゃあとやり合う光景を頬ほお杖づえをついて眺めながら、

「姉さんは……っていつもなら言うところだけど、会長、大丈夫？」

　と琴こと音ねに訊いた。

「え？　ごめんなさい、聞いていなかったわ」

　ぼーっとしながらキノコご飯をつついていた琴音が、申し訳なさそうに謝った。琴音の様子がいつもと違うことを察したからか、恋子と耶や宵よいも言い争いをやめて琴音へと心配そうな視線を向けている。

「らしくないなあ。会長、ホントに大丈夫？」

「ええ、もちろんよ」

「……おっぱいさん」

　ゆすらは取り皿に唐揚げを三つ取り分け、琴音にずいっと差し出した。

「……肉を食べて元気出せ。なんならもう一個つける」

　と、その取り皿にさらに唐揚げを積み上げようとする。

「ありがとう、桜さくら江えさん。でも、大丈夫よ」

「……大丈夫じゃない。見ればわかる。群れの仲間の元気がないと、私まで悲しくなる」

「やはり、少し学校も休んだ方がいいんじゃないでしょうか……。心が落ち込んでるときに無理をすると、身体からだにも不調が出たりしますし……。あ、なんでしたら保健室で少し休みますか……？」

「保健室はともかく、自分も学校は休んだ方がいいと思います。確かに状況的には生徒会長殿の不在は痛手ですが、体調を崩されるようなことがあっては……」

　しかし、琴こと音ねは「大丈夫」と力なく笑うのみだった。

「……。琴こと姉ねえ、もしかして、伯父さんとの交渉が上う手まくいってないの？」

　夕ゆう也やの質問に、琴音の表情が目に見えて曇った。

　琴音の心に影を落としているのが祖父の死よりそちらであることは、誰だれの目にも明らかだった。首を傾かしげているゆすらを除いて。

「ぶちまけてみればいいんじゃないかしら」

　静かに、沙さ月つきが言った。

「全部ぶちまけてみれば、案外スッキリするものよ？　まあ、プライドの高い生徒会長は弱みなんか見せたくはないんでしょうけど、でも」

　沙月は少し間まを置いて、

「もう生徒会長も、帰宅しない部の仲間なんやないの？」

　そう、イタズラっぽく笑った。

「そうですよ！　沙月ちゃん、良いいこと言いました！」

「がう。群れの仲間は助け合うべき」

「まあ、上司の愚ぐ痴ちに付き合うのも部下の務つとめだよね」

「右う京きよう、そういう言い方があるか！　生徒会長殿が苦しんでおられるのであれば、喜んで荷の半分を引き受けるのが臣しん下かのあるべき姿というもの！」

「だから姉さん、固いってば」

「部下とか臣下とかはともかく、みんなで相談した方が、いいアイデアも出るかもしれません……」

「そうですの！　ここにいる人たちはみんな頭がいいですから、期待していいと思いますの！　恋れん子こちゃん以外は！」

「なんでこんなときまでケンカ売ってくるんですかっ」

「もちろん冗談ですの」

「耶や宵よいちゃんの言い方は冗談に聞こえないんですっ」

「それはきっと、恋子ちゃんが図星を指されたって心のどこかで認めてるからですの。人間、本当のことを言われると怒るものですの」

「ぐぬぬ……！」

「あーもう、こんなときまで……。二人ともやめなって。とにかくさ、琴姉、あんまり溜ため込こんでもよくないと思うよ」

「でも……」

　と一同を見回した琴こと音ねに、全員が力強くうなずいた。

「……そうね。ありがとう、お言葉に甘えさせてもらうわ」

　琴音は大きく一つため息をついた。

「夕ゆうくんの言う通り、交渉は難なん航こうしているわ。というより、とりつく島もない、というのが正直なところね」

「そんなに一方的なの？」

　琴音は夕ゆう也やの問いに「ええ」とうなずいた。

「おそらくお父様は、お祖じ父い様さまが亡くなる前からあちこちに根回しを始めていたのね。今はわたくしの抗議なんかより、グループの掌しよう握あくに余念がないみたいよ」

「そんな……！　生徒会長殿の父君ということは、理事長のご子し息そくでしょう。実の父親の葬そう儀ぎもまだだというのに……！」

「あ、いや。伯お父じさんは婿むこ養よう子し的な立場で、理事長の息子ってわけじゃないよ。理事長と直接血が繋つながっているのは伯お母ばさんで、うちの母さんとは実の姉妹なんだ」

「でも、伯父様も遠とお縁えんだって聞いていますの。従兄弟いとこの従兄弟の従兄弟くらいらしいですけど、血のつながりがゼロではありませんの」

「ええ、夕くんたちの言う通りね」

「そんなの、ほとんど他人じゃない。でも、その辺も生徒会長のお父さんを焦あせらせる一因かもしれないわね。先代が婿むこの自分より孫を可愛かわいがっていたら、次期トップの座は自分の頭を飛び越えて生徒会長に行っちゃうかも、なんて誰だれでも考えはるでしょうね」

　沙さ月つきの言葉に、琴音はうなずいた。

「そういう意味でも、お父様にとって、今は何よりご自分の立場を固めなければならない時期なのでしょうね。葬儀も、新しいリーダーのお披ひ露ろ目めの場くらいにしか思っていないのかもしれないわ」

「婿ってことも含めて、そうしなきゃならないほど、伯父さんのグループ内での立場は微妙だった、ってことかな」

「少なくとも、火種がゼロではないでしょうね。夕くんには少し話したわよね？　お祖父様とお父様とではビジネスに対する考え方が違う、って」

「うん。義理人情を重んじるお祖父さんと、超合理主義の伯父さん、だったよね」

「その対立は結構有名だったのよ。お父様にクビを言い渡されたり、部門の閉鎖を言い渡されたりしたところをお祖父様が撤回させた、なんてことも多かったそうよ。そんなことがあれば反感も買うもの。お父様にも自覚があったんでしょうね、いち早く動かなければまずい、って」

「なるほどねー、そんな状況じゃボクらの『文化祭がやりたいです！』なんて話は後に回されちゃっても仕方ないかぁ」

　投げやり気味に右う京きようが呟つぶやく。

「でも、だったら文化祭のことなんか放ほうっておいてくれればいいのに……」

　三つ編み眼鏡状態の更さら紗さがため息交じりに言った。

「そういえばそうですよね。なんでそこだけちょっかいを出してきたんですかね？」

　首を傾かしげた恋れん子こを皮切りに、他の面々も腕を組んだり目を閉じたりして考え込んでしまった。

「今夜、これから家に帰って、お父様に会えたらその辺りの真意も問いただすつもりではいるけれど……わたくしの想像が当たっていたら、ことは文化祭だけの問題ではなくなってしまうかもしれないわ」

「琴こと姉ねえ様、それはどういう意味ですの？」

「お祖じ父い様さまは、教育は国の礎いしずえだと考えて、あちこちの教育機関に多額の寄付をしていたわ。それだけでは飽あき足らず、採さい算さんを度ど外がい視ししてこの学園を設立して、教育の在あり方かたを模も索さくしていたの。それがこの国のためになって、巡りめぐって秋あき月つきグループにとっても益えきになる、って。でも、合理主義者のお父様はそうは考えないでしょうね」

「まさか」

　ハッと夕ゆう也やは考えごとをしていた顔を上げ、琴こと音ねを見つめた。

　同様に、耶や宵よい、左さ京きようと右京、沙さ月つき、更紗も真面目な顔で琴音を見つめた。

「秋月学園が利益を上げられるように運営方針を変える……とかで済めばいいけど」

　恋子は「え？　え？」と周囲の顔色をキョロキョロと窺うかがい、ゆすらはキノコご飯に舌した鼓つづみを打っていた。

「伯お父じ様さまが一番わかりやすくリーダーの資質を示す方法は、グループの業績をこれまで以上に上げることですの。だとしたら、お金を食うばかりで目に見えた利益を出さないこの学園は……」

　ごくり、と恋子が緊張した面おも持もちでツバを飲み込んだ。

「最悪、学校自体がなくなってしまうかもしれませんの」

「ええっ!?　た、大変じゃないですかっ」

「恋子ちゃん、だからみんな深刻な顔をしていたのよ……」

　ポン、と沙月が恋子の肩を叩たたいた。

「まったく、恋子ちゃんは脳天気ですの」

「ぐぬぬ……！」

「一切我われ関かんせずでご飯を食べてる人もいますけどね……」

　苦笑しながら、更紗が肩をすくめた。

「がう？　それより、ユウ、お代わり」

「あ、うん」

　ゆすらの突き出した茶ちや碗わんを受け取ってキノコご飯を山盛りによそう夕ゆう也やを見やりつつ、左さ京きようは、

「しかし、だとすれば手をこまねいている場合ではない。自分たちも何かできることをやっていかなければ……」

「とは言ってもさ、具体的に何をする気なの？　姉さん」

「ううむ……。さしあたっては、署名集めだろうか。生徒の大多数が署名したとなれば、生徒会長殿の父君もわかってくださるかも」

「実の娘の話に耳を貸さない人が、署名を見せられたくらいで心を入れ替えはるとは思えないけれど。もちろん、何もしないよりはマシでしょうけど」

　冷静というよりは冷めた口調で、沙さ月つきが言った。

「うーん、ボクも土つち御み門かどさんと同意見かなあ」

　そう言う右う京きようも、あまり積極的には見えない態度だった。

「マシでもなんでも、できることからやっていくしかあるまい」

「それはそうだけどさあ」

「とにかく、当面はわたくしに任せて。まだ電話で少し話しただけだもの、直接会って話せば、事態は違ってくるかもしれないわ」

　箸を置いて、琴こと音ねは静かに立ち上がった。

「ごちそうさま、夕ゆうくん。美お味いしかったわ」

「うん。琴こと姉ねえ、無理はしないでね」

「ありがとう」

　そう微笑ほほえんだ琴音は、夕也の目には、やはり少し弱々しく映った。



　　　＊



　その日の深夜。

　夕也はやはり携帯電話の振動に起こされて、そっと部室を出た。

　液晶には、柊木ひいらぎ朝あさ彦ひこの文字。

　北海道に単身赴ふ任にん……単身ではなくなってしまった赴任中の父の名前だった。

「もしもし」

『やあ、夕也、久しぶり』

「うん。でも、今何時だと思ってるの」

『え？　んん？　ああ、ごめんごめん、一二時間間違えてた。昼間だと思ってたよ』

「仮に一二時間ずれたとしても授業中じゃないかなあ。また研究室締め切って閉じこもってるの？」

『そんなことはないよ。こっちの研究室が地下にあるだけだよ。研究室から出ないのも、セキュリティとかチェックとかを何回も通らなきゃならないのが面倒だからだよ。でも、母さんに会いたくなって三日前に出たよ』

「はいはいごちそうさま。ってか、母さんは父さん恋しさにそっちまで追いかけていったんだから、もう少し構ってあげなよ。で、用はお祖じ父いさんのことだよね？」

『そう、それ。葬そう儀ぎの日程とか、どうなってるのかなって』

「僕に訊きかれても。そのうち秋あき月つき家から正式に案内状か何かが行くと思うよ？」

『それはそうだけどね、研究のスケジュールもあるから、早めにわかるに越したことはないんだよ。母さんも今ちょっと秋鮭を食べ過ぎてお腹の調子が悪いって言ってるから、すぐには戻れそうに無いんだよ』

「何やってるの、もう。そもそも、まだ決まってないみたいだよ？　たぶん参列者の中には政せい財ざい界かいの重じゆう鎮ちんとかもいるだろうから、色々調整もあるんじゃないの？」

『なるほどねえ。まあとにかく、葬儀の日程とかが決まったら一度そっちに帰るからね』

「あー。そっか……そうなるよね」

　言われて、夕ゆう也やは、葬儀となれば当然両親が帰ってくることを完全に失念していたことに気がついた。

　さすがに両親が帰ってきている間は、夕也も耶や宵よいも家に帰らないわけにはいかない。

『うん？　そりゃあ、お葬式に出るのに帰らないわけにはいかないよね』

「だよね」

『親の目がないからって、あんまりだらけてちゃダメだよ』

「父さんに言われたくないよ」

『あはは、それはそうだ。まあ、夕也はしっかりしてるから大丈夫だって信じてるよ』

「……」

　夕也は口元を引きつらせて言葉に詰まった。

　──言えない……。そもそも家にすら帰ってなくて、学校で寝泊まりしてるなんて、言えない……。

「と、とにかく、帰ってくる日取りが決まったらまた電話してよ。何か料理でも作っておくからさ」

『ああ、そうそう、母さんと耶宵から聞いたよ。僕がこっちに来てから料理を覚えたんだってね。耶宵がずいぶん褒ほめていたよ』

「必要に迫られたからね。やってみたら性しように合ってたっていうか」

　父を恋しがって母が料理を含む家事全般をしなくなってしまったことが、そもそも夕也が料理をしなければならなくなった原因なのだった。

『じゃあ、息子の手料理を楽しみにしているよ』

「うん。母さんによろしく」

　電話を切って、夕ゆう也やは天を仰あおいでため息をついた。

　帰らないわけにはいかないだろうが、果たしてそんな余裕があるだろうか。

　──さすがに今回は、琴こと姉ねえにも荷が重いかも……。

　琴こと音ねを信用していないわけではないが、ただでさえ分ぶが悪そうな上に、まだ祖父の死から立ち直れていないように見える。

　それに対して、琴音の父は周到に準備を進めてきたという話だ。

　──まだ何か、相手には切り札があるかもしれない。もう一押し、揺さぶりをかけてこられたりしたら……。

　さすがに琴音といえども、ちょっとまずいかもしれない。

　夕也がそんなことを考えていたとき、背後でガチャッと部室のドアが開く音がした。

　振り返ると、部室から出てきたのはピンク色の可愛かわいいパジャマを着た恋れん子こだった。

「電話ですか……？」

「うん。ちょっと、父さんからね。ほら、なんだかんだいって、理事長とは親族だから、葬そう儀ぎのこととかね」

「あ、なるほど」

「それより、起こしちゃったね。ごめん」

「あ、ううん」

　恋子は首を横に振って、

「なんていうか、その、起きたのはアレがアレだからで……」

「ええと、もしかして、トイレ？」

　恋子は少し頬ほおを染めて、モジモジしながらうつむいた。

「ある意味ちょうどよかったかな。じゃあ、行こうか」

「……はい」

　二人並んで、部室棟からトイレのある一般教室棟へと歩き出した。

　真しん円えんに近づいた月を、ときおり流れていく雲が隠して影を落とす。そんな光景が窓から見える廊ろう下かを行きながら、

「あの」

　と、恋子が呟つぶやくように言った。

「何？」

「だ、大丈夫ですよね？　生徒会長は頭も良いいし、文化祭とか学校とか、なくなったりしないように上う手まくやってくれますよね……？」

「……だといいけどね」

「そこはせめてウソでも『うん』って言ってくださいよ……」

「ごめん。でも、さすがに楽観はできないよ」

「それはそうですけど」

　恋れん子こは深々とため息をついた。

「学校がなくなっちゃったら、困ります……」

「そうだね。死体発掘ができなくなっちゃうもんね」

「それもありますけど、ここがなくなったらみんな別々の学校に行くことになっちゃったりするかもしれないじゃねーですか。せっかくみんなと仲良くなれたのに、そんなのいやですよ……。なのに、あたし、なんにもできることがないんです。魔法使いとか偉そうに名乗っていても、なんの役にも立たないのが不ふ甲が斐いなくて……」

「いや、でも、恋子の魔法がなかったら帰宅しない部は続いてないし」

　恋子は首を横に振った。

「きっと、他の方法だってあったはずなんです。きっと、お兄……あんたなら、あたしの魔法がないならないで別の手段で上う手まくやったと思います」

「いやあ、それはかなり難しかったと思うけど……」

　しかし恋子は夕ゆう也やの言葉は完全にスルーして、

「あたしの魔法ってなんなんでしょう……。肝心なときに役に立たないで、使つかい途みちだって世界征服とか無む理り矢や理りこじつけなきゃ見つからなくて……」

















　とうつむいた。

　まるで恋れん子この心を察したかのように、雲が月を隠して恋子の顔を影で包み込む。

「え、そこから揺らいでるの!?」

「だって……」

　うーん、と夕ゆう也やは考え込んだ。

　現代ではちょっと活いかしにくい才能。

　恋子の母親が言っていた言葉である。

　そして、それはその通りだ、と夕也も思う。

　熊の剥はく製せいや毛皮をゾンビ化して操れたとして、そもそも現代の日本では戦闘力という概念が日常生活ではほぼ必要ない。仮にそれを必要とする局面でも、現代という時代ではもっと効果的に戦える武器や兵器が存在している。

　そもそも、恋子の魔法で世界征服は可能なのだろうか？

　肉弾戦が主流だった戦国時代なら、死なない戦士を使し役えきできるネクロマンサーは重ちよう宝ほうされたことだろう。

　しかし、現代ではどうか。

　戦車やミサイルに太た刀ち打うちできるだろうか。

　──無理っぽいなあ……。せめて映画みたいに無制限に感かん染せんしていくならやりようはありそうだけど、そういうこともないみたいだし……。

　苦笑いしか出てこなかった。

　と、そのとき。

　カツ、カツ、カツ──と、前方に広がる廊ろう下かの闇の奥から、足音が響いてきた。

「ひっ!?」

　恋子が涙目で夕也の腕にしがみついた。

「ちょ、恋子!?」

「な、な、何かいますっ！　ゆ、幽霊!?　つ、ついに学園に巣くう怨おん霊りようがあたしたちに牙きばを剥むきましたっ!?」

「いやいや、さすがにそれはないと思うけど」

　月を隠していた雲が行き過ぎる。

　廊下に再び差し込んだ月明かりが、歩いてくる人影を照らし出す。

　その人影の正体は──、

「琴こと姉ねえ……」

「へっ？」

　夕也の呟つぶやきに、怯おびえていた恋子が顔を上げた。

「どうしたんですか？　今日は家に帰ったから、そのまま家で寝ると思ってました」

「そのつもりだったわ。でもね……」

　少し沈んだ調子で、琴こと音ねが言葉を濁した。

「交渉、上う手まくいかなかったの？」

「……」

　目を逸そらして、琴音がうつむく。

　その様子に、夕ゆう也やと恋れん子こは顔を見合わせた。

　結果が芳かんばしくないであろうことは明らかだった。

「ただダメだったって感じじゃないね」

　夕也の問いかけに、恋子は「え？」と訝いぶかしげな顔をし、琴音はさらに表情を曇らせた。

「……そうね。まったく、夕ゆうくんはなんでも見抜いちゃうのね」

「そんな顔をしてれば誰だれだってそう思うよ」

「いったい何があったんです？」

「木き滝たきさんこそ、いつまで怯おびえたふりをして夕くんの腕にしがみついているの？」

「え」

　ハッとした顔で、恋子は自分がしがみついているモノがなんなのかを目で追って、徐じよ々じよに顔を赤くしていった。

「なっ、なんで引っ付いてるんですか───────────────っ！」

「え、引っ付いてきたのは恋子……」

　言い終わる前に、恋子の掌しよう底ていが夕也の胸板を直撃した。

「げふっ」

　夕也は吹っ飛ばされて廊ろう下かの壁に激突し、胸を押さえて膝ひざを折った。

「り、理り不ふ尽じんだよ……恋子……」

「本当に、酷ひどいわね。くっつけて嬉うれしいくせに……」

「わーっ！　わーっ！　生徒会長何言ってるんですかわけわかんねーですっ！」

　琴音の言葉をかき消すように、恋子が両手をバタバタさせながら大声を張り上げた。

「と、とにかく……」

　立ち上がって、掌底がヒットした胸をさすりつつ、夕也は言った。

「琴こと姉ねえ、いったい何があったの？」

「交渉が上手くいかなかったのよ」

「それだけ？」

「まともな交渉では、もうどうにもなりそうにないわ。お父様は、おそらくわたくしを秋あき月つきグループから切り離す腹づもりよ」

「切り離す？　どういうことですか？」

「いつの間にか、わたくしにフィアンセがいることになっていたわ」

「はあ？」

「お祖じ父い様さまの──財ざい界かいを引っ張ってきた優秀なリーダーの死で、少なからず秋あき月つきグループの関連企業は今後を危ぶまれているのよ。だから、それを打ち消すプラスになるニュースが欲しいのでしょうね」

「ははあ、なるほど。相手は手を結べばプラスのニュースになるようなところの関係者ってわけ？　例えば、提てい携けいできたら話題を独占できそうな大企業の御おん曹ぞう司しとか」

「なんですか、それ！　まるで政略結婚じゃないですか！」

　憤ふん慨がいして、恋れん子こが言った。

「まるでじゃなくて、そのものよ」

「しかも、他の企業のところへ嫁に行く以上、秋月家の人間じゃなくなる、だから口出しするな、って、そういうこと？　それさ、なんていうか……やり口がクズすぎない？」

　自然と夕ゆう也やの口調も、恋子同様に激しくなる。

「そんなの、断っちゃえばいいんですよ！　盛大に肘ひじ鉄てつをお見舞いして振ってやればいいんですっ！　だいたい、大昔じゃあるまいし、本人の意思を無視して縁談進めるとか、時代錯さく誤ごにもほどがあります！」

「そんな簡単な話ではないわ。それで関係がこじれて提携の話が流れたら、グループ全体に迷めい惑わくがかかるのよ？」

「それって生徒会長が悪いってことになるんですか!?　悪いのは勝手にそんな話を進めた生徒会長のお父さんじゃないですか！」

「そうね。でも、関連企業も含めたら十万単位の社員がいるの。家族も含めたらその数倍もの人たちの生活がかかっているのよ」

「だからって……！」

「いずれにしても、木き滝たきさんには関係のない話よ。ごめんなさい、喋しやべりすぎたわね。少し疲れているのかも。もう休ませてもらうわね」

「あ、生徒会長……！」

　一方的に話を打ち切って、琴こと音ねは夕也と恋子の脇をすり抜け、部室の方へと早足で歩いて行ってしまった。

「生徒会長……」

　その背中を、恋子は納得いかなそうな、少し寂さびしそうな顔で見つめ続けていた。










第三章　学園リザレクション





　翌日の早朝。

　一人早々と部室を出て、夕ゆう也やが家庭科実習室で部員のためのお弁当と朝ご飯を作っているところに、琴こと音ねがやってきた。

「夕ゆうくん、おはよう」

「あ、琴こと姉ねえ、おはよう……って、あれ、ずいぶん早いね。まだ朝ご飯はできてないけど」

「ええ、わかっているわ」

「もしかして、眠れなかった？」

　ちょうど焼き上がったベーコンエッグを皿に移して、夕也は調理の手を止めた。

「そうね。ぐっすり眠れたとは言いい難がたいわ」

「まあ、だよね」

　昨日の深夜に聞いた、無む理り矢や理りの婚約の話。

　──あれで眠れる方がおかしいか……。

　その話題に、触れていいものかどうか。

　そう夕也が考えている間に、琴音が、

「それはそうと、夕くん、昨日はごめんなさいね」

「え？　何が？」

「夜中、勝手に話を切り上げたりして、感じが悪かったでしょう？」

「ああ、いや、仕方ないよ。だって、話が話だったし……」

　ふう、と琴音がため息をついた。

「本当にね……。情けないわ。これがお祖じ父い様さまの守ってきた秋あき月つきグループの有り様なのかと思うと泣けてくるわ……」

「琴姉……」

「そして何より、それに対して何もできないわたくしの無力さにね」

　琴音は夕也から目を逸そらし、うつむき加減で横を向いた。

　泣いてこそいなかったものの、その目にかなりの涙が溜たまっていたのを、夕也は見てしまった。

「謝らなくてはいけないわね。夕くんにも、全校の生徒にも……。なんとかするなんて言って期待させたけれど、もうわたくしにはどうにもできそうにないわ……」

「そんな。諦めるなんて琴姉らしくないよ！」

　しかし、琴音は何も答えずに、家庭科実習室から出て行ってしまった。

「……」

　廊ろう下かから、遠のいていく走る足音が聞こえてくる。

　どうするべきなのか。

　それは、夕ゆう也やにとってもわからないままだった。



　　　＊



　二時限目と三時限目の間の休み時間。

　夕也が次の授業に必要な教科書を準備しながらゆすらや雅まさ紀き、更さら紗さと他た愛あいないお喋しやべりをしているところに、別のクラスの左さ京きようと右う京きようがやってきた。

「あれ、どうしたの？」

「柊木ひいらぎ夕也、訊ききたいことがある」

「何？」

「会長の様子がおかしいんだよ」

「……おっぱいさんがどうした？」

「有あり体ていに言えば、元気がない。授業にも集中できていないようだ」

「ため息の数も目に見えて増えてるね」

「でも、それは理事長が亡くなってからずっとそうだったと思うが？」

　雅紀が言いながら、首を傾かしげた。

「ですよね……。まあ、それでも充分心配なんですけど……」

　不安そうに、更紗もうなずいた。

「確かにそうだが、急激に悪化している」

「もうさ、ちょっと見てらんないんだよ」

「やっぱり……アレが原因かな」

　独り言のように呟つぶやいた夕也に、全員の視線が集中した。

「夕也、何か知っているのか？」

　雅紀が問うてくる。

　勝手に話していいものか。一瞬、夕也は考え込んだ。

　他人の縁談を勝手に話すなど、プライバシーの侵しん害がいである。が、夕也はすぐに考えを改めた。どのみち、プラスのニュースにしたい秋あき月つき家はすぐに公おおやけにするだろう。

　そして、琴こと音ねがそんな結婚を望んでいないのならば、みんなでどうするべきか対策を講じた方がいい。

「昨日の夜中、琴こと姉ねえが帰ってきてさ。そのとき聞いたんだけど、どうやら琴姉は勝手にどこかの企業だかグループだか、提てい携けい先の関係者と婚約させられたらしいんだ」

　その場にいたゆすらを除く全員が、それこそ帰宅しない部関係者以外のクラスメイトたちまでもが、驚きで言葉を失った。

「……ユウ。婚約は何？」

「結婚の約束をすることだよ。ええと、オオカミ的に言えば、番つがいになる約束、かな」

「……そんな約束を勝手にさせられるのはおかしい」

「うん……。僕もそう思うよ。琴こと姉ねえは、外に嫁がせることで秋あき月つきグループのことに口出しさせなくする、って目もく論ろ見みもあるんじゃないかって言ってたけど」

　そして、絶句していた面々の顔が、だんだん怒りに満ちたものに変わっていく。

「そこまでやるというのか……っ！」

　左さ京きようが、怒りに震えながら拳こぶしを握にぎりしめた。

「厄やつ介かい払ばらいしつつ、提てい携けい先との縁を強めるとか……確かに一石二鳥の手だけどさ……！」

　右う京きようも、不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをする。

「失礼する」

　左京がきびすを返して教室の出入り口に向かって歩き始めた。

「姉さん、どこ行くの？」

「放課後からと考えていたが、今から署名集めを始める。微力なのは百も承知だが、何かをせずにはいられないのでな！」

　そのまま、左京は早足で教室を出て行ってしまった。

「姉さん……」

「気持ちはわかるけど、もはや署名でどうにかなる事態じゃないよな……」

　雅まさ紀きの言葉に、誰だれも反論はしなかった。

　気まずい沈黙の中、ゆすらが不安そうに夕ゆう也やたちの顔を見回していた。

　そんな夕也たちを取り囲むように、教室にいた生徒たちが詰め寄ってきた。

「柊木ひいらぎ、今の話は本当なのか!?　無む理り矢や理り結婚とか！」

「くそっ、最低だな、理事長代理……！」

「そうよそうよ！　会社の都合で勝手に婚約なんて、まるで道具みたいに！」

「女をなんだと思ってるのかしら！」

「なんとかならねえのかよ。もう文化祭がどうこうってレベルの話じゃないぜ」

　口々に、クラスメイトたちは不満や怒りを口にする。

「……」

　なんとかならないのか、という問いに、夕也はすぐには答えられなかった。

　昨夜の琴こと音ねは、自じ暴ぼう自じ棄きになっているようにも見えた。

　放ほうっておいていいとは思わない。

　──でも、いったい何ができるんだろう……。

「僕も、なんとかしたいけど……」

「なあ、柊木ひいらぎ。また奇き跡せきを起こしてくれよ」

　クラスメイトの一人が、すがるような目で言った。

「お前、たった三人で武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんに勝ったじゃんか。また、あのときみたいにさ！」

「そうだよな！　夏休みにも、なんだかんだで勝って正式な部にしちまったし」

　その期待を込めて夕ゆう也やを見る目が、瞬またたく間まに周囲に伝でん播ぱしていく。

「俺おれからも頼むよ！　こんなの、絶対おかしいしさ！」

「お願いよ！　そのためならなんだって協力するわ！　体育祭でのこともあるし、あたしたちも生徒会長の力になりたいの！」

　俺も、私も、という声がどんどん広がっていく。

　困り果てた夕也の手を、ゆすらがギュッと握にぎった。

「……ユウ。群れの仲間は、助けるべき」

　そして、まっすぐな、どこまでも純粋な瞳で夕也を見つめた。

　その視線の真しん摯しさと、顔の距離の近さに、夕也は面食らって顔を赤らめた。

「……ユウならできる。みんなで力を合わせれば、きっとできる！」

「でも」

　反論しかけた夕也の言葉を、「あの……！」と更さら紗さが遮さえぎった。

「あたしからも、お願いします……！　少なくとも、生徒会長を立ち直らせることができるのは、柊木君だけです……！」

「え、それって、どういう……？」

　言いかけて、夕也は修学旅行中に聞いた更紗の言葉を思い出してハッとした。

『ベクトルのほとんどは、柊木君を向いているんです……』

　──まさか……。

　口をつぐんで、夕也は悩み始めた。

　その様子を見て、更紗がやんわりと微笑ほほえんだ。

「この際、柊木君の気持ちは関係ありません……。できるのは柊木君だけで、生徒会長は仲間なんです……。桜さくら江えさんの言い方を借りるなら、仲間のためにやるべきことをやるのは義務です……！」

「それはそうだけど」

　さらに、夕也は考え込んだ。

　ことは、琴こと音ねを元気づけるだけでは解決しない。

　もっと根っこにある問題の解決策が必要なのだ。

　だが、正攻法ではどうにもならない。それは、朝の話から類推するに、すでに琴音は結論を出してしまっているようだ。

　だが、期待に満ちた目はいつまでも夕也に注がれ続けている。

「わ……わかったよ。放課後までには何か考えて、琴こと姉ねえを元気づけに行くよ」

　苦し紛れの夕ゆう也やの言葉に、集まったクラスメイトたちは歓声を上げた。

「よーし！　俺おれたちの戦いはこれからだ！」

「馬鹿、まるで打ち切られるマンガみたいなこと言うんじゃねえよ、縁起でもない」

「とにかく、私たちもできることをやりましょうよ！」

「さっき出てった剣道部の部長、署名集めとかやるって言ってたよな。それ手伝うとかどうよ？」

「あ、賛成！　あたしもやるわ！」

「とりあえずさ、次の現国中にノート回してこのクラスの分はコンプしちゃおうぜ」

「俺、となりのクラスの連中にも話してくるわ。全部のクラスに話を回せば、お昼までには一気に二年生全員の署名が揃そろうだろ」

「じゃあ、私三組に行くから、あんたは四組をお願い」

「ＯＫ！」

　妙に盛り上がったテンションのまま、クラスメイトたちはそれぞれが何か行動しようと散っていく。

「なあ、夕也。あんなこと言って大丈夫なのか？」

　心配そうな顔で、雅まさ紀きが訊きいた。

「いやあ、かなり不安だけど……でも、ああ言わないと収拾つかなかった気がするし」

「……大丈夫。ユウならできる」

「うん。結局、僕らはやるしかないんだよね。ゆすらの縄なわ張ばりや恋れん子この発掘現場を守るためにもさ」

　そう、それが帰宅しない部の存在意義なのだから──と、夕也は自らを奮ふるい立たせるのだった。



　　　＊



　お昼休み。

　夕也はお弁当を食べる前に、雅紀と右う京きようにちょっとしたお願いをしに行った。そしてその後、一人静かに考えごとをしようと、お弁当を手に屋上へと出た。

　だいぶ風が冷たくなり始めている。もうこの屋上で昼食を取ろうという物好きもいないようだった。

　夕也は壁際で風を避よけながら手早く食事を済ませて、どうやったら琴こと音ねを立ち直らせることができるだろうかと思案し始めた。

　──やっぱり、対たい症しよう療りよう法ほうじゃどうにもならないよな……。

　授業中に何度考えても、もっとも確実な方法は『琴こと音ねにすべての問題を解決する方法を提てい示じする』ことだった。

　逆に言えば、それ以外の手は何をどう考えても上う手まく行きそうになかった。

　──でも、全部を上手く解決できる方法なんて、果たしてあるんだろうか……。

　それを簡単に思いつけるのなら苦労はない。

　誰だれも思いつけないからこそ、「また奇き跡せきを起こしてくれ」などと懇こん願がんされるのだ。

　──ホント、それができたらまさに奇跡だよ……。

　堂どう々どう巡めぐりする思考に飽あき始めた頃、屋上にゆすらが駆け込んできた。

「……ユウ！」

「ゆすら……どうしたの？」

　ゆすらは床に座り込んでいた夕ゆう也やに駆け寄ると、膝ひざをついて、ガッと腕にしがみついた。

「……ユウ、大丈夫？」

「え？」

「……おっぱいさんの元気がないのがうつった？　授業中もずっと難しい顔してた」

「ああ、いや、ちょっと考えごとをしてただけだよ。大丈夫大丈夫」

「……」

　大丈夫だと言っても、ゆすらは夕也をジッと見つめ続けた。

「そんな不安そうな目で見ないでよ。大丈夫だってば」

　それでも、ゆすらは子犬のような目で見つめるのをやめない。

「ええと……」

　夕也が困って苦笑を浮かべた瞬間、ゆすらは突然顔を寄せて、

　ぺろり。

　と、夕也の頬ほおをなめた。

「ひゃあっ!?」

　驚いて夕也は妙な声を上げたが、

　ぺろ。ぺろぺろ。

　ゆすらはなめるのを止やめない。

「ちょ、ゆすら、やめ……っ」

　そこへ、

「おに……せんぱーい、ここですかー？」

　と、恋れん子この声が屋上へとやってきた。

　そして恋子は夕也たちの方へと近づいてきて、

「こんなところにいたんですか。なんか署名集めのこととか、色々話が伝わってきてるんですけど、大丈夫です？　もう、みんな無責任に全部あんたに押しつけて……！　理事長の孫は生徒会長だけじゃないのに……って、あんたら何やってんですか──ッ！」

　目まぐるしく表情を変えた。

「……オオカミは元気のない仲間をこうやって慰なぐさめる」

「あんたはともかく、お兄ちゃんはオオカミじゃねーですっ」

「……でも、群れの仲間であることは変わりない」

「あーもう！　ここまで独自の理論全開で突っ走られるとツッコミを入れる気にもならねーです！　あんたも、にやけてないで逃のがれる努力を見せやがれですっ」

「にやけてないし！　それに、最初っからやめてって言ってるよ！」

「……恋れん子こうるさい」

「なんであたしが悪いみたいな言われ方しなきゃなんねーんですかっ！　まったく、ゆすら先せん輩ぱいは非常識すぎます！　もう少し人間らしいやり方を身につけてください！　ほら、おに……先輩も迷めい惑わくしてるじゃないですか！」

「……そんなことない」

「ないとか勝手に決めつけてんじゃねーですっ」

　恋子はゆすらの首根っこを掴つかんで、

「とにかく離れやがれですーっ！」

　と引っ張った。

「がるる！」

　それに対して、ゆすらも牙きばを剥むいて抵抗する。

「ぐぬぬ、死体さえあればーっ！」

「……お前も群れの仲間なんだから、ユウを慰めたいのならほっぺをぺろぺろすればいい」

「いやいや、ゆすら、その理屈は明らかにおかしいから！」

　だがしかし、恋子は顔を真っ赤にして、

「か、か、か、かくなる上は……」

　と、覚悟を決めたような、若干危ない目をしていた。

「ちょ、恋子、まさか……？」

　夕ゆう也やはなんとか逃れようと試みたが、片腕をゆすらにガッチリとホールドされていて立ち上がることもままならない。

「だ、ダメだってば！」

　抵抗虚むなしく、もう片方の腕も恋子にしっかりと掴まれてしまった。

「ちょ……、やめ……あ─────────っ」

　もはや、考えごとなどできる状態ではなかった。



　　　＊

















　そして放課後。

　夕ゆう也やは半なかばやけくそ気味に生徒会室のドアをノックした。

　多少準備をした程度では、琴こと音ねを立ち直らせる自信があるとは言いい難にくかったのだ。

　──結局、お昼休みには考えごとはさせてもらえなかったし……。

　両手に花の状態ではあったし、何より二人とも夕也を気き遣づかってくれていたのだから、文句も言えない。

　──一番の問題は、文化祭の中止やら学校がなくなるやらの根本の解決策を見いだせてないことなんだよなあ……。

　理想は、根本の解決策を見いだして、そこへ一緒に向かおうと琴音に言うことだ。

　それができない以上、琴音を立ち直らせることができるかどうかは、どうしても勝ち目の薄い博ばく打ちになってしまう。

　──いや。そもそも、前提が間違っているのかもしれない。

　お昼休みに来てくれたゆすらと恋れん子こには、少なくとも変な打算はなかっただろう。

　ただ、夕也を心配してくれていたのだ。

　元気を出してほしいとだけ思っていたに違いない。

　──上う手まくやろうとか、そう考えることが間違っているのかもしれない。

　ある意味、それはただの開き直りである。

　しかし、今はそれでいい気がした。

　──うん。考え方を変えよう。みんなに頼まれたからじゃない。琴こと姉ねえが悩んで落ち込んでるんだから、純粋に元気を出してもらえるように話してみればいいんだ。

　少なくとも、そのための最低限の準備はしてあるのだから。

　そう思って肩の力を抜こうと軽く深呼吸したところで、生徒会室から「どうぞ」という琴こと音ねの声が返ってきた。

「お邪じや魔まします」

　そう言って、夕ゆう也やは生徒会室のドアを開けて室内に入った。

「ちょ、琴姉……」

　生徒会室に足を踏み入れるなり、夕也は驚きの声を出してしまった。

　生徒会室の電灯は点ついておらず、閉め切ったカーテンの隙すき間まから漏もれる光で辛うじて見通しがきく程度の薄暗さだった。

　そしてそんな室内で、琴音は一人、机に突っ伏していたのだった。

「……重症だね」

　ゆらり、と琴音が顔を上げた。

「そう言われても仕方ないと思うわ……」

「うん。無理もないとは思うよ」

　言いながら、夕也は壁にある照明のスイッチに手を伸ばした。

「明かり、点けていい？」

「ええ」

　明かりを点ける。

　照明の光に照らされた琴音の顔を見るに、泣いていたというわけではなさそうだった。

　しかし、いつもの優ゆう雅がさや悠ゆう然ぜんとした余裕は見る影もなかった。

　咄とつ嗟さには言葉が出てこなかった。

　が、夕也は無む理り矢や理り、絞り出すように、

「どうするの？」

　と訊きいた。

「どうって？」

「このまま文化祭は中止で、秋あき月つき学がく園えんは廃校で、琴姉は勝手に決められた婚約者と結婚させられちゃっていいの？　ってこと」

「……いいわけないじゃない……！　でも、手詰まりなのよ……！　話すら聞いてもらえない状況で、交渉も説得もできないんじゃあどうしようもないわ！」

「うん、まあ、確かに、まともなやり方では無理かもね」

「な……何か手があるって言うの……？」

　琴こと音ねが顔を上げた。

「ごめん、まだない」

　その琴音から、夕ゆう也やは申し訳なさそうな顔で一度目を逸そらした。

　琴音は「やっぱり」とでも言いたげな顔で、小さくため息を漏もらした。

「でもさ」

　と、夕也はにっこりと微笑ほほえんで、琴音にまた視線を戻した。

「体育祭のときは、最後まで足あ掻がいたじゃない。華か麗れいともスマートとも言いい難がたいやり方で、泥まみれになりながら、最後まで戦い抜いたじゃない」

「あのときとは状況が違うわ」

「そりゃそうだけどさ、あのときの琴こと姉ねえは弱音は吐いても諦めはしなかったよね」

「……それは、だって、…………夕ゆうくんが……」

「今だって、僕は琴姉の側そばにいるよ。琴姉のために、この学校のために、みんなの文化祭のために、この事態をどうにかできないかってずっと考えてる」

「夕くん……」

「でもさ、肝心の琴姉の心が折れちゃったんじゃあ、どんなに僕らが足掻いたってどうにもできないんだよ」

「……夕くんは、本当にどうにかできると思っているの？」

「もちろん。今日さ、クラスのみんなから頼まれちゃったんだよね。また奇き跡せきを起こしてくれよ、って」

「え？」

「武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんとの戦いは、誰だれも僕らが勝てるとは思ってなかったよね。だから、みんなには奇跡に見えたんだろうね。でも、あれは奇跡なんかじゃないと僕は思ってる。ゆすらと恋れん子こと僕が最後まで諦めずに力を合わせた結果なんだ。最後まで諦めないで、みんなで足掻き続ければ、案外なんとかなるもんだよ」

「でも、今回はどうにもなりそうにないわ……。わたくしが不ふ甲が斐いないばっかりに……」

「まず、琴姉は一人で背せ負おい込みすぎだよ」

　言いながら、夕也は窓へと歩み寄った。

「上を見て、前だけを見て、先頭切って突き進んでいくのは琴姉のすごいところだと思う。でもさ、こういうときくらい、ちょっとだけ立ち止まって振り向いてみてもいいんじゃないかな」

　夕也はカーテンを開け放った。

　窓の外には──、

「な……」

　ゆすらが、恋れん子こが、耶や宵よいが、更さら紗さが、沙さ月つきが──帰宅しない部の仲間たちがいた。

　左さ京きようや右う京きようや、生徒会の、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの面々もいた。

　雅まさ紀きや、学校の敷しき地ちを埋め尽くすほどの高等部と中等部の生徒たちがいた。放課後だというのに、全校の生徒が揃そろっているのではないか。そう思える数の生徒たちが。

　雅紀が夕ゆう也やに親指を立ててみせた。

　同様に、右京も腕を組んで「ふふん」と得意げに笑ってみせる。

　ここに集まった生徒たちは、もちろん本人の自由意思で馳はせ参さんじている。

　夕也がやったのは、高等部の生徒たちには雅紀のモテモテネットワークを駆く使しして、中等部の生徒たちには右京の部活や生徒会のツテを使って、琴こと音ねを元気づけるために集まってほしいと呼びかけてもらうところまでだった。

　窓を開ける。

　秋の風が生徒会室に吹き込んでくる。しかし、風は冷たいどころか、生徒みんなの熱気を運んできているように思えた。

「琴こと姉ねえは一人じゃないよ。ここにいるみんなが、琴姉を支えたいと思ってる。琴姉の力になりたいと思ってる。一緒に、この学校や文化祭を守りたいと思ってる。振り向いてみないと、そういう人たちって──琴姉を信じてついてきてくれる人たちって、案外見えないよね」

　夕也はにこりと琴音に微笑ほほえみかけてから、集まった生徒たちの方を見やった。

　そして、決して大きな声ではないが、力強い口調で、

「僕たちは、この学校を潰させたりはしない。文化祭も、何がなんでもやってやるつもりでいる。それに──」

　グッと拳こぶしを強く握にぎりしめて、

「琴姉に望まない結婚なんかさせやしない。絶対にね」

　そう宣言した。

　オォ──ッ！　と、鬨ときの声にも似た歓声が沸き起こる。

　琴音は窓際へと歩み寄り、目に涙を浮かべて、ただただ生徒たちを見つめていた。

　やがて、自然と歓声が止やんだ。琴音の言葉を待っている、そんな空気だった。

「……っ」

　感かん極きわまったように、琴音は言葉に詰まって、人差し指で目元の涙を拭ぬぐった。

「ありがとう。皆さん、本当に……ありがとう」

　その声は震えていた。

　ポロリと、拭いきれなかった涙が琴音の頬ほおを伝う。

　しかし、その表情にもはや憂いの色は微み塵じんもなかった。

「……ごめんなさい。弱気になるなんて、わたくしらしくないわよね」

　琴こと音ねはぐいっと袖そでで涙を拭ぬぐった。

「やりましょう。最後まで、みんなで、泥どろ臭くさくても、みっともなくても、足あ掻がいて足掻いて足掻き抜きましょう」

　琴音のその言葉に、また歓声が上がる。

　その歓声を止やませたのは、すっと手を挙げた左さ京きようの、

「生徒会長殿、提案があります！」

　という言葉だった。

「何かしら、左京さん」

「当面の問題である文化祭ですが、資金が止められてしまっているのが問題なのであれば、我々の手で稼かせいではいかがでしょう。幸い、我が校には個性的な部活動が数多くあり、卓たく抜ばつした才能を持つ生徒も多数在籍しています。やりようによっては、必要な金額を用意できるのではないでしょうか」

「なるほど……」

　琴音は腕を組んで考え始めた。

　その表情は、その仕草は、いつもの頼りになる生徒会長に戻っていた。

「資金もそうだけれど、準備の遅れも深刻ね……」

　琴音が腕を組んで呟つぶやいた。

















　と、その呟つぶやきを耳にしてか、

「だったらさ！　なあ、柊木ひいらぎ！　臨りん時じで俺おれを帰宅しない部に入部させてくれ！」

　夕ゆう也やのクラスメイトが声を上げた。

「え？」

「帰宅しない部の部員なら閉門後も学校に残れるんだろ？　なら帰宅しない部に入れば、夜通し準備ができるってことじゃないか！」

「それ、ナイスアイデア！　俺もやる！」

「私も！」

　帰宅しない部に入部したいという声が、瞬またたく間まに生徒たちの間に広がっていった。

「それはいいな。『全校生徒帰宅しない部化作戦』というわけか。立たて籠こもりのようで、文化祭中止に対する抗議にもなりそうだ」

　そう言って左さ京きようが不ふ敵てきに笑った。

「なるほど、なかなか面白い手やわ」

　沙さ月つきが呟いた。

「少なくとも、帰宅しない部の活動が学校側から認可されている現状、帰宅しない部の部員なら閉門時間後に学校にいても、それが活動なのだから誰だれも文句は言えないものね」

　そんな盛り上がりを見せている生徒たちの声に、琴こと音ねは感かん極きわまったように胸を押さえて一度うつむいた。

　そして、目に涙を溜ためて、小さな声で嬉うれしそうに「本当に……もう……」と呟いた。

「琴こと姉ねえ……」

　琴音はすぐに顔を上げて、いつものようにクスリと微笑ほほえんで、

「という案が出ているけれど、どうかしら、夕ゆうくん？」

　と訊きいた。

「うん」

　その微笑みに、夕也も笑顔で応える。

「そもそも帰宅しない部の理念は『夜、学校に残ってまで何かを頑張っている生徒による互ご助じよ活動』だからね。もちろん、今提案されたことだって理念に反しないよ。と、僕はそう思うんだけど、ボスはどう思う？」

　夕也に話を振られたゆすらは、「がう」と大きくうなずいた。

「……おっぱいさんは仲間だから助ける。学校はなわばりだから守る。みんな想おもいは同じだから、全然問題ない」

「だってさ」

「わかりました。では、帰宅しない部の全面協力が得られましたので、早さつ速そく今日から夜間作業を開始しましょう。ただし、各家庭の事情もあるでしょうから、参加の無理強いはしません。参加希望者もなるべく保護者の同意を得た上で泊まり込むようにしてください。また、参加できない人に対して文句を言ったりいじめたり仲間はずれにするような行為は、いかなる場合においても厳禁とします」

　オォ──ッ！　と、また鬨ときの声が上がる。

　と、そこへ、

「これはなんの騒ぎですか!?」

　先生方を引き連れて教頭先生がやってきた。

「止めても無駄です、教頭先生。わたくしたちは、絶対に……、何がなんでも文化祭を決行します。賛同する生徒全員が帰宅しない部の臨りん時じ部員となって、遅れていた準備も挽ばん回かいしてみせます」

「まったく……」

　教頭先生は深いため息をついて、

「一いちノの瀬せ先生、すぐに林間学校の宿泊施し設せつに連絡を取って、あるだけの寝しん具ぐをこちらに運び入れるよう要よう請せいしてください」

「え？　あ、はいー、わかりましたー」

　バタバタと、一ノ瀬先生が校舎の中へと駆け込んでいく。

「教頭先生……？」

　琴こと音ねを始め、ほとんどの生徒たちが呆あつ気けにとられたような顔で教頭を見つめた。

「なんです？　私はやめろだなんて一言も言っていませんよ？」

「わたくしはてっきり、止めにいらっしゃったのだと……」

「秋あき月つき琴音さん、今回の件は私たち教師一同も面白くないと思っているのですよ。何より、生徒たちがこんなにもやる気になっているのであれば、その自主性を尊重するのがこの学園の方針です」

　意味ありげに、教頭はイタズラっぽく笑みを浮かべた。

「教頭先生……ありがとうございます……」

「ただし！」

　一転、教頭は厳しい教師の顔に戻って、

「翌日の授業に影響が出ないよう節度を持って行動すること。寝不足はもちろん、疲労で倒れたりすることがないよう体調管理に気を遣うこと。親おや御ごさんとよく話して納得してもらうこと。これが最低限の条件です」

「もちろんです。それはわたくしが責任を持って徹底させます」

「お願いね。皆さんも、悔いが残らないように。でも、無理はいけませんよ」

　そう言い残して、教頭と教師たちは校舎の中へと戻っていった。

「先生たちも協力的で助かったね。立場上、あれ以上は動けないかもしれないけど」

　琴こと音ねは呆あきれつつも苦笑を浮かべて、豊かな胸をすくい上げるように腕を組んだ。

「呆れたわ。夕ゆうくん、さてはここまで全部織おり込こみ済みだったのね？」

「まさか。買いかぶりすぎ。僕が頼んだのはみんなをここに集めるところまでだよ。その後は全部成なり行ゆきだってば」

　肩をすくめる夕ゆう也やに、しかし、琴音は楽しそうな笑顔を向けた。

「それにしても、夕くん、他ひ人と様さまの縁談をぶち壊そうとするなら、花嫁を強ごう奪だつするくらいのことはやらないとダメなんじゃないかしら」

「はあ？」

「強奪してもいいのよ？　なんならお姫様抱っこで」

「ごめん、囚とらわれのお姫様を助けるっていうより、窮きゆう地ちに陥おちいった君主のために援えん軍ぐんを連れてきた感覚だったよ」

「酷ひどいわ。傷ついたわ」

　全然傷ついてなさそうなおちゃらけた口調で、宝塚のスターのように大おお仰ぎような身振り手振りを交えつつ、琴音は嘆なげいてみせた。

「まあ、冗談が出るならもう大丈夫そうだね」

「本当に酷いわね。冗談で片付けるなんて、悲しいわ」

　琴音は笑いながら、誰だれにも気づかれないくらい小さなため息をついた。

「でも……きっと、あのときの桜さくら江えさんや木き滝たきさんはこんな気持ちだったのね」

「え？」

「夕くんがいれば──みんながいれば、なんとかなる。本当にそう思えてきたのよ」

「生徒会長は、そんな当たり前のことも知らなかったんですか？」

　呆あきれ顔がおで、恋れん子こが言った。

「がう。群れがみんなで団結していれば、何にも負けない」

　さも当然という顔で、ゆすらもうなずく。

　恋子とゆすらの言葉に、琴音は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「……そうね」

「それに、生徒会長は一度体験してるはずじゃないですか。体育祭のときに、あたしたちと一緒に」

「……そうだったわね」

　そして琴音は顔を上げ、自嘲から一転、決意に満ちた顔で胸を張って、

「ありがとう、皆さん。一丸となって、文化祭をなんとしても開催しましょう！　それがお祖じ父い様さまの──理事長の教育理念であり、遺い志しであるとわたくしは信じます。理事長の設立したこの学園で学ぶわたくしたちは、その遺志を継がなければなりません。文化祭を強行開催することで、わたくしたちが理事長の想おもいを継けい承しようしていることを示すのです！　それこそが何よりの弔とむらいになるはずです！　ですからわたくしは、今回に限り、文化祭を鎮ちん魂こん祭さいと命名することを提案します！」

　そう堂々と宣言した。

　ひときわ大きな歓声が沸き起こり、校舎さえも揺るがした。

　琴こと音ねは、どうやら完全に蘇よみがえったようだった。



　　　＊



　その日、高等部・中等部ともに、生徒の約三分の一ほどが学校に泊まり込むことを決めて帰宅しない部に仮入部届を出した。

　今日は帰って両親を説得するという生徒も多いため、明日以降、徐じよ々じよに増えていくのではないかと見込まれた。

　そんな中、夕食を待たずに、各部活動・同好会の部長クラスが招しよう集しゆうされ、今後の方針を決める作戦会議が第二会議室にて開催された。

「さて、一番の問題の資金集めですが、考えられる手段は二つあります。一つは生徒の手で直接お金を稼かせぐこと。もう一つは、企業や個人から寄付を募つのることです」

　会議を招集し、議長を務つとめる琴音が、まず言った。

「秋あき月つき学がく園えんは、これまではあまり寄付を求めたりはしてきませんでした。ですが、学校法人は資金調達のために寄付を募るのが一般的です」

「確かに、ボクらがチマチマ稼ぐより、大手企業とかに寄付してもらう方が効率は断然良いいよね」

　右う京きようがうなずいた。

「それだけじゃないわよ、右京さん。今後、最悪のケースを想定すれば、学校運営の資金も秋月グループはあてにできないもの。寄付してくれるお得意様をたくさん見つけておくに越したことはないわ」

「問題は時間だよねー。実質、あと一いつヶか月げつ切ってるし」

「確かにそうね。お金以上に、時間を効率よく使わないといけないわね。寄付を募るにしても、限られた時間でどこまでやれるか……」

「まず、効率よく世間に周知する手段を考えねば」

　左さ京きようがうーんと唸うなりながら腕を組んだ。

「じゃあさ、大ごとにしてやろうぜ」

　琴音たちのやりとりを聞いていた、丸刈りの……というより、スキンヘッドの男子生徒が楽しそうに言った。

「諸君らにネットの発信力を教えてやろうじゃねえか。理事長代理にもな！　俺おれたち『動画部』が文化祭のＣＭを作ってやるよ！　思いっきり拡散力高いヤツを！」

「インターネットを利用するのはいいかもね。あと、目立つだけじゃなくて、ボクたちの正当性をアピールしたいよね。横おう暴ぼうな理事長代理に抗あらがって、理事長の志こころざしを継いで文化祭で弔とむらいをやろうとしてる生徒たちっていう大たい義ぎ名めい分ぶんをさ」

「うん、そこは大切だよね。一方的で横暴なやり方に屈せず立ち上がった生徒、っていう構図を上う手まくアピールしないと。寄付も、そこに共感してくれた人からもらえるのが理想だよね」

　右う京きようの言葉に、帰宅しない部の部長代理として会議に出席していた夕ゆう也やもうなずいた。

「ＯＫ、大義名分な！　そこは任せろ！」

　スキンヘッドの動画部部長が自信満々に言った。

「あ、そうだ！　いいこと思いついた！」

　そんなやりとりを聞いていた、ショートカットでそばかすの女子生徒が手を挙げた。

「ネットでさ、ミスコン企画とかやろうよ！　ミス秋あき月つき学がく園えんコンテスト！　ほら、ウチの学校、生徒会長を筆頭に女子のレベル高いじゃん！　何人か候補絞って、顔写真とか載せるわけ！　で、気に入った女の子に投票しに学園祭に来てください！　ってさ」

「お、いいね！　盛り上がりそうだな！　可愛かわいい女の子が嫌いな男はいないしな！」

　即座に、動画部部長が食いついた。

「でしょ!?　載っける写真はあたしたち写真部がバッチリ撮ってあげるからさ！　なんなら、ちょっとした写真集とか作って売っちゃう？　あ、いや、もちろん健全なヤツね！」

「是ぜ非ひ作ってくれ！　会長の写真集なら余裕で三冊買う！」

「じ、自分は左さ京きよう先せん輩ぱいの写真集が欲しいっす……」

「むしろ健全じゃないヤツを希望っす！」

　俺おれも俺も、と会議の進行が不能なほどに騒そう然ぜんとなる。

　が。

「静せい粛しゆくに！」

　琴こと音ねの一いつ喝かつで、騒ぎがピタリと止やんだ。

「ミスコンや写真集の件は、案の一つとして受理します。他に何か意見は？」

　琴音の問いかけに、会議室の隅の方で、前髪で目が隠れてしまっている内気そうな女子生徒の手がおずおずと挙げられた。

「あの……自分で言うのもなんですけど、私たち文芸部には、それなりに結果を出している部員が何人かいます。でも、これまでみたいに活字だけの本を自己満足で作ってもダメかなって思うんです。少しでもたくさん売れるように工く夫ふうして、資金回収の足しにできればって思うんですけど」

「なるほど、各部のコンテンツの見直しか」

　左さ京きようが腕を組んで、真顔でうなずいた。

「確かに、予算が潤じゆん沢たくに使えない以上、間に合うものは見直すべきかもね」

　右う京きようもうなずいた。

「で、もう本は作っちゃった？」

「いえ、原げん稿こうはだいぶ集まってますけど、印刷とか製本はまだです」

「あ、はーい、提案」

　と、女の子のような顔をした小こ柄がらな男子生徒が手を挙げた。

「じゃあさ、僕たちマンガ研究会と合同で何かやる？　何人か『もう間にあわねー！』とか言って諦めちゃってるのもいるからさ、挿さし絵えとか引き受ける余裕はあると思うよ」

「楽しそうだなあ。時間さえあれば、俺おれたちコンピュータゲーム制作部も噛かませてもらいたいのに。シナリオ書きとイラスト描きが動員できれば色々面白いものが作れるよな」

　そんなやりとりを聞いていた琴こと音ねは、

「あら、やったらいいじゃない」

　と、こともなげに言った。

「いやいや、生徒会長、さすがに一いつヶか月げつ弱じゃゲームを仕上げるのは無理だ」

「何も完成させなくてもいいわ。プレゼンテーションに使える程度のものが仕上がっていれば、やり様はあると思うの」

「アレだね！　文化祭で試しにちょこっと完成した部分だけプレイしてもらって、完成したら通信販売します！　とか」

　冗談めかして言った右京の言葉に、琴音は大真面目でうなずいた。

「そうね。文化祭の資金調達には間に合わなくても、やるだけの意味はあるわ。その方面の企業に、優秀な人材がいるということをアピールする意味でも」

「了解。じゃあ、早さつ速そく制作会議な。今日残ってる面子めんつからでいいから、文芸部とマンガ研究会からメインでやってくれる人間を選出してくれるか？　生徒会長、となりの第一会議室借りますけど、いいですよね？」

「ええ、鍵は開いているはずよ」

「では、俺たちはこれで」

　やることが決まったコンピュータゲーム制作部と文芸部とマンガ研究会の代表者は、そそくさと会議室を出て行ってしまった。

「では、次は……調理系だな。材料費や資材費で削れそうなところがいくつかあるように思う」

　左京が各部活動の出し物の申請書を読みながら言った。

「特にドネルケバブの専用炙あぶり機は高すぎるだろう」

「待ってくれ！　それでは我々シシカバブ同盟のアイデンティティが……！」

　こほん、と琴こと音ねが咳せき払ばらいでシシカバブ同盟代表者の抗こう弁べんを制した。

「いっそ、飲食系は一つに統合しましょう。簡単な屋台は別として、学食を借り切って大きなレストランとして総動員した方がいいと思うわ」

「ミスコンとかやるなら、レストランもその企画と連動させたら？　ミスコンにノミネートされた女の子たちがメイド服姿でお出迎えします、とか」

　冗談半分で言った夕ゆう也やの言葉に、

「それだ！」

「ナイスアイデア！」

「衣装の制作は私たち特殊ファッション愛好会に任せて！　思いっきり可愛かわいいヤツを仕立ててあげるわね！　ハアハア」

　と、他の会議参加者が速攻で食いついた。

「お……お手柔らかに頼むわね……？」

　ノミネートされることは確実であろう琴音が、不安そうな顔で懇こん願がんした。

　こうして、夜遅くまで会議は続いたのだった。



　　　＊



　会議も終わり、各クラスで行われていた準備作業なども終わった夜中になって、帰宅しない部の面々と右う京きよう、雅まさ紀きは一度帰宅しない部の部室に集合した。

　文化祭決行以外の問題について、つまり学校の存続と琴音の婚約についての対策を話し合うためである。

「さすがにこの人数が揃そろうとちょっと狭いですね」

　顔をしかめながら、恋れん子こが呟つぶやいた。

「無理もないわね、一〇人もいるんだもの」

　髪を解ほどき、眼鏡を外して胸元をはだけた更さら紗さの言葉に、

「ただでさえ圧迫感がありますのに、その無駄に大きい脂肪の塊を露ろ出しゆつさせて心理的にも狭く感じさせるとか、迷めい惑わくにもほどがありますの」

　と耶や宵よいが食ってかかった。

「大きさで勝てないからって、僻ひがむなんてみっともないわよぉ、小娘」

　耶宵の言葉を、更紗は鼻で笑った。

「なんか自分が言われてるわけでもないのに、無性に腹が立ちます……」

「……恋子にもきっといいことある」

「だから、なんでいつもいつも自分は違うって態度なんですかっ」

「がう？」

「はあ。まったく、貴女あなたたちはいつもこうね。話を進めたい……というか始めたいんだけれど、いいかしら？」

　腕を組んで、更さら紗さとほぼ同等の大きさを誇ほこる胸を強調しつつ、琴こと音ねが言った。

「あー、はいはい、これ以上この話を続けてもろくなことにならねーと思うんで、さっさと始めてください」

「じゃあ、招しよう集しゆうをかけた僕から、この帰宅しない部会議の趣しゆ旨しを説明するね」

　夕ゆう也やはコホン、と一つ咳せき払ばらいをして、

「文化祭──鎮ちん魂こん祭さいの方は、みんなやる気満々で取り組んでくれてるから、まあなんとかなると思うんだ。でも、他の問題に関しては、もう正攻法じゃどうにもならないと思う」

「秋あき月つき学がく園えんがなくなるかもしれない、って話ですね」

　恋れん子この言葉に、夕也は「うん」とうなずいた。

「あと、琴こと姉ねえの婚約の問題ね。でも、これは琴姉がイヤだって一言言えば解決なんだけど」

　夕也の言葉に、琴音の表情がハッキリと曇った。

「やっぱり、グループに影響が出るかもって思っちゃうんだ？」

「それはそうよ。全従業員とその家族の生活がかかっているんだもの」

「あのさ、琴姉。たぶん、お祖じ父いさんは琴姉がこんなふうにグループに縛しばられることなんて望んでないと思うよ」

「そうですの！」

　耶や宵よいが、身を乗り出して、怒りを露あらわにして言った。

「正直、兄にい様さまの周りにいる女の子なんか全員いなくなればいいと思いますの！　だから、琴姉様も婚約でも結婚でもしちゃえばいいんですの！　でも、親とか会社の命令で無む理り矢や理りなんて馬鹿げてますの！　頭が悪すぎですの！」

「ええと……耶宵ちゃんはわたくしの敵なのかしら？　味方なのかしら？」

　苦笑して、琴音は首を傾かしげた。

「しかし、自分も政略結婚など反対です」

「ホント、時代錯さく誤ごもいいところやわ。古臭くてカビやコケが生えまくってるような私の家でもしないわよ、そんなこと」

「まあ、会長が相手と会ってみて、大いに意気投合して合意の上で婚約したっていうなら話は別だけどね」

「そうだったら誰だれも問題にしねーです」

「がう」

「まあ、それはともかく、あれだけ大きくて優良なグループを、琴姉の結婚に頼らなきゃ経営していけないようなら、琴姉が犠ぎ牲せいになっても長くは保もたないんじゃないかな」

「でも、この学園の存続に関しては、交換条件にもできるかもしれないでしょう？」

「はあ？　琴こと姉ねえがその相手と結婚する代わりに学園を存続させろ、って要求するの？　ないない。そんなの、僕は──いや、僕だけじゃなくて、この学校の誰だれ一人として賛成はしないよ」

「じゃあ、その……夕ゆうくんは、わたくしに結婚はしてほしくないのね？」

　若干モジモジしながら、琴こと音ねは訊きいた。

「当たり前でしょ。右う京きようさんが言ったみたいに、琴姉が納得してするならともかく、無む理り矢や理りなんて論外だよ」

「もう。そんな一般論、つまらないわ」

　琴音は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「うわ、拗すねました!?　なんて露骨な……」

「状況が状況だけに怖いものなんかないって考えてはるのね。こんな逆境まで利用するなんて、生徒会長恐るべし……」

　ヒソヒソと話をする恋れん子こと沙さ月つきの冷たい視線をものともせず、琴音は、

「まあ、夕くんがどうしてもというなら、もう少し考えることにするわ」

「うん、そうしてよ」

「じゃあ、いよいよ次は学園存続問題だな」

　雅まさ紀きが眼鏡をクイッと人差し指で押し上げた。

「ええ……」

　琴音を始め、全員の間に重苦しい沈黙が訪れた。

「あの……生徒会長。この学校がなくなるっていうのは、もう決定なんですか？」

　おそるおそる、恋子が訊いた。

「公式に秋あき月つきグループの経営方針としてそういう発表があったわけではないわ。でも、そうするつもりだと、お父様の言葉からはハッキリ感じられたわ」

「いっそ発表してくれた方が、僕らとしてはやりやすいんだけどね」

「なんでですか？　それって、もうトドメじゃないですか」

　恋子が首を傾かしげた。

「状況的にはどっちにしたって首の皮一枚でつながってるだけだからねー。だったら発表してもらった方が、向こうを悪者にしやすい分いくらかマシだよ」

　他ひ人と事ごとのように、右京が笑う。

「そういうこと。採さい算さんが合わないから運営の仕方を見直す、というならともかく、いきなり廃校なんてのはさすがに横おう暴ぼうだからね」

　そこまで言って、夕ゆう也やは自分の発言を噛かみしめるように少し考え込んだ。

　そして、琴音に、

「あのさ、仮に学校を守れたとして、今までと同じようにやっていけると思う？　過か剰じようなまでの設備とか、毎年の豪勢な修学旅行とか」

　と尋ねた。

「それはさすがに無理じゃないかしら。お父様が思い直してくれたとしても、これまでと同じようにお金を回してもらえるとは思えないわ」

「だよねえ……。しかも、色々根回しはぬかりないみたいな話だし、いきなり理事長代理の伯お父じさんを失しつ脚きやくさせるのも無理な話、か」

「ええ。そんな簡単にトップが失脚するようでは、秋あき月つきグループそのものが危ないわ」

　うーん、と考え込んだ夕ゆう也やの裾を、ゆすらがちょんちょんと引っ張った。

「……ユウ。理事長代理は何？　なんで代理？」

　問われて、夕也はハッとした。

「そうだよ。琴こと姉ねえ、その点はどう思う？　理事長に就しゆう任にんする条件ってなんなの？」

「さあ……。ずっとお祖じ父い様さまが理事長を務つとめていたから、交代の前例がないのよ。でも、普通に考えれば他の理事たちの合議じゃないかしら」

「つまり、その合議の結論が出ていないから代理なのかな？」

「そうかもしれないし、そもそも話し合い自体がまだ行われていない気もするわね。お祖父様が亡くなって間もないもの」

「じゃあ、秋月学園を存続させたいって思う理事長が選出されればいいんですかね？」

「恋れん子こちゃん、そう簡単じゃないと思いますの。伯父様はきっと理事たちにも周到に根回しをしていると思いますの。しかも、運営資金が止められるってわかっているなら、完全な貧びん乏ぼうくじですの。そんな面倒なときに理事長になりたいと名乗り出る人もいないと思いますの」

「会長、いっそ名乗り出ちゃえば？　理事長と生徒会長の兼任とか、かっこよくない？」

「右う京きよう、冗談を言っている場合か」

「あら、案外いいんじゃないかしら、それ」

　口元に人差し指を当てて、思案するような顔で更さら紗さが言った。

　全員が、異い口く同どう音おんに「え？」と更紗の顔を見つめた。

「だって、根回しをしておきながら『代理』に留とどまっているのは、理事たちもその人事に渋っている可能性もあるでしょう？　理事をやってる人たちが、学園がなくなることを良しとするとは思えないもの。だったら、亡くなった理事長の遺い志しも血も直系で継けい承しようしている生徒会長は対抗馬としては適任だと思うわよぉ？」

「一理あるけど、琴姉が未成年だってことはウィークポイントとしては大きすぎるよね。何かもう一つ決め手があればいいんだけど……」

「決め手があったらええの？　なら、理事長の遺ゆい言ごんとかどうかしら？」

「土つち御み門かどさん、そんなものがあるなら苦労はしていないわ」

「だよねー。それがあればかなり有利になりそうだけどさ」

　しかし、沙さ月つきは琴こと音ねと右う京きようの嘆たん息そくを一いつ笑しように付ふした。

「ないなら、一いつ筆ぴつ書いてもらいに行きましょう」

　ポカンとする一同を愉ゆ快かいそうに笑って見回しながら、沙月は、

「帰宅しない部には、それができる才能の持ち主がいるやないの」

　と、肩を組むようにして恋れん子この肩を叩たたいた。

「へ？　あ、あたし!?」

「あ、そうか！　ネクロマンサーの恋子なら、理事長の遺体さえあれば、魂たましいを呼び戻すことができる……！」

　恋子以外の全員が「なるほど！」とうなずいた。

「ええっ!?　ちょ、ちょっと待ってください！　人間の死体を蘇よみがえらせたら、マジで本物のゾンビなんですよ!?」

「恋子ちゃん、何を当たり前のことを言ってますの？」

「耶や宵よいちゃんは怖くないんですか!?」

「だって、ゾンビになったってお祖じ父い様さまはお祖父様ですの。それに、恋子ちゃんのゾンビは映画のゾンビみたいに見み境さかいなく人を襲ったりしないんでしょう？」

「そりゃまあ、死体に本人の魂を戻すだけの魔法ですから、暴れたり感かん染せんしたりはしませんけど……」

「だったら、別に怖がる理由がありませんの」

「でも、死体なんですよ!?」

「恋子ちゃんは、毎日死体を探してあちこち掘り返しているんじゃありませんの？」

「それはそうですけど……いざとなると、さすがに……」

「……自信を持て、恋子。恋子の魔法はすごい」

　ううー、と唸うなりながら悩んでいる恋子の背中を、ゆすらがバシバシと叩いた。

「恋子、僕からも頼むよ。この学校を──帰宅しない部を守りたいんだ」

　夕ゆう也やにまっすぐに見つめられて、恋子は頬ほおを真っ赤に染めた。そして、

「そっ、そこまで言うなら仕方ねーです。あ、あたしだって、この学校や帰宅しない部がなくなっちゃったら困りますし……」

　と、不自然にあさっての方向を見ながら言った。

「うふ、決まりね。問題は死体がどこにあるかだけれど」

　更さら紗さの言葉に、夕也は、

「確か司し法ほう解かい剖ぼうされるんだよね」

　と琴音に訊きいた。

「ええ。その後は、葬そう儀ぎ会社で防ぼう腐ふ処置を施ほどこされて、セレモニー当日まで保管されるんじゃないかしら」

「司し法ほう解かい剖ぼうをする病院とかに出向くより、葬そう儀ぎ会社の方がやりやすいかしらね」

　言いながら、更さら紗さが色っぽく髪をかき上げた。

「ねえ会長、司法解剖って何日くらいかかるの？」

「さあ……。きっと秋あき月つきグループの依頼なら、最優先でやっていると思うけれど」

「葬儀会社に訊きけばわかるんじゃありませんの？　明日、私が行って保管場所とかと一緒に訊いてきますの」

「いやいや、耶や宵よい、いくら親族でもそこまで教えてもらえるとは限らないよ」

　しかし、そう言った夕ゆう也やをよそに、

「なるほど、耶宵ちゃんなら適任ですね」

「あらあら、確かにそうね」

「がう」

　と、妙に納得する面々がいるのだった。

「いやいや、なんでそうなるの……？」

　なおも不安そうな夕也に、耶宵は、

「大丈夫ですの。お願いすればきっと教えてくれますの」

　と微笑ほほえむのだった。

　なおも怪け訝げんな顔をする夕也の言葉を封じるように、

「とにかく」

　と琴こと音ねが強引に会議を進行させた。

「下見や調査は耶宵ちゃんにお願いするとして、次は作戦決行当日の役割分担を決めましょう。不法侵入になるでしょうから、ここにいる全員で行動するより、実行部隊を厳選した方がいいと思うの。作戦の要かなめの木き滝たきさんと、お祖じ父い様さまにお願いするわたくしは確定として、他のメンバーは……」

　琴音が全員の顔を見回した。

「ここはボクの出番だね」

　まず、右う京きようが名乗りを上げた。

「諜ちよう報ほうや潜せん伏ぷくは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい二番隊の専門だよ！」

「私も行くわ」

　沙さ月つきも手を挙げた。

「役に立ちそうな道具や装置を急ピッチで作るわね」

「下見に行く私が案内しなければ始まりませんの」

　と、耶宵も同行を申し出る。

「じゃあ、僕もいいかな。右京さんや土つち御み門かどさんみたいに役には立たないと思うけど」

「あらあら、妹の耶や宵よいちゃんが心配なのかしら？　修学旅行の一件でシスコンは卒業したと思っていたのに」

　意地悪く琴こと音ねが微笑ほほえんだ。

「べ、別に、そういうわけじゃないけど……。ほら、僕だって一応孫なんだし、死に目にも会えなかったんだから、せめて最後に会いたいっていうか……」

　あたふたする夕ゆう也やを、琴音はくすくすと笑った。

「でも、そうね。夕ゆうくんにもお祖じ父い様さまへのお願い要員として来てもらうわ」

「なんか釈しやく然ぜんとしないんだけど……」

「はいはい、以上で参加メンバーは締め切るよ。これ以上増えると隠おん密みつ行動に支障が出そうだから」

「では、概おおむね方針は決まったということで、会議を終えてもいいだろうか？」

　腕時計を見ながら、左さ京きようが言った。

「ええ、そうね」

　琴音がうなずいた。反対意見は誰だれからも出ない。

「では、我々は他の生徒たちにも就しゆう寝しんを促うながしに行って参ります」

「確かに、もうすぐ日付も変わるものね。泊まり込みでも、睡眠を削るようでは教頭先生に怒られてしまうわ。お願いするわね」

「はい。さあ、右う京きよう、行くぞ」

　左京が立ち上がる。

「え？　ボクも行かなきゃダメなの？」

「武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんもれっきとした風紀委員で、お前もその一員だろうが！」

　左京に首根っこをつかまれて、右京も部室から連れ出されてしまった。

「じゃあ、あたしも保健室に帰るわね」

「私も物理教室に行って寝ることにするわ」

「あ、俺おれも……」

「貴方あなたに言っておくけど、物理教室に一歩でも足を踏み入れたら、私の持てるすべてを駆く使しして爆ばく殺さつするわよ」

「当たり前じゃないか！　その辺のけじめはわきまえてるつもりだ。クラスのみんなと一緒に教室で寝るよ」

　と、更さら紗さや沙さ月つき、雅まさ紀きも部室から出て行って、この日の会議は終了したのだった。
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　その日の夜中。

　ふと目を覚ました夕ゆう也やは、みんなが寝ている部室の中に琴こと音ねの姿がないことに気がついた。

　──琴こと姉ねえ……？

　夕也はみんなを起こさないように、静かに部室を抜け出した。

「気持ちは上向いてたみたいだから、体育祭のときより万が一の可能性は少ないだろうけど……」

　琴音を捜しながら、夕也は一般教室棟に足を踏み入れた。

　消灯時間が過ぎていても、校内にはまだ眠っていない生徒たちの息づかいや話し声がそこかしこから聞こえてくる。あるいは、学校に泊まっている生徒たちは、修学旅行の延長のように思っているのかもしれなかった。

　──いつもの静まりかえっている校舎とはだいぶ雰ふん囲い気きが違うなあ。さて、琴姉はどこだろう。前は屋上にいたけど……。

　他にあてもないので、夕也は階段を上り、屋上へと出た。

　すっかり秋めいて冷たくなり始めた風が、夜の屋上を吹き抜けていく。

　その風に解ほどいた髪を揺らしながら、いつものネグリジェの上に薄手のカーディガンを羽は織おった琴音が、光もまばらな夜や景けいを見下ろしていた。

「琴姉」

　その背中に声をかけると、琴音はゆっくりと振り返った。

「なんとなく、来てくれるような気がしていたわ」

　そう言って、琴音は夕也に微笑ほほえんだ。

「よかった、今回は泣いてなくて」

　夕也も微笑んで、琴音へと歩み寄る。

「泣かないわよ。今回は、みんながわたくしの味方だもの。むしろ、何も怖くないわ」

「そうだよね。学校中がいつになく団結してるし。まあ、お祖じ父いさんが亡くなったのは残念だったけどさ」

「そうね。確かにそれは悲しいけれど、悲しんでばかりもいられないわ。メソメソしてお祖父様が大きくした秋あき月つきグループが──秋月学園がおかしくなっていくのを見過ごしてしまっては、お祖父様に顔向けできないもの」

「それなんだけどさ」

　夕也は言葉を選ぶように、慎重に間まを取って、

「上う手まく言えないんだけど、そればっかりに躍やつ起きになるのも、お祖父さんは喜ばないんじゃないかな」

「え？」

「なんだか、最近の琴姉を見てると、縛しばられてるような気がしてさ」

「……」

　琴こと音ねは夕ゆう也やの言葉を反はん芻すうするように何秒か黙り込んでいたが、

「縛しばられているなんて、夕ゆうくんったら、もう……。あいにく、わたくしにはそういう趣味はないわよ？」

　とイタズラっぽく笑った。

「はあ!?　何言ってるの、っていうかそういう意味じゃないし！」

「でも、夕くんが望むなら、わたくし、頑張ってみてもいいわ」

「だからなんの話なの!?」

「あら、わたくしが立場に縛られすぎだっていう話でしょう？　夕くんこそ、なんの話だと思ったの？」

「……僕は真面目に言ってるんだよ」

「うふふ、そうね。ごめんなさい」

　琴音は風に乱れた髪を右手で押さえながら、夜や景けいへと目を向けた。

「ねえ、夕くん」

「え、何？」

　視線を夕也へと戻して、琴音は口を開きかけた。

　が、はにかむように言いい淀よどんで、

「……なんでもないわ。頼りにしているわね。差し当たって、葬そう儀ぎ会社への潜入ね」

「あ、うん。まあ、あの作戦では僕は役に立たないよ。足手まといにならないようにするので手一杯だろうし」

「そんなことはないわよ。夕くんには不思議なリーダーシップがあるわ」

「この学校におけるリーダーシップの第一人者が何を言ってるの」

「謙けん遜そんしなくていいのよ。わたくしは前に出て周囲を引っ張っていくやり方を心がけているけれど、夕くんは後ろにいてくれるだけで不思議な安心感があるの」

「ずいぶんふわっとしたリーダーシップだね……。なんかそれって、無む理り矢や理り褒ほめる手法じゃない？」

「あら、そんなことはないわよ。意図的にできることではないもの、むしろ羨うらやましいくらいだわ」

「全然そんな自覚ないけど」

「うふふ、わたくしもずいぶん助けられているのよ？　たとえば体育祭のときとか。だから、今回もきっと助けになってくれるって信じてるわ」

「なんだか上う手まく乗せられてるような気がするけど……」

「でも、少なくとも、振り向けば支えてくれる人たちがいる、って思い出させてくれたのは間違いなく夕くんよ」

「まあ、確かに言ったけどね」

「言ったからには、きちんと背中を支えてもらわないと困るわ」

「そりゃあ、できる限り力になりたいとは思ってるよ」

「ありがとう。夕ゆうくんさえいてくれるなら、わたくしは……決断できる気がするわ」

「え？」

「なんでもないわ。さあ、夕くん、もう寝ましょう？　明日も授業に鎮ちん魂こん祭さいの準備にと、忙しくなるわよ」

「あ、うん」

　琴こと音ねは夕ゆう也やの前をすり抜けて、軽い足取りで階段を降りていってしまった。

「決断……って？」

　一人取り残された屋上で、夕也は呟つぶやいて首を傾かしげた。
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　翌日。

　文化祭準備に騒そう然ぜんとする閉門時間直前に、葬そう儀ぎ会社に下見兼調査に行っていた耶や宵よいが戻ってきた。

　その耶宵によって、昨夜決めた帰宅しない部の実行部隊に緊急招しよう集しゆうがかけられた。

　そして部室に駆けつけた夕也、恋れん子こ、琴音、沙さ月つき、右う京きように、耶宵は、

「今夜、作戦決行ですの！」

　と宣言した。

「お祖じ父い様さまの遺体は、今夜、司し法ほう解かい剖ぼうから返ってきて葬儀会社に引き渡される予定だそうですの。そして、まだ葬儀の日程が決まっていないこともあって、明日には冷凍庫的な倉庫に入れられてしまうらしいんですの。そうなったらちょっと会いに行くのが難しくなりそうですの」

「わかったわ。これから準備して、すぐ出発した方がいいかしら？」

　琴音の問いに、耶宵は「んー」と少し考えて、

「夜中の方がいいと思いますの。準備を念入りにしても、ご飯くらいは食べる時間はあると思いますの」

　と食欲魔神らしい答えを返した。

「じゃあ、手早く食べられるサンドイッチか何かをパパッと作っちゃうよ」

　そう言って、夕也が部室を出て家庭科実習室へと向かう。

「そうね、それぞれ準備を整えて、家庭科実習室に集合ということでいいかしら？」

　全員が少し緊張気味の面おも持もちでうなずいた。

「特に木き滝たきさんは作戦の要かなめよ。ぬかりのないようにお願いするわね」

「わ、わかってます！　ここまできたら腹をくくって頑張りますよ！　魔法使いの家系の意地に賭けて！」

「では、皆さん、よろしくお願いしますね」

　全員が準備のために席を立って部室を出て行った。

「遺体も戻ってくるということは、いよいよ葬そう儀ぎの日取りも決まりそうね……。わたくしも、心を決めないと──」

　一人残った琴こと音ねは、目を閉じて、自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた。



　そして夜中。

　終電も出ようかという時間に、夕ゆう也やたちは郊外にある大きなセレモニーホールの前で周囲の様子を窺うかがっていた。

　全員私服姿で、特に耶や宵よいと右う京きようは黒を基調とした地味すぎる格かつ好こうだった。沙さ月つきはもちろん、普段は私服でもスカートが多い恋れん子こと琴音も、ジーンズなどのパンツスタイルである。

　夕也と琴音は何も荷物を持ってきていなかったが、恋子と沙月はパンパンに何かを詰め込んだバッグを背せ負おっていた。右京と耶宵は目立たないがそれぞれウエストポーチを身に着けていた。

「暗いわね」

　そう呟いた琴音に、

「まあ、郊外に出ちゃえばこんなもんじゃない？　火葬場もある斎さい場じようって住宅地とかじゃ嫌われるからね」

　と右京が答えた。

　まばらに街灯はあるし、月も出ているものの、秋あき月つき学がく園えんの近辺に比べて格段に暗闇が濃く広がっている。そんな、郊外でも特に寂さびれたところだった。

　建物まで行くには、駐車場を突っ切らなければならない。しかし、さすがに駐車している車もなく、身を隠す障害物もない駐車場は先頭を行く右京を躊ちゆう躇ちよさせた。

「人の気配はないみたいだけど……」

　仲間たちにギリギリ聞こえる程度の小声で、右京が言った。

「でも、セレモニーホールにはまだ明かりが漏もれてる窓があるね」

「兄にい様さま、明かりが点ついてるあの部屋は警備員室ですの」

「死体が置いてある葬儀場で夜間の警備……うう、考えただけで怖すぎです……」

「恋子ちゃんは、その死体を大量に集めて軍隊を作りはるんでしょう？」

「沙月ちゃん、意地悪です……。ちょっと将来を真剣に考え込んじゃいます」

「進路相談は後にするべきじゃないかしら？　あんまりお喋しやべりをしていると、さすがに見つかってしまいそうだわ」

「あ、琴こと姉ねえ様、それならあんまり問題ありませんの」

「「「「「え？」」」」」

　全員が、耶や宵よいの顔を凝視した。

「ちゃんとアポは取ってありますの。抜かりはありませんの」

「アポって……？」

　夕ゆう也やが怪け訝げんな顔をする。

「夜中に忍び込むけど、別に悪いことはしません、故人に一目会いたいだけです、って言ってありますの」

「まさか……、耶宵ちゃん、警備の人に『お願い』してきたんですか……？」

　おそるおそる、恋れん子こが訊きいた。

「もちろんですの。子どものお遣いじゃあるまいし、そこは抜かりありませんの」

「普通は故人への面会とかなら、日中に来いって言われそうだけど……なんでその理由で納得させられるかなー」

　納得いかないという表情で右う京きようが首を捻ひねる。

「まあ、耶宵ちゃんですから」

　そう答えた恋子のみならず、琴こと音ねも苦笑を禁じ得ないのだった。

「今はそんなことはどうでもいいですの」

　そして、耶宵は隠れもせずに堂々とセレモニーホールの正面入り口へと歩き出した。

「ちょ、さすがにそんな堂々と行くのは……！」

　慌てて、右京が耶宵を追いかけた。他の面々もそれに続く。

　が、耶宵はそんな慌てぶりを意にも介さず、駐車場を突っ切って閉ざされた入り口の扉の前で屈かがみ込こんだ。

　そしてウエストポーチから小さな懐中電灯を取り出して口にくわえ、鍵穴を照らした。

「耶宵、何を……」

　しかし夕也が言い終わる前に、耶宵は髪からヘアピンを二本抜き取った。そして両手で鍵穴にそれを差し込んでカチャカチャやりはじめた。

　一〇秒ほどで手を止め、耶宵はくわえていた懐中電灯をウエストポーチに仕し舞まって振り返った。

「開きましたの」

「……ねえ、柊木ひいらぎ夕也。一人で警備員の懐かい柔じゆうから鍵開けまでやってのけるキミの妹って何者なの……？」

「いやあ、ごく普通の可愛かわいい妹……だと思うけど……」

「普通の妹は、兄を拉ら致ち監かん禁きんしたり、ヘアピンで鍵をあっさり開けたりしねーです」

「恋れん子こちゃん、何を言ってますの!?　私は、ごく普通の兄想おもいの妹ですの！」

「僕もちょっと自信なくなってきたなあ」

「兄にい様さままで!?」

「ほら、夕ゆうくんも耶や宵よいちゃんも、その議論は目的を果たしてからにしましょう？」

「確かにその方がいいかもね」

　右う京きようがうなずいた。

「同感やわ」

　言いながら、沙さ月つきが鍵が解除された扉を開いた。

　照明が点ついていなくても、非常口の誘導灯の明かりで中は真っ暗というわけではなかった。しかし、その頼りない光だけに照らされた通路は、完全な闇よりも薄気味悪さを感じさせた。

「じゃあ、私はちょっと警備員室に行って念を押してきますの」

　言うなり、耶宵は一人で中へと入って行ってしまった。

「なんなんですかね、この忍び込んでる感ゼロの不法侵入」

　耶宵の背中を見送りながら、恋子が呆あきれ顔がおで呟つぶやいた。

「ホントだよ……。ボク、来なくてもよかったんじゃないかなあ」

「まあ、貴女あなたの実力や私の装置がフル稼か働どうしなきゃいけない事態に陥おちいるよりはよほどいいと思うわ」

　そう言いつつも、沙月も苦笑を浮かべている。

「そりゃそうだけどさ……」

「あらあら、でも右京さん、何が起こるかわからないもの。万が一に備える意味でも、来てもらった意味はあるわよ」

　そんなやりとりをしているうちに、玄関から延びる通路の闇の中から、ひょっこりと耶宵が戻ってきた。

「話を通してきましたの。お祖じ父い様さまの遺体はこっちの奥にありますの」

「ねえ、耶宵。明かりは点けちゃダメなのかな？」

「ダメですの。話は通してあるといっても、警備員さんの一存で入れてもらえるだけですの。外から見て怪しまれるようなことはできませんの」

「そっか。バレたりすると手引きしてくれた警備員さんに迷めい惑わくがかかっちゃうんだ」

「そういうことですの、兄様」

「ところで、柊木ひいらぎ妹、カメラとかのセキュリティはないの？　映っちゃってたらまずいと思うんだけど」

　右京が訊きいた。

「ないそうですの。お金を扱うオフィスとかは別のビルにあるそうですし、わざわざ葬そう儀ぎ場に盗みに入る泥どろ棒ぼうさんもいないと思いますの」

「まあ、言われてみればそれもそうか」

「今日警備員さんがいるのも、お祖じ父い様さまの遺体があるからだそうですの。普段は厳げん重じゆうに鍵をかけて終わりだそうですの」

「そうよね。遺体を盗もうなんて物好きは普通いない……あ」

　言いかけて、沙さ月つきは恋れん子こを見て言葉を止めた。

「死体泥棒なんかするわけないじゃないですか！」

「さあ、それより、早く行きましょう？」

　琴こと音ねに促うながされて、耶や宵よいの案内で一同はセレモニーホールの奥へと歩みを進めた。

　そして廊ろう下かの突き当たり、耶宵が指し示したドアには『霊れい安あん室しつ』のプレートがあった。

「ここですの」

　耶宵がドアノブに手をかける。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　慌てて、恋子が耶宵の腕を掴つかんで制止した。

「なんですの？」

「いやその、こ、心の準備が……」

「そんなの、ここに来るまでにしておいてくださいですの」

「うふふ、そうね。これに関しては耶宵ちゃんの言う通りだわ」

「ボクも同感」

「恋子ちゃん……もしかして、この期ごに及んで臆おく病びよう風かぜに吹かれはったの……？」

「べ、べべ、別に、怖いとかじゃねーですっ」

「大丈夫だよ、恋子」

　優しく、夕ゆう也やは言った。

「ゾンビだろうが幽霊だろうが、お祖父さんは──理事長は、自分の学校の生徒に危害を加えたりしないよ。それに僕らも一緒にいるから」

「わ、わかってますっ」

　恋子は顔を真っ赤にして、耶宵を押しのけるようにして霊安室のドアを開けた。

　その途端、霊安室から冬も顔負けの冷気が流れ出してきた。

「うわっ、寒っ！」

　恋子が一秒前までの勢いを完全に失って、霊安室に踏み込めずに立ち止まった。

「ま、まま、まさかっ、何か気温まで下げてしまうほど強い霊的な存在がいるっていうんですか!?　あーん、取とり憑つかれます呪い殺されます──っ！　やっぱり霊安室は呪われた場所でした──っ！」

「恋子ちゃん、落ち着いて。きっと死体が腐ふ敗はいしないように温度を下げているのよ。ほら、ドアの脇にエアコンの何倍も複雑そうなコントロールパネルがあるわ」

　沙さ月つきに優しく肩を叩たたかれて、恋れん子こは顔をキョトンとさせた。

「へ？　……わ、わかってますっ！　べ、べ、別にビビってなんかねーですよ!?」

「そのわりには顔が真っ青で膝ひざがガクガクいってますの」

「そそそそそ、それは耶や宵よいちゃんの勘違いですっ」

「恋子、大丈夫？」

　心配になって声をかけた夕ゆう也やが近づくと、恋子はその腕にガシッとしがみついた。

「ちょ、恋子!?」

「怖くねーです怖くねーです怖くねーです怖くねーです……」

　そして引きつった顔で、夕也をぐいぐいと引っ張りながら、恋子はやけくそ気味に霊れい安あん室しつへと飛び込んだ。

「恋子ちゃん！　兄にい様さまに何をしますの!?」

「本当にもう、木き滝たきさんはどさくさに紛れて……！」

　耶宵と琴こと音ねも二人を追って霊安室へと入っていく。

「恋子ちゃんのアレは素すなんやないかしら。打算的な誰だれかさんたちと違って」

「うん、ボクも同感」

　やれやれという顔を見合わせて、沙月と右う京きようも四人を追いかけた。

「ここは窓もないから明かりを点つけても大丈夫そうだね」

　言いながら、右京が照明のスイッチを押した。

　明かりが点ともったセレモニーホールの霊安室は、その名称から受ける印象より遥かに明るく、広く、品の良いい花か瓶びんに花が生けてあったりして、ずいぶんと居い心地ごこちのよさそうな空間になっていた。

　空調が効きすぎて寒いことと、部屋の中央に筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな老人の遺体と大量の保冷剤を載せたお棺が安置されていることを除けば。

「お祖じ父い様さま……」

　琴音は祖父の遺体を見て、小さく呟つぶやいて目を伏せた。

　が、それも一瞬で、

「さあ、木滝さん。お願いするわ」

　と毅き然ぜんとした態度で言った。

「わ、わかりました……」

　恋子は背せ負おっていたバッグを床に下ろして、震える手でお馴な染じみの魔法使いマントや魔導書、魔法の儀式に必要な道具を次々と取り出して並べ始めた。

「恋子ちゃん、手伝えることがあったら言って。西洋魔術は勉強してないから、指示もらわないとダメやけど」

　やはり背せ負おったバッグを下ろして、沙さ月つきが申し出た。

「ええと、助かります。じゃあ、このメモ帳を見ながら、この辺にある道具を配置してもらえますか？」

　床にチョークで魔ま法ほう陣じんを描きながら、恋れん子こが言った。

　うなずいて、沙月もボロボロになるまで使い込まれたメモ帳を受け取った。

　黙々と恋子と沙月が作業をすること三〇分、安置された鼓こ充じゆう朗ろうの遺体を中心に魔法陣が完成し、小さな真しん鍮ちゆうの杯さかずきやら薬草やら木の実やらがあちこちに配置された。

「じゃ、じゃあ、始めますよ……！」

　いつもの黒マントを羽は織おり、立派な装そう丁ていの魔導書と小さな杖つえを手に、うわずった声で恋子が宣言した。

　見守る全員が緊張した面おも持もちで息を呑のむ。

「御おん身み、我が訴えを聞き届けたまえ。あらゆる霊を我に従わしめよ──」

　厳おごそかな詠えい唱しようが、深夜の霊れい安あん室しつに響き渡る。

　詠唱が進むにつれ、床に描かれた魔法陣が不思議な輝きを放ち始めた。

「何度見ても、この光景には見入ってしまうよ」

　ポツリと夕ゆう也やが小さく言った。

「それは同感やわ」

　食い入るように恋子の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見つめながら、沙月もうなずいた。

「散々煮え湯を飲まされた魔法だけれど、いざ味方となると頼もしいわね」

　琴こと音ねが複雑そうな顔で笑う。

「まったく、魔法なんて非常識にも程がありますの」

　そう言う耶や宵よいに、右う京きようは、

「いや、キミがそれを言うのはどうかと思うよ、柊木ひいらぎ妹」

　と呆あきれ気味にツッコミを入れた。

「──神の御名、アドナイ、ツァバオト、アミオランにおいて、来たれ汝なんじ！　汝に命ずるのは王の中の王、アドナイなればなり！」

　恋子の手にある指し揮き棒ぼうのような杖が、高々と掲かかげられた。

　同時に、魔法陣から溢あふれ出した光が鼓充朗氏の遺体に集まってゆく。

「いよいよだ……！」

　夕也がグッと握にぎりしめた拳こぶしに力を込めた。

　そして。

「なんじゃなんじゃ」

　身体からだの上に置かれた保冷剤をボロボロと床に落としながら、しわがれた声で言って、経きよう帷かた子びらをまとった鼓充朗の遺体がむくりと上体を起こした。

「ひぃ！」

　悲鳴を上げて、恋れん子こが夕ゆう也やの後ろへと逃げ込んだ。

「身体からだが硬いし重いのう……。それに、ここは……」

　しきりに室内を見回す鼓こ充じゆう朗ろうの前に、琴こと音ねは歩み出た。

「セレモニーホールの霊れい安あん室しつですわ、お祖じ父い様さま」

「ふむ……」

　鼓充朗は何度か顎を右手で撫なでて、

「薄々気がついておったが……やはりワシは死んだか」

「……はい」

「どうりで、夢にしてはお花畑が鮮明すぎると思ったわい」

　呵か々か大たい笑しようする鼓充朗に、琴音がうなだれて、

「実は──」

　と、これまでの経緯を、父の秋あき月つき学がく園えんに対する横おう暴ぼうや恋子の魔法のことなどをかいつまんで説明した。

「なるほどのう……。最近は特に個性的な生徒が集まっておると思っておったが、まさか魔法使いまでおったとは」

「最初に気にするところがそこですの!?　ご自分が死んだっていうのに！」

「はっはっは。まあ、死んでしまったものは仕方あるまい」

「うーん、こんな朗ほがらかに笑うゾンビとか、非常識にもほどがあるよね。ねえ？」

　肩をすくめた右う京きように同意を求められた沙さ月つきは、

「前にも言ったかもしれないけれど、ゾンビっていう名称は便べん宜ぎ上じようのものよ。死者の肉体に魂たましいを戻してるのだから、性格も生前の本人そのものってことかもしれないわね」

　と冷静に解説した。

「ええと、お祖父さん」

　夕也は祖父に頭を下げた。

「死に目に会いに行けなくてごめんなさい。倒れたと聞いても、まさかそのまま亡くなるとは思わなかったから……」

「む？　はて、病院に運び込まれた段階でかなりまずい状態だったと思うんじゃがのう」

「──え？」

　琴音が驚きを隠しきれていない横で、夕也も驚きとともに悪お寒かんのようなモノが背筋に走るのを感じていた。

「まあ、それは仕方なかろうて。修学旅行中は秋月家もバタバタするからのう、連絡の行き違いでもあったのじゃろう」

　──確かに、忙しい時期に最大級のアクシデントが重なったのだから、手違いや行き違いがあってもおかしくはない。けど……。

　秋あき月つき学がく園えんの修学旅行は、自由行動の時間が長いことと、中等部・高等部を併あわせた全校生徒が一気に参加するため、サポートのための人員も大量に動員されるのだ。そのため、いつもは秋月学園とは無関係の部署に勤める人間も臨りん時じで駆り出されるのだという。

　そんな状態ならば、平時には起こりえないトラブルも起こりうる。

　──それはわかる。わかるけど……。

　証拠は何もない。

　しかし、状況的に見て、そう仕向けた誰だれかの思おも惑わくがあるとしか思えなかった。

「夕ゆう也や、そう深刻な顔をするでない。幸い、こうして魔法使い殿のおかげで話もできておるわけだしのう」

「あ、はい。それはそうですけど」

　それでも、何か釈しやく然ぜんとしないモノが夕也の中にしこりとなって残ったままだった。

「っていうか、死んだ人が幸いとか言うのもどうかと思いますの」

「うむ、耶や宵よいの言うことも一理ある。だがな、人間、いずれ死ぬ。死ぬときは死ぬ。それは仕方のないことじゃ」

「夕ゆうくん、気になるのはわかるけど、今は……」

「あ、うん。お祖じ父いさん、本題なんだけど」

「笙しよう一いちのことか」

　秋月笙一。

　鼓こ充じゆう朗ろうの義理の息子にして、琴こと音ねの父、夕也と耶宵の伯お父じに当たる人物である。

「まあ、あれはあれで優秀な男だ。今思えば、ワシもあれの頭を押さえすぎたかもしれん。今はバネの反動のごとく暴れておるように見えるかもしれんが、しばらくすれば落ち着くだろうて」

「お祖父様、それでは遅いんです」

　必死な口調で、琴音は鼓充朗に詰め寄った。

「このままでは、秋月学園が廃校になってしまいます……！」

「笙一がそう明言したか」

「秋月グループとして公式に発表されたわけではありません。でも、そうとしか解釈できない物言いでした」

「少なくとも、文化祭は中止にされそうになっていますの」

「それは本当かね？」

　鼓充朗は夕也に視線を向けて訊きいた。

「はい。喪もに服ふくすという名目で」

「ふむ、それはいかんのう。他に致し方ない理由があるのであればともかく、ワシが死んだからというのはこじつけも甚はなはだしい」

「はい。なので、わたくしたちは生徒一丸となって反対しているのですけど、お父様は話も聞いてくれなくて」

「まったく、笙しよう一いちも自分の娘にムキになることはあるまいに」

「まあ、文化祭は僕たち自身でなんとかしますよ。でも、さすがに学校の存続や運営の話になると、伯お父じさんに太た刀ち打うちする手段がなくて」

「さもありなん、じゃのう。しかしな、学園を何もかも今まで通り維持しようというのは無理な話かもしれんぞ。責任者、時代、風潮……、学園を取り巻く状況の何かが変われば同じままではいられない。それは、今回だけの話ではなかろう」

「でも、存続の努力はするべきです。存続のために変わらなければならないというのなら、僕ら自身も、自主的に一番いい変わり方ができるように努力をします」

「はっはっは、夕ゆう也やらしい模範解答じゃのう。しかし、確かに存続の路線をいきなり捨てるのは乱暴じゃな。在籍中の生徒にとっても良い影響はあるまい」

「そこで、お祖じ父い様さまにお力添えをいただきたいんです」

「ほう？　死んだワシにできることがあるとも思えんが」

「次の理事長に琴こと姉ねえを推おす、と一いつ筆ぴつ書いてほしいんです」

「なるほどのう……」

　鼓こ充じゆう朗ろうは目を閉じて、しばし考え込んだ。

　そして、目を閉じたまま、

「ひとつ、条件がある。ワシの死後一いつヶか月げつ以内に笙一が学園を廃校にすると公おおやけに明言した場合に限る、というのがそれじゃ」

　と言った。

「わかりました」

　夕也は即答した。

「返事が早いのう」

　閉じていた目を開いて、鼓充朗は夕也を見据えた。

「頭が冷えれば、伯父さんも馬鹿なことはしないだろう、ってことですよね？　僕もそうであってほしいと思っています。もっとも、無む理り矢や理り琴姉に縁談を押しつけて、秋あき月つきグループへの影響力を取り上げようとまでしている以上、すぐに頭を冷やしてくれる可能性は低いと思いますが」

「む。まったく、あの馬鹿はそこまで暴走しておるか……。すまんのう、琴こと音ね。ワシのやり方があやつをおかしくしてしまったのかもしれん」

「大丈夫です、お祖父様。そっちはわたくし自身でなんとかしますから。……でも、もしかしたら、お祖父様に顔向けできないようなことになってしまうかも……」

「はっはっは、構わん構わん。いざとなれば、秋あき月つきグループなど潰してしまえ」

「ちょ、理事長、それは極端すぎ……」

　呆あきれて、右う京きようが呟つぶやいた。

「だんだん、秋月学園がああいう学校な理由がわかってきた気がするわ……」

　沙さ月つきも半笑いで言った。

「まあ、別に死んでしまったワシに気を遣うことなどない。琴こと音ねや、お前はお前の好きなように生きなさい」

「……はい、お祖じ父い様さま」

「もちろん、夕ゆう也やも、耶や宵よいもじゃ。……夕也や耶宵にこんなことを言う必要はなさそうじゃがな」

「ええと……まあ、すでにかなり好き勝手やってますんで」

「当たり前ですの。一回だけの人生、好きなように生きなきゃ損をしますの」

「うむ。その図太さは琴音も見習うべきじゃな」

「さらっと酷ひどいことを言われましたの」

　耶宵が不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

「さて、では紙と筆を持ってきなさい。一いつ筆ぴつ書いてしまおう」

　そう言われて、沙月がバッグから紙と筆ペンを取り出した。

「あ、あと、念のため、これに音声でも吹き込んでもらえますか」

　と、沙月は小型のボイスレコーダーも添えて、それらを鼓こ充じゆう朗ろうへと手渡す。

「うむ。朱しゆ肉にくはあるかね？」

「あ、一応持ってきました」

　沙月がまたバッグをごそごそやり始めた。

「本当は実印がいいのだがのう。まあ、拇ぼ印いんだからといって有効性が失われるわけでもないが」

「さすがに遺品を勝手に持ち出すことはできませんでした」

「わかっておる。それにしても、指が硬くなって字が書きづらいのう」

　言いながらも、鼓充朗は筆ペンでサラサラと頼まれた遺ゆい言ごんをしたため、ボイスレコーダーの使い方を教わりながら同じ内容を肉声で録音した。

「これでよいかな？」

「……はい」

　琴音は遺言状やボイスレコーダーを受け取って、少し逡しゆん巡じゆんして、恋れん子こを見やった。

「ねえ、木き滝たきさん──」

「生徒会長」

　しかし、琴音の言葉を沙月が強い口調で遮さえぎった。

「その先は言わない方がええと思います」

「わたくしが何を言おうとしたのか、わかっているような口ぶりね」

「もちろん、わかってます。恋れん子こちゃんの魔法で理事長の魂たましいを喚よび戻す提案をしたときから予測していたもの」

「……そうなの。さすが魔法を扱う一家に生まれただけはあるわね」

　琴こと音ねは寂さびしげに、そして自じ嘲ちよう気味に笑った。

「ええと……なんの話でしょう……？」

　夕ゆう也やの後ろで、恋子が夕也に訊きいた。

「たぶん、琴こと姉ねえはお祖じ父いさんと──理事長と別れるのが辛いんじゃないかな」

「あー、なるほど」

　納得したように、恋子はうなずいた。

「ええと、可能ではありますよ、理事長をこの世に留とどめること。でも、あたしもお薦すすめはしません」

「確かに、自然の摂せつ理りとか倫りん理り上じようの問題とか、色々よろしくはなさそうだけど」

　夕也の言葉に、恋子は首を横に振った。

「そういう難しいことじゃなくて、もっと単純に、保もたないんですよ」

「剥はく製せいの熊ゾンビはどうなのさ？」

　右う京きようの言葉に、また恋子が首を横に振る。

「あの剥製も、どんどんボロボロになってます。でも、肝心なのは心の方です。命を失ってしまった肉体は、魂の器としては不完全なんです。極端な言い方をすれば、死体は『物』でしかないんです。いずれ、魂はその性質を肉体の方へと寄せていきます。どんどん感情を失っていって、『物』になっていくんです。ネクロマンサーの先人たちが揃そろってそう書き記しています。例外は一切記録に残ってません」

「そんな……」

「まあ、強制的に命令に従わせるだけなら別にそれでもいいんですけど。ネクロマンシーは蘇そ生せいの魔術ではないんですよ。そんなだから、外げ法ほうとか邪じや法ほうなんて呼ばれて禁きん忌き扱いされて、悪役的なポジションに落ち着くんです」

「そっか。じゃあ、あの熊たちもあんまり多用しない方がよさそうだね」

「ですね。……まあ、そんなわけなんで、生徒会長には申し訳ないですけど……」

「……そうね、そうよね。すでに死んだお祖父様が、身体からだが死んだまま生き返ったりしたら大騒ぎになるものね」

　目に涙を溜ためて、琴音は今にも泣き出しそうな声で言った。

「メソメソするでないわ。老いぼれと死に別れるなど、遅かれ早かれくることじゃ。泣くよりもやるべきことがあってここへ来たんじゃろう？」

「……はい」

「だったらシャキッとせい」

「ええ、もちろんです」

　目元の涙を拭ぬぐいもせず、琴こと音ねは背筋を伸ばした。

「さて」

　と鼓こ充じゆう朗ろうは一同の顔を見回し、

「すまんのう、夕ゆう也や、耶や宵よい。他のみんなも、この爺じじいの最後のお願いじゃ。これからも琴音を助けてやってくれ」

「当たり前だよ」

　夕也が真っ先に即答し、

「仕方ありませんの。お祖じ父い様さまの頼みじゃ断れませんの」

　耶宵がイタズラっぽく微笑ほほえみ、

「ま、まあ、一応仲間ですし」

　恋れん子こが照れ気味に目を逸そらし、

「まあ、恋子ちゃんがそれでいいなら」

　沙さ月つきがツンデレぶりを発はつ揮きし、

「ボクもそうだけど、ここにはいない姉さんともども、ずっとそのつもりだし」

　右う京きようが言われるまでもない、という顔で言った。

　鼓充朗は満足げにうなずいた。

「孫娘が良い仲間に恵まれていて安心したわい」

「ここにはいない仲間もいます。それどころか、今は学園の生徒全体が団結してわたくしを助けてくれています。ですから、お祖父様、安心して……」

　堪こらえきれず、琴音の目元から涙がこぼれ落ちた。

「安心して、眠ってください……」

　うむ、と微笑んで、鼓充朗は深くうなずいた。

「まあ、泣くでない。悔いがないと言えば嘘うそになるが、なかなか面白い人生じゃった。こんなふうに、最後の最後でゾンビになるなどという貴き重ちような経験もできたしのう」

　そして鼓充朗は、未いまだに夕也の背後に隠れるようにして様子を窺うかがっていた恋子をまっすぐに見て、

「魔法使い殿には心からお礼を言わせてもらおう。最後にこうして孫たちに会えたのは、何よりの幸せじゃった」

「あ、ええと……それはよかったです……」

「では、これ以上名な残ごり惜しくならんうちに死体に戻してくれんかね？　そのつもりなのじゃろ？」

「あ、はい……。じゃあ、横になってください」

　恋れん子こに言われた通り、鼓こ充じゆう朗ろうはお棺に横になった。

「いいんですか……？　言い残したこととか、ないですか……？」

　恋子は夕ゆう也やの陰から出てきて、琴こと音ねに訊きいた。

「ええ」

　ぐいっと涙を拭ぬぐいながら、それでもハッキリと琴音は答えた。

　恋子はおずおずと杖つえを振り上げる。

「我、御おん身みの慈じ悲ひと恩おん寵ちように感謝を捧ささげん。天てん主しゆの奇き跡せきにて仮かり初そめの命を得た者よ、汝なんじは塵ちりなれば塵に還かえるべし！」

　再び、床の魔ま法ほう陣じんが淡あわく輝き始める。

「願わくば、我と汝の間に神の平和の永遠ならんことを。アーメン！」

　鼓充朗の遺体はまばゆい光に包まれ、そして──光が消えると、鼓充朗はもとの物言わぬ骸むくろに戻っていた。

「……さようなら、お祖じ父い様さま」

　そう呟つぶやいた琴音の目には、もう涙は光っていなかった。










第四章　学園オキュペイション





　翌日になって、閉門後も校内に残ることを決めた臨りん時じ帰宅しない部員は、全校生徒の半数を超えた。

　そして、葬そう儀ぎの日取りも三日後と決まった。

　そんな中、鎮ちん魂こん祭さいの企画として上がったミス秋あき月つき学がく園えんの代表者選出が朝から行われた。

　朝のショートホームルームで投票用紙が配られ、各クラスの委員長に二時限目終わりの休み時間までに提出。男女問わず一人一票、対象は高等部なら高等部の女子全員、中等部では中等部の女子全員、というのが大まかなルールである。

　そして生徒会と武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんが総動員されて集計が行われ、放課後にはその結果が一般教室棟廊ろう下かの掲示板に張り出された。

「ずいぶん手て際ぎわがいいな」

　ミスコン予備選の結果を見ようと集まった生徒たちの中で、夕也と一緒に張り出された結果を見ながら、雅まさ紀きが呟いた。

「僕ら帰宅しない部もお昼休みには駆り出されたからね」

「がう」

　夕ゆう也やにくっついてきたゆすらも、疲れた顔でうなずいた。

「まあ、他にも有志で協力を申し出た生徒も多いそうだしな。いずれにしても、ウチの生徒会が優秀だっていうことか」

「だね。……あ、土つち御み門かどさん、ノミネートされてるね。当然雅まさ紀きも入れたんでしょ？」

「まあな。っていうか、生徒会長は順当としても、桜さくら江えさんや木き滝たきさんもノミネートされてるじゃないか」

「すごいじゃない、やったね、ゆすら！」

「がう？」

　ゆすらが不思議そうな顔で首を傾かしげる。

「ミスコンの意味、わかってなさそうだな」

「だね」

　二人は苦笑して顔を見合わせた。

「……ユウ」

　ちょんちょん、とゆすらが夕也の制服を引っ張った。

「何？」

「……変態さんが」

　ゆすらが指さす方を見ると、掲示板を見ながら、眼鏡に三つ編みの更さら紗さが震えていた。

「御み子こ神がみさん、どうしたの？」

　振り返った更紗は、青ざめた顔で、

「あ、あたしまで……ノミネートされてるんですけど……」

「あ、ホントだ」

「というか、左さ京きようさんと右う京きようさんの名前もあるな。帰宅しない部の女性陣は、中等部の夕也の妹がノミネートされてれば全員勢せい揃ぞろいじゃないか」

「まあ、色々あって会長の一強時代が終わりつつあるからねー。武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんでも、会長以外の女の子のファンっていう声も増えてきたし」

　ひょっこりと、右京が人混みから顔を出して言った。

「右京さん、いたの？」

「今来たとこだけどね。ボクも驚いたんだけどさ、キミは」

　と更紗を指さして、

「あの夏休みの決戦での戦いぶりで、武装風紀委員の中にもファンが増えてたみたいなんだよね。熊ゾンビ部隊を率ひきいていたとはいえ、一人で事務室前廊ろう下かを支える奮ふん闘とうぶりは実際すごかったし、おっぱいも盛大に揺れまくりだったし」

「そ、そんな……」

　なおも更紗は自信なさそうな顔で震えている。

「姉さんは女の子の票を集めた感じだよね。まあ、それはキミもだけど」

　右う京きようはゆすらに言った。

「ああ、そういえば、最近ゆすらはいろんな女の子と仲良くなってはお菓子もらったりしてるもんね」

「がう！　みんないい人！」

「ボクはなんだかんだ言って姉さんと同じ顔だからなー。まあ、ギリギリ滑り込んだ感じで、本戦じゃ勝ち目はなさそうだけど」

「え……？　あたしがギリギリじゃないんですか……？」

「うん。ほら、ボクは体育祭で好感度一気に落としちゃったからね。正直、よくもまあ滑り込めたもんだと思うよ？　っていうかさ、キミはボクより戦いようだってあるんじゃないの？　会長に胸で勝てそうなのってキミくらいだし」

「そんなことを言われても……」

「まあ、アレでしょ？　キミの場合は、眼鏡外して髪の毛解ほどいたらノリノリでやる気になるんだよね？」

「……」

　釈しやく然ぜんとしないような、恨みがましいような目で、更さら紗さは右京を睨にらむのだった。
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　閉門時間が近づいてきても、校内は賑にぎやかなままだった。

　早さつ速そくミスコン用の撮影をするということで、帰宅しない部の女の子たちは出払ってしまっている。

　しかも、撮影は男子禁制とのことで、写真部や動画部など関係者であっても男子は追い出されてしまっている。

　もはや部外者の夕ゆう也やは関わりようもないのだった。

「さて……」

　誰だれもいない部室を出て、夕也は一人、学食へと向かった。

　すでに昨日の段階で、生徒の中に夕食難民が発生しているのだ。さすがに近隣のコンビニやファミレスに、数百人からの生徒の受け皿になるキャパシティはない。

　なんとか食事にありつけたクラスメイトからも「どうにかならないか」と言われていた。さすがに高校生のお小遣いでは、何日もコンビニやファミレスで食事を賄まかなうのは無理というものだ。

　まして、親の同意を得て学校に泊まり込む生徒の数は日に日に増えている。もはや夕食問題は一刻の猶ゆう予よもない切迫した案件なのだった。

「一人でどこまでできるかな……」

　たった一人で、学食の奥にある大きな厨ちゆう房ぼうの、大きな調理器具や器機を見回して、夕ゆう也やは呟つぶやいた。

「材料はどのくらいあるかな。生せい鮮せん品ひんはあんまり期待できないけど、お米とか備び蓄ちくできるものはストックがあるはず……」

　あちこちをゴソゴソ探しているところに、背後から、

「誰だれかいるのか？」

　と声をかけられて、夕也は驚いてビクッと身体からだを震わせた。

　夕也が振り返ると、背後にはシシカバブ同盟や料亭研究会、フランス料理部といった調理系部活動の面々がいた。

「おう、なんだ、帰宅しない部か」

「みんな考えることは一緒だなあ」

「お前もみんなの飯を作ろうと思って来たんだろ？」

「うん。ってことは、みんなも……？」

　意外そうな顔をして夕也が訊きくと、

「きっとここにいる全員がなんとかしてくれって言われてるでしょ」

「とりあえず、部活で使う食材を持ってきたよ」

「ウチの部からもケバブ用の肉を提供するぜ」

「助かるよ。今後は食料の調達のことも考えなきゃダメだね」

　そう言って笑いかけた夕也に、しかし、集まった面々は揃そろって困り顔をした。

「さすがに人数が人数だからなあ」

「今日は各部の食材を持ち出して足しにできるけど、明日からはそれもないからな。部費だっていつストップされるかわかったもんじゃないし」

「まあ、みんなから少しずつお金を出してもらうしかないだろうな」

「うん……。でも、大量の材料を仕入れるのって簡単じゃないよね。いきなり高校生の僕たちが頼んだって聞いてくれるかどうか」

　前途が多難すぎて夕也たちが途と方ほうに暮れかけたそのとき。

「じゃあ、明日から多めに材料を仕入れてくるように頼んでやるよ」

　と、厨房の入り口から声が飛んできた。

　夕也たちが「えっ!?」と振り返ると、学食のおばちゃんたちが不ふ敵てきな笑みを浮かべて勢せい揃ぞろいしていた。

「おばちゃんたちが……どうして……？」

「どうしてもこうしてもないさね。子どもたちが気き概がい見せて権力に抗あらがおうと頑張ってるのに、大人のあたしたちが何もしないわけにはいかないじゃないか」

「それに、この学園がなくなるかもなんて噂うわさを聞いたら、黙ってなんていられないじゃない？　この歳としで失業なんてまっぴらよ」

「あと、ここは私たちの戦場よ。素人しろうとのあなたたちに好き勝手にいじらせるわけにはいかないものね」

　呆あつ気けにとられていた夕ゆう也やたちだったが、シシカバブ同盟の代表が「うおおおぉぉぉっ！」と雄お叫たけびを上げた。

「やっべえ！　燃えてきた！　おばちゃんたちマジナイスガイ！」

「いや、ガイじゃないでしょ、ガイじゃ」

　料亭研究会の会長が苦笑しながらツッコミを入れる。

「でも、頼もしすぎる援えん軍ぐんだな」

　とフランス料理部の部長が夕也に笑いかけた。

「同感。なんとかなりそうな気がしてきたよ」

　夕也もそううなずいた。

「なんとかなりそう、じゃなくて、気合いと根性でなんとかするんだよ！　あんたたちも手伝いな！」

「まず、メニューを決めなきゃね」

「そうねえ、時間も材料も限られているとなると、品数は作れそうにないわね。お米はあるけど……」

「じゃあ、丼物とスープとかでどうですか？　あり合わせの具材を濃いめの味付けで炒いためて、ご飯にぶっかけちゃうとか」

　夕也がそう提案すると、

「確かに、手っ取り早いね」

「手早く食べられるのもいいな」

　と全員がうなずいた。

「じゃ、あんたとあんたはご飯炊くのを手伝って。そっちの子たちは材料の下ごしらえ。あんたたちはこっちね」

　はい！　と、全員が返事をするなりきびきびと動き始めた。

　こうして、舞台裏を支える戦いも幕を開けたのだった。
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「……というわけで、みんなからいくらかでもお金を出してもらうしかないと思うんだ。一人一〇〇円とか二〇〇円で済むようにおばちゃんたちが掛け合ってくれてるからさ」

　味み噌そ肉野菜炒め丼と仮に命名された料理を賑にぎやかな学食で食べながら、夕也は帰宅しない部の面々に──主に琴こと音ねに、調理中のいきさつを話した。

「そうね……。確かに、全員分の食事を確保するにはそれしかなさそうね」

「うん。人数が人数だから、さすがにゆすらが獲とってきてくれる分だけじゃ賄まかないきれないしね」

「……頑張る」

　ご飯粒をほっぺにつけたまま、握にぎり箸の拳こぶしをグッと握りしめた。

「いや、あの森はマジで危ないから、無理しちゃダメだよ。一人で獲ってこられる量にも限界があるだろうし」

「そうね。生徒全員の問題を桜さくら江えさん一人に押しつけるわけにもいかないわ」

「とにかく、明日、各クラスの委員長に説明してもらって、徴ちよう収しゆうしてもらう方向で進めましょう」

　左さ京きようが琴音の言葉にうなずいた。

「じゃあこの問題はそれで終了ですの！　そんなことより、兄にい様さま、中等部のミスコンでは私がダントツで一人勝ちでしたの！」

「それはすごいね。さすが耶や宵よい」

「まあ、体育祭での熱狂ぶりを見れば、そうなる気はしましたよね……」

「恋れん子こちゃん、自分が人気ないからって僻ひがむのはよくありませんの」

「あたしだってノミネートされてますっ！　ネクロマンサーなめんな！」

「ネクロマンサーは関係ないんじゃないかしら？」

　眼鏡を外して髪を解ほどき、白衣を羽は織おった更さら紗さがボソッと呟つぶやいた。

「うっさいです聞こえてますっ！　だいたい、なんなんですか撮影中の豹ひよう変へんぶりは！　一人でお色気路線に突っ走ったりして！」

「あら、色気がないからって僻むものじゃないわよ？」

「ぐぬぬ……」

「恋子ちゃん、もう言えば言うほど深みにはまっちゃうから、何も言わない方がええと思うわよ。大丈夫、私は恋子ちゃんのいいところいっぱい知ってるから」

「沙さ月つきちゃん……その慰なぐさめ方はグサグサきます……」

「それにしても、どんな撮影だったんだろう……」

「確かに気になるな」

　撮影現場に立ち会っていない男子二名が言うと、

「今夜中に写真を使ってネットに流す動画を仕上げるって言ってたから、明日には全員分の写真が見られると思うよー？」

　と右う京きようが笑った。

「っていうか、結局ここにいる女の子は全員ノミネートされたんだな……。帰宅しない部の女子レベル高すぎだろう。全校の男子から嫉しつ妬とされそうだな、夕ゆう也や」

「うーん、これまでも結構そういうのはあったけど、こうもハッキリ結果が出ちゃうともう逃げられない感じだよね」

　夕也が困ったように苦笑した。

「と、と、ところで！」

　恋れん子こがうわずった声で、顔を真っ赤にして言った。

「お、おに……先せん輩ぱいは、だ、誰だれに票を入れたんですかっ！」

　ガタッと、あちこちで食器や椅い子すが音を立てた。

「あらあら、それはわたくしも気になるわ」

　穏おだやかな口調で言いつつも、琴こと音ねが身を乗り出した。

「こんな話は退屈ですの。高等部の話になんか興味はありませんの」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、耶や宵よいはそっぽを向く。

「姉さんも気になるよね？」

「な、何を言っているんだ右う京きよう！　じ、自分は別に……っ」

　イタズラっぽい笑顔の右京に訊きかれて、左さ京きようは必死に否定しつつも、頬ほおを赤くしてチラチラと夕也の方を窺うかがっていた。

「……なんの話？」

　そしてキョトンとゆすらが首を傾かしげた。

「ゆすら先輩もノミネートされて写真撮ってきたじゃないですか」

　恋子にそう言われても、

「がう？」

　ゆすらは不思議そうな顔をしたままだった。

「まさかの意味をわかってなかった展開ですか!?」

「うふふ、まあ、らしいといえばらしいわね」

　更さら紗さを始め、一同が苦笑を浮かべる。

「あーもう！　あれはこの学校で一番可愛かわいい女の子は誰かって競争をしてて、このシスコンは誰が一番可愛いと思ってるのか、って話をしてるんですよ！」

　恋子に説明されて、ゆすらは納得したようにうなずいた。

　そして、

「……私も聞きたい」

　と、ほのかに頬を染めて、キラキラした目で夕也を見つめるのだった。

「ええと……」

　うろたえる夕也を見つめるのは、何人かの熱っぽい視線と、明らかに面白がっている好奇の視線。

　どこに目を逸そらしても誰だれかの視線に捉えられてしまう状況に、夕ゆう也やは困り果てて目を泳がせ続けた。

「む、無記名でやってる投票なんだから、それを訊きくのはルール違反だと思うなあ」

「大丈夫よ、夕ゆうくん。本物の選挙にも出口調査というものがあるわ」

「出口調査に応じるかどうかは個人の自由だと思うよ、琴こと姉ねえ」

「ごちゃごちゃうるせーです！　いいからさっさと白状しやがれですっ」

「がう」

「黙もく秘ひ権けんを行使します」

「俺おれはもちろん土つち御み門かどさんに入れた」

「誰も聞いてへんわよっ！」

「まあ、柊木ひいらぎ夕也の投票先なら、ボクはだいたいの見当はついてるけどね」

　ボソッとそう言った右う京きように、今度は食いつくような視線が殺到する。

「あらあら、右京さん、わたくしにこっそり教えてくれないかしら」

「あっ、あたしにも！」

「……私も聞きたい」

「しょうがないなあ」

　楽しそうに笑いながら、右京は、

「高等部ではさ、何票か無効票があったんだよね。そのほとんどは白紙とかもう卒業しちゃった先せん輩ぱいの名前とかだったんだけど、一票だけ中等部の生徒の名前が書かれていたんだ」

　と名探偵のように言った。

「まさか……」

「このシスコンは……っ」

「がう」

「兄にい様さま！　そういうことでしたら早く言ってくださいですの！」

「いや、違うんだけどなあ……」

「ウソつくんじゃねーです！　シスコンのアンタ以外に、そんな酔すい狂きようなマネをする高校生がいるとは思えねーです！」

「そうですの！　兄様、隠さなくてもその愛は私がキッチリ受け取りますの！」

「いや、だから、ちが」

「違うというのなら、夕くん、誰に入れたのかを明言すればいいのよ」

「う、うむ、自分も生徒会長殿の言う通りだと思う。いやその、あくまで方法論としての助言であって、貴き君くんが誰に投票したのかとかは全然、さっぱり、まったくもって興味がないのだが」

「ええと……」

　何人かの熱視線に耐えかねて、

「ごっ、ごちそうさまでしたッ！」

　と残っていた肉野菜炒いため丼をかき込んで、逃げ出すように席を立ったのだった。
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　翌日の朝。

　学校に泊まった生徒たちは、早くから出勤してきてくれた学食のおばちゃんたちが作ってくれた朝食を食べ、幸いにも学校の施し設せつとしては規格外の広さを誇ほこるシャワールームで身支度を整えた。

　その最中も、昨夜遅くに投稿された動画が、ネット上ではすでに注目を集めているらしい、という話題が生徒たちの間でも駆け巡っていた。

　その話を聞いて、夕ゆう也やたちも朝食を取った学食で、携帯電話をネットに接続して動画を視聴していた。

　まず、『秋あき月つき学がく園えんは文化祭準備のため、全校生徒が占拠しました！』と、大きな文字が映し出された。

　そして『というのも──』とワンクッション置いて、

『先日、秋月学園の理事長が亡くなりました。そのため、経営側から喪もに服ふくすという理由で文化祭の中止を求められています。ですが、我々生徒と教職員一同は、教育熱心だった故人が学校行事という教育の機会の喪失を望むとは思えないという理由から、断だん固ことして文化祭を決行することにいたします。つきましては、大多数の生徒の意志と抗議の表明のため、有志による立たて籠こもり文化祭準備を敢かん行こうしております。

　また、今回に限り、文化祭を鎮ちん魂こん祭さいと命名し、盛大に盛り上げて理事長への手た向むけとする所しよ存ぞんです。この動画を視聴されている皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。──秋月学園高等部・中等部生徒会、鎮魂祭実行委員会』

　と、文化祭に関しての趣しゆ旨しがナレーション付き文章で説明された。

　次の瞬間、画面いっぱいに高等部ノミネートの女の子たちの集合写真が映った。同時に明るいアップテンポな曲が流れ出し、『私立秋月学園鎮魂祭特別企画！　ミス秋月コンテスト・一番可愛かわいいのは誰だれか、当日遊びに来て投票してね！　高等部編』なるポップな文字がバーンと現れた。

　そして一度画面が暗転した後、パッと琴こと音ねのバストショットの写真が表示される。それをバックに、琴音のフルネームと『校内にファン多数！　才さい色しよく兼けん備びで華か麗れいな生徒会長』というキャッチフレーズと紹介文の混合物が流れていく。

　その後はもう一枚、優ゆう雅がに紅茶を楽しむ琴音の写真が表示されて、次の女の子へと画像が切り替わった。

　全員がバストショットの正面からの写真と、それぞれ女の子ごとに趣向を凝らしたもう一枚の二枚で構成されていた。

　二枚目の写真は、たとえばゆすらなら美お味いしそうにお菓子を食べる写真だったり、左さ京きようだったらダンダラ羽ば織おりを着て木刀を構える凛り々りしい写真だったりと、それぞれの女の子のキャラを一枚で上手に表現していた。

「これはすごいね。昨日撮った写真でしょ？　一晩でこんな動画が作れるもんなんだ」

「動画部が総出でかなり頑張ってくれたのよ」

　琴こと音ねがにっこりと微笑ほほえんだ。

「納得いかねーです……。なんであたしだけコスプレ中二病少女とかって言われてるんですか……」

　夕ゆう也やの携帯電話を一緒に覗のぞき込こんでいた恋れん子こが仏ぶつ頂ちよう面づらをした。

「まあ、本物の魔法使いですとは言えないじゃない」

「それはそうですけど……」

　なおも不満そうな恋子の肩を、ゆすらがポンポンと叩たたいた。

「……きっと恋子にもいいことある」

「だといいですけどね」

　やさぐれ気味に、恋子が呟つぶやく。

「兄にい様さま、中等部編も早く見てくださいですの！」

「あ、うん」

　そんなふうに騒々しい面々のとなりでは、三つ編み眼鏡の更さら紗さがうつむいてふさぎ込んでいた。

「御み子こ神がみさん、どうしたの？」

「は……恥ずかしすぎて死にそうです……。ああ、あたしはなんであんな写真を……」

　更紗の二枚目の写真は、例の白衣姿の開放的な方の個性と胸元が全開だった。

「あれはちょっとずるいと思うわ」

　琴音が拗すねたような不満そうな顔をする。

「だね。言うまでもなく一番のお色気路線だし、実際ネット上でも高校生離れした色気だって前評判も高いらしいし」

　右う京きように言われて、更紗はさらにずーんと落ち込んだ。

「確かに、御子神嬢の気持ちもわかる。自分が写った写真が、ああして好奇の目で見られていると思うと……」

　左京も一緒になって、顔を赤らめてうつむいてしまった。

「左京さんの写真は凛々しいだけで全然エロくないやないの」

「沙さ月つきちゃんは圧倒的に可愛かわいい路線ですよね。すごいフリフリのお姫様みたいな服で撮ってましたし」

「でも、そんな格かつ好こうさせておいて、ツンツンした表情をしろって言うのよ」

「キャッチコピーが『ツンデレなお人形さん』でしたしね。お人形さんっていうのは、沙月ちゃんにはピッタリだと思います」

　恋れん子こに言われて、

「そ、そうかしら」

　と、沙月は照れて顔を真っ赤にした。

「確かに、この衣装は神セレクトと言わざるを得ない。動画部の連中に頼んだら、土つち御み門かどさんの部分だけをエンドレスでリピートする動画を作ってもらえるだろうか……」

　思わず口走った雅まさ紀きに、

「そんな肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいを許すわけないやないの、この変態」

　と沙月は炎さえ凍りつきそうな冷たい口調で言うのだった。

「……ごめんなさい」

　雅紀がしゅんとうなだれた。

「もー、そんなのどうでもいいから、中等部編を見てくださいですの！」

「わかったから、そうせっつかないでよ」

　夕ゆう也やは言われるままに、中等部編の動画を再生した。

　キャッチコピーはシンプルに『超妹』の二文字。

　二枚目の写真では、美お味いしそうにシュークリームを食べながら、口元にホイップクリームをつっくけていた。

「うっわー、なんですかこのカメラ目線。媚こび売りまくりじゃないですか！」

「あらあら、顔についたクリームも絶対狙ってるわよね」

　そんな声を、耶や宵よいはふふん、と鼻で嘲あざ笑わらった。

「恋子ちゃんも琴こと姉ねえ様も何を言ってますの？　これは人気を取るための戦いですの。そのためにベストを尽くすのは当然ですの！」

「確かにそうだね。うん、耶宵は中等部編では一番可愛いから、きっと良いい結果が出せると思うよ」

「兄にい様さま、ありがとうですの！　嬉うれしいですの！」

　耶宵が喜ぶその脇では、

「うわー、やっぱりシスコンは完治してませんでした……」

「本当に、夕ゆうくんは困った子だわ」

「がう」

「柊木ひいらぎ君……そろそろ専門医の診断を受けた方がいいです……」

「貴き君くんという男は……っ」

「まあ、確かに柊木ひいらぎ妹は中等部の中ではダントツ人気らしいけどね」

「まったく、帰宅しない部周辺の男は変態ばっかりやわ」

　と、他の女性陣が眉まゆをひそめるのだった。
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　お昼休みに、夕ゆう也やとゆすらは琴こと音ねに呼ばれて生徒会室へとやってきた。

　ノックをして入室すると、生徒会室内には琴音や左さ京きよう、右う京きようといった生徒会役員の他に、何人かの生徒が集められていた。その中には沙さ月つきの顔もあった。

「えっと、これで全員だね」

　右京が集まった生徒たちを指さし数えながら言った。

「うむ」

　と、書類を確認しながら左京がうなずく。

「琴こと姉ねえ……いや、生徒会長。これから何をするのか、全然聞かされてないんですけど」

　夕也が手を挙げて質問した。

　他の生徒たちも同様だったらしいことが素そ振ぶりからわかったので、代表して訊きいたかたちだった。

















「もちろん、これから説明します」

　琴こと音ねは言いながら、生徒会長席から立ち上がった。

「昨夜、写真部や動画部の皆さんがネットにアップしてくれた鎮ちん魂こん祭さいのＣＭは大変好評なようで、順調に再生回数を伸ばしているそうです。あちこちのＳＮＳやＢＢＳで話題になっているとの報告も受けています。まずは鎮魂祭盛り上げ作戦の第一段階は成功したと言えます。そこで、この機を逃すことなく作戦を次のフェーズへと移行しましょう」

「はあ。それで、次のフェーズとやらでは何をやるの？」

　夕ゆう也やが訊きくと、琴音は即座に、

「街頭での呼びかけ作戦です」

　と答えた。

「これはまた、一気に地味な展開になったね」

「ふっ。甘いよ、柊木ひいらぎ夕也」

　右う京きようが不ふ敵てきに笑った。

「なぜこの面子めんつが呼ばれたかわかってないね」

「そりゃあ、聞かされてないからね」

「今日来てもらったのは、この秋あき月つき学がく園えんでも特に一芸に秀ひいでた生徒たちなのだ」

　そう言って、左さ京きようは資料に目を落としながら、

「動物と会話ができる桜さくら江え嬢、様々な化学知識と薬品と機械を巧たくみに操る土つち御み門かど嬢、二人で交互にリフティングをしながら漫まん才ざいができるというサッカー部の二年生コンビ、ハイクオリティな似に顔がお絵えを最速三〇秒で仕上げる美術部部長、奇き術じゆつ部ぶが毎日引き抜こうと躍やつ起きになっているミステリ研究会随ずい一いちの手品師……」

「大道芸でもやらせるつもりやの？」

　訊いた沙さ月つきに、

「そう、その通りよ！」

　ビシッと琴音は人差し指を突き付けた。

「正確には、それぞれの特技で注目を集めて、鎮魂祭の宣伝をしてきてもらいたいの。なるべく派手に、なるべく目立つように、なるべく話題になるように。狙うのは話題の輪を広げて地元テレビ局に取り上げてもらうことです」

「それはまた大きく出たね」

「うふふ、まあ、テレビは半分冗談よ。口コミでも充分効果は見込めるわ」

「でも、それなら恋れん子こや御み子こ神がみさんにも手伝ってもらえばいいんじゃない？」

「そうもいかないでしょ」

　右京が頬ほお杖づえをついて、右手でペンをくるくる回しながら言った。

「ネクロマンサー閣かつ下かのはガチすぎるし、ほら、魂たましいの劣化問題もあるでしょ。もう一人のエセ保健医……御み子こ神がみさんだっけ？　彼女の包ほう帯たい芸は確かにすごいけど、眼鏡状態だと内気すぎて大道芸の真ま似ね事ごとはきついだろうし、かといって眼鏡なしだと、なんていうか、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するおそれがあるし……」

「あー、なるほど」

「否定できないわね……」

　夕ゆう也やと沙さ月つきは納得しすぎて苦笑を禁じ得なかった。

「……ユウは？」

　ゆすらが琴こと音ねをまっすぐに見つめて訊きいた。

「……ユウは名前を呼ばれてない」

「うふふ、夕ゆうくんは桜さくら江えさんのアシスタント要員よ。桜江さんは口で宣伝したりするのはあまり得意ではないでしょう？　まあ、別に木き滝たきさんでも他の人でもいいんだけれど、他の帰宅しない部の人たちはクラスの作業で忙しいという話だったから。お願いしてもいいでしょう、夕くん？」

「うん、まあ、いいけど」

「他に質問がある人はいる？」

　右う京きようが全員の顔を順に見ながら訊いた。

　誰だれの手も挙がらないことを確認して、琴音はパンと手を打った。

「では、そういうことでお願いします。これは強制ではないので、やりたくない方は後で申し出てください。それから、方法や内容は皆さんに任せますが、安全には充分気をつけること。最後に、あまり秋あき月つき学がく園えんの品位や良識を疑われるような方向のネタは避けてくださいね」

　それぞれが元気よく返事をして、生徒会室から退出していく。その様子からは、辞退する者は出なさそうだった。

　そして夕也も、どうやってゆすらの才能を活いかすべきかをもう考え始めていた。
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　放課後。

　いずれにしても、琴音たちがゆすらと夕也に期待したのは、ゆすらに動物に何か芸をしてくれるよう頼んでもらってそれをたくさんの人に見せろ、ということである。

　だったら専門家に相談するのがいいだろう、と夕也とゆすらは近くの商店街にあるペットショップ『エンゼルテイル』へとやってきた。

　夏休みの決戦のための資金稼かせぎで、ゆすらがアルバイトをさせてもらったお店である。今でもゆすらは、暇なときや頼まれたときには手伝いに来ているのだという。

　エンゼルテイルでは、いつものようにお団だん子ご頭のおっとり店長と、小こ柄がらなちんちくりんツインテールの店員さんと、眼鏡に三つ編みお下げで不ふ敵てきに笑う店員、通つう称しよう「委員長」の看板娘三人が出迎えてくれた。

「……というわけなんですが」

　かいつまんで、夕ゆう也やは事情を説明した。

「つまり、ウチの店から芸をさせる動物を持ち出したい、ということか」

　委員長が腕を組んで言った。

「まあ、有あり体ていに言えば。あ、でも、交換条件としてお店の宣伝もしますよ。なんならゆすらにそのお店のロゴ入りエプロンを着けさせてもいいですし」

「がう！」

「うわー、『着けさせてもいい』なんて、まるで桜さくら江えさんを好きなようにできる彼氏みたいな発言だねっ！」

　ちんちくりんなツインテールの店員が楽しそうに含み笑いをしながら言った。

「いや、そういうのじゃなくて」

　夕也はしどろもどろになり、

「がう……」

　ゆすらは顔を真っ赤にしてうつむいた。

「ええっ、そうなんですか!?」

　お団子頭の店長が真顔で訊きいて、

「あんたら、もう付き合っちゃえばいいんじゃないか？」

　委員長もニヤニヤしながら言うのだった。

「もうそういうのはいいですから」

「だね。本題に入らないと店長が信じちゃいそうだし」

　ちんちくりんツインテの店員さんが笑って言った。

「まあ、ともかく、定番は犬だと思うなっ」

「いやいや、待て。そんなありきたりなチョイスで注目を集められるか？　ここは普通は芸をしない動物を選ぶべきだな」

　委員長が真っ向から反対意見を述べる。

「委員長、何言ってんの？　可愛かわいい犬が超可愛らしく芸をしてたら最強じゃん」

「だから、そもそも犬って芸を覚えるものだろう？　意外性がなさすぎる。同じ芸をするにしても、カメレオンやカブトムシの方がインパクトがあるだろう」

「可愛いが優先だっ」

「いいや、意外性だ！」

「ええと……ええと……」

　ちんちくりんツインテの店員と委員長が火花を散らし、その間でお団だん子ご頭店長がひたすらオロオロしていた。

「実際に芸をやってもらうゆすらとしてはどう？」

　議論を白熱させる店員二名を余よ所そに、夕ゆう也やはゆすらに訊きいた。

「……爬は虫ちゆう類るいはあんまり言うことを聞いてくれない。昆こん虫ちゆうは言葉が通じない」

　それを聞いて、白熱していた議論は唐突な終しゆう焉えんを迎え、委員長はがっくりと膝ひざをついた。

「見たか、委員長！　やっぱり犬の可愛かわいさはジャスティスだっ！」

「くっ、なんという屈くつ辱じよく……！」

「二人とも、そもそもこのお店にカブトムシは置いてませんよ。カメレオンは注文があれば入荷しますけど……」

「そういえばそうだった……。くっ、不覚……」

「じゃあ、やっぱり犬かな」

「……犬はやりやすい。でも、猫でもいい」

「ああ、そういえば修学旅行では猫たちに色々手伝ってもらったんだっけ？」

　話は聞いていても、ずっと監かん禁きんされていた夕也は実際には見ていないのだった。

「ああ、猫も可愛いよね！」

「ふむ、確かに犬よりは猫の方が珍しい気はするな」

「じゃあ、次はどんな芸をしてもらうかですね」

　そんなこんなで、この日は相談や打ち合わせで終わってしまったのだった。
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　夜。

　夕食の時間も終わり、学食のおばちゃんたちも引き揚げた厨ちゆう房ぼうで、夕也と調理系部活動の代表者たちは『ミスコン連動企画レストラン』の打ち合わせのために集まっていた。

「全体の指し揮きは、帰宅しない部にやってもらうのがいいと思う」

　全員が揃そろうなり、フランス料理部の代表が言った。

「いや、帰宅しない部は正確には調理系の部活動じゃないよ？　必要だからやってるだけだし、どっちかっていうと僕個人の趣味みたいなもんだから」

　夕也はそう言って辞退しようとしたが、

「だからこそだよ。俺おれたちフレンチ部にしても、料亭研究会にしても、シシカバブ同盟にしても、分野を特化しすぎてるだろ」

「なるほどな。確かに、趣味で主しゆ夫ふをやってる帰宅しない部が、この中では一番のオールラウンダーだ」

　夕ゆう也や以外の全員が納得顔でうなずいた。

　何度か一緒に夕食の準備をしていることで、それぞれがある程度はお互いの技ぎ量りようを把は握あくしているのだ。

「例えば俺おれたち料研がご飯とみそ汁とお新しん香こ、シシカバブ同盟がメインの肉料理、フランス料理部にはサラダとデザートを、とか、俺らはそれぞれの得意分野を活いかして分業して、全体のバランスを帰宅しない部に取ってもらうのがいいかもしれない」

「それだと、僕が作るものがないんだけど……？」

「監かん修しゆうってことでいいんじゃねえの？」

「僕は有名シェフでも名の通った美食家でもないよ」

「じゃあ監督でも総指し揮きでもいいだろ」

「何でもいいけど、帰宅しない部の柊木ひいらぎには生徒会長を支えてもらわねばならないからな。準備期間中も本番も、俺たち以上に忙しくなるだろ」

「ああ。復活したとはいえ、生徒会長もお祖じ父いさんが亡くなったばっかりなことに変わりはないもんな」

「そういうこと」

「でも、それじゃ申し訳ないっていうか……」

　夕也が言いかけたそのとき、厨ちゆう房ぼうのドアがコンコンとノックされて、

「夕ゆうくん、ちょっといいかしら？」

　と琴こと音ねが顔を出した。

「ほらな」

「まさに言ってる側そばから、だな」

「何してるんだ、ここはいいから早く行ってこいって」

「でも……」

　夕也が逡しゆん巡じゆんしていると、

「今回、生徒会長をサポートする役割はお前にしか務つとまらないだろ。でも、この料理がらみの役割なら、俺たちでお前の代わりをやるくらいはどうにかなるんだよ」

「そうそう。生徒会長は俺たちの中心、まさに心臓部だろ。優先順位はあっちが上なんだから、変な気は使わないでさっさと行ってこいって」

「メニューの案は俺たちでいくつか作っておく。後で書面にして持って行くから、お前はそれを見て改善案を出してくれ」

　と、追い立てられるように厨房から追い出されてしまった。

　目の前でドアを閉められて、夕也がやれやれと頭を掻かく。

「やる気なのはいいけど……大丈夫かな」

「一人で背せ負おいすぎるのは良くない、とわたくしに言ったのは誰だれだったかしら？」

　イタズラっぽく、琴こと音ねが笑う。

「そりゃ言ったけどさ」

　言いながらも、夕ゆう也やは怪け訝げんな顔で琴音の姿を上から下まで観察した。

「で、何、その格かつ好こうは」

　琴音はマントのように暗幕をすっぽりと羽は織おり、首から下を完全に隠していたのだった。

「うふふ、その説明はここではできないわ。ちょっと一緒に来てもらえるかしら」

「一緒にって、どこに？」

「すぐそこよ。時間は取らせないわ」

　言うなり、琴音は夕也に背を向けて歩き始めた。

　夕也も慌ててその背中を追う。

　学食を出て、中庭を抜け、特別教室棟に入って。

　琴音が「ここでいいわ」と入ったのは、明かりの消えた地学教室だった。

「地学教室で何を？」

「別に、誰もいない部屋ならどこでもよかったのよ」

　答えながら、琴音が照明を点つけた。

　蛍光灯の光が、教室後ろの棚に保管されている鉱物標本をキラキラと光らせる。

「ええと……誰もいない教室に連れ込まなきゃいけない用事って何……？」

「もう、夕ゆうくんったら、そんなに警けい戒かいしなくてもいいじゃない」

「そういうつもりはないんだけどさ」

「わたくしは、夕くんにこれを見てもらいたかっただけよ」

　琴音が纏まとっていた暗幕をはらりと落とした。

　その下から現れたのは──、

「え……」

　いわゆる、メイド服だった。

　ただし、各所にレースやフリルがあしらわれ、特に胸元は有名なファミレスの制服のように胸の部分がえぐれたビブ・エプロンによってぎゅっと強調されて、ただでさえ目立つふくらみがそれはもう大変なことになっていた。

「どう？　似合うかしら？」

「いやその……目のやり場に困るくらい似合うけど、そんな服どこから持ってきたの？」

「うふふ、夕くんたちがメニューを考えている『ミスコン連動レストラン』のウエイトレス衣装よ。仮かり縫ぬいでの最終チェックで試着したの。脱ぐ前に、せっかく着たのだから夕くんに見せてあげようと思って抜け出してきちゃったわ」

「え、衣装もうできたの!?　早っ！」

　気合いが入りまくっているのは、どうやら調理系部活動の面々だけではないらしい。

「仮かり縫ぬいだと言ったでしょう？　まだ完成ではないわ」

「いや、でも、もうここまで形になってるんだから、充分早いよ」

「それはそうね。みんな一生懸命やってくれて、本当に嬉うれしいわ。今回の一件で、唯一のよかった点かもしれないわね」

「え？」

「そうでしょう？　だって、お父様が文化祭を中止にさせようとしたり、学校を潰そうとしたりしなければ、みんなここまで本気にならなかったと思うもの」

「ああ、なるほど……」

　生徒全員が全身全霊で鎮ちん魂こん祭さいに向かって突き進んでいる。

　そんな手応えは、夕ゆう也やも感じていた。夕也ですら感じるのだから、もっとたくさんの部署や企画を指し揮きしている琴こと音ねは、夕也の何倍もそれを実感しているのだろう。

「案外、この死し中ちゆうにこそ活かつがあるのかもしれないわね」

「禍わざわいを転てんじて福ふくとなす、となればいいけどね。できれば余裕を持ってことに当たりたいものだけど」

「少なくとも、みんなが奮ふん起きしてくれたことと、もう一ついいことがあったわ」

「もう一つ？」

















「ええ。この服を夕ゆうくんが褒ほめてくれたでしょう？　目のやり場に困って、今すぐ押し倒してしまいたいくらい似合うって」

「後半部分が完全に捏ねつ造ぞうなんだけど!?」

「あら、事実にしてくれても構わないのよ？」

「いやその」

　夕ゆう也やがたじろいだ瞬間、

「ちょぉっと待ったぁ！　ですっ！」

「がうっ！」

　ばんっ！　っとドアが勢いよく開け放たれ、同じようなメイド服でありながら胸が同じようにはなっていない恋れん子ことゆすらが踏み込んできた。

「ちょっと目を離すとこれですか！　まったく、油断も隙すきもねーです！」

「……おっぱいさん、ユウから離れろ！」

「そうですっ！　離れやがれですっ！」

　ゆすらと恋子が駆け寄って二人の間に割って入り、夕也から琴こと音ねを引き離そうと引っ張った。

「ちょ、桜さくら江えさん、木き滝たきさん、何をするの!?」

「それはこっちのセリフですっ！」

「がうっ」

　揉もみ合あい始めた三人を、夕也は、

「ちょっと、ゆすらも恋子も、ダメだよ！　まだ仮かり縫ぬいなんでしょ!?　そんなに引っ張ったりしたら……」

　と、なだめようとして近づいた。

　が。

「きゃあっ」

「がうっ!?」

「ひっ」

　揉み合っていた三人がバランスを崩して、夕也の方へと倒れ込んできた。

「ええっ!?」

　そして、仮縫いで『仮に』服の体てい裁さいを保たもっていた三人のメイド服が、特にゆすらや恋子に引っ張られていた琴音の服が、耐えきれなくなって空中分解を始めていた。

「夕くん、逃げて！」

「そ、そ、そんなこと言われても……うわあ！」

　夕也の視界いっぱいに、上品なベージュのブラに包まれた柔らかそうな二つの山と、それが形成する深い谷間の絶景が広がる。

　そんな大パノラマがまさに比ひ喩ゆでなく迫ってきて、そして。

　むにゅっ、という極上の感触とともに、雪崩なだれのように押し寄せてきた雪のように白いおっぱいに埋うずもれて、夕ゆう也やは女の子まみれになってしまったのだった。



　　　＊



　消灯時間も迫ってきた頃、夕也はかかってくるのを待たず、父親に電話をかけた。

『やあ、夕也。葬そう儀ぎの日取りも決まったね。僕も母さんと明日帰るよ』

「うん、だろうと思って電話したんだ」

『というと？』

「今、秋あき月つき学がく園えんで文化祭が中止になりそうになってるんだよ。ネットとかで少しは話題になってると思うんだけど、知らない？」

『ああ、ずっと仕事にかかりきりだったんだ』

「だと思った。まあ、パソコンで少し検索すれば色々記事とかが出てくると思うから簡単に説明するけど、文化祭を中止しろって一方的に言われて、琴こと姉ねえを中心に生徒と教師が反抗してるんだよ」

『へえ。面白そうなことやってるなあ。あの学校らしいね』

「驚かれないところに母校の業ごうの深さを感じるけど……。まあ、そういうわけで、みんなで学校に泊まり込んで準備とかやってるんだ。だから、父さんたちが帰ってきても僕も耶や宵よいも家にいないと思うんだ」

『そうか。それは残念だなあ。久しぶりに会えると思ってたのに』

「セレモニー会場で会えると思うよ」

『それはそうか。で、夕也。学校は楽しい？』

「うん」

『泊まり込んでっていうのも、仲間と一緒にやってるんだよね？　仲間は大事かい？』

「うん」

『それは、夕也の意志でやってるんだね？　流されてるんじゃないね？』

「もちろん。むしろ、琴姉と僕はかなり中心にいるんじゃないかな」

『うん、だったら僕は何も言わないよ。信念を最後まで貫きなさい』

「そのつもりだよ。ありがとう、理解のある父親で助かるよ」

『いやあ、父親らしいことを何もしてあげられてないからね。ここで親父おやじ面づらして帰ってきなさいなんて言えないよ』

　あはは、と夕也の父は受話器の向こうで笑った。

『ああ、でも、無む茶ちやや無理はしないようにね』

「うん」

『じゃあ、お休み』

　回線が切られる。

　携帯電話を顔から離して、夕ゆう也やは、

「相変わらず、変な親だよなあ」

　独りつぶやいて苦笑した。

「さて──」

　葬そう儀ぎこそが唯一にして最大の勝機である──と、夕也はそう考えていた。

　今日が終われば、葬儀まではあと二日しかない。

　早さつ急きゆうに作戦を立てなければ、と夕也はすぐに気持ちを切り替えた。










第五章　学園リボルト





　翌日、準備など文化祭関係の雑事は他の生徒たちに任せて、帰宅しない部と関係者で会議を開きたい、と夕也は琴こと音ねに打だ診しんした。

　その結果、各所の調整は速やかに行われ、放課後には正規部員全員と右う京きようと雅まさ紀きが部室に集合した。

「で、なんの話です？　鎮ちん魂こん祭さいの関係ですか？」

「恋れん子こちゃんは馬鹿ですの？　だったら部室に集まったりしないと思いますの」

　耶や宵よいに鼻で笑われて、恋子はぷぅーっと頬ほおを膨ふくらませた。

「夕也の提案だったそうだしな」

「貴方あなたの意見なんか誰だれも聞いていないわ」

「……ごめんなさい」

　がっくりと雅紀がうなだれる。

「はいはい、いつもの痴ち話わゲンカはやめにして、夕ゆうくんの話を聞きましょう？」

「痴話ゲンカじゃないわよ！」

　ムキになって否定する沙さ月つきを、琴音は、

「あらあら、じゃあ、そういうことでいいから、静かになさい。時間が惜しいわ」

　とたしなめた。

「さあ、柊木ひいらぎ夕ゆう也や、まず議題を述べてもらおう」

　左さ京きように促うながされて、夕也はうなずいた。

「察しがついてる人もいると思うけど、葬そう儀ぎのことだよ」

「ふふん、やっぱり。ボクも、仕掛けるならそのタイミングだと思ってたよ」

「仕掛けるって、何をですか……？」

　更さら紗さが首を傾かしげた。

「学校の──この秋あき月つき学がく園えんの存続問題だよ」

　全員の間に、一瞬にして緊張感が生まれた。

「がう。学校がなくなるのは困る」

「ええと、でも、こないだもらってきた理事長のお墨付きとか録音した声とかで全部ＯＫなんじゃないんですか？」

「あれを一番有効に使うにはどうすればいいかって話だよ」

「そうね。お祖じ父い様さまの遺ゆい言ごんが効力を発はつ揮きするには、ひとつ条件があるわ」

「だね。会長のお父さん──理事長代理が、学校を潰すって公おおやけに公表した場合、っていう条件付きだったもんね」

「でも、その条件が整わなかった場合は、学校は潰されないってことなんじゃないんですか……？」

　不安そうな顔で、更紗が訊きいた。

「ならいいんだけどねー。でもさ、『学校を潰す』なんてイメージかなり悪くなるよね。これからリーダーになるって人が言ったりしないと思わない？」

「確かに、言わないかもしれませんの……。言わないで、いつの間にかもう潰すしかない状態になっている、ということも考えられますの」

「ありうるな。特に、生徒会長殿が表立って反対しているとなれば、先方も慎重になるのではないだろうか」

「うん。だから、僕らの手で有利な状況を作っておきたいんだ」

「でも、なんで葬儀が関係あるんですか？」

「お祖父さんは……理事長は財ざい界かいの中心にいた人物だからね、当然葬儀には交流のあった著名人や有力者たちも参列するでしょ。あとは、理事長と仲が良かった人なら、同じ考え方の人だっているだろうし。そういう人たちの前で、理事長の意に反して一方的に学校が潰されそうになっていることをぶちまけるんだ」

「財界や教育界のトップが勢せい揃ぞろいになるのは間違いないわね。そして、そんな人たちが一堂に会する機会は葬儀のとき以外にはまずないわ」

「琴こと姉ねえの言う通り。だから葬そう儀ぎのときを狙って、その人たちの前で学校を存続させるっていう言げん質ちを取る」

　決して大声ではないが、確かな決意を込めて、夕ゆう也やは言った。

「なるほど、ええ考えやわ。そんなＶＩＰの人たちが揃そろって証人じゃ、簡単に約束を反ほ故ごにすることはできないものね」

「うん。それに、伯お父じさんが未いまだに『理事長代理』なのは、まだお祖じ父いさんが死んで間もないってこと以上に何か理由があると思うんだ。他の理事たちに対して根回しが上う手まくいっていないとかね」

「ありうるわ。理事はみんなお祖父様が特に懇こん意いにしていたり、秋あき月つき学がく園えんの卒業生だったりする人たちだもの。学園を潰すなんて横おう暴ぼうに、簡単に首を縦に振りはしないと思うわ」

「確かに、充分に勝機はありそうだな」

　雅まさ紀きが眼鏡の位置を指でクイッと直しつつ、言った。

「で、具体的にはどうするのだ、柊木ひいらぎ夕也」

「うん、まず別働隊と親しん衛えい隊たいを編成して──」

　話し合いに一日、準備に一日を費ついやして、そして。

　いよいよ、葬儀の当日がやってきた。



　　　＊



　その日は、雲ひとつない快晴だった。

「お祖父様の最さい期ごの顔のような空ね」

　葬儀には生徒全員が参列することになり、バスがチャーターされた。そのバスを学校の前庭で待ちながら、抜けるように青い空を見上げて琴こと音ねが言った。

「え？」

　夕也が聞き返すと、琴音は微笑ほほえんで、

「あのとき、笑っていたでしょう？　面白い人生だった、って」

「ああ、そういえば」

「穏おだやかに逝いったお祖父様を、あの世で悲しませるわけにはいかないわ」

「うん……。そうだね」

「さあ、バスが来たわ。夕ゆうくんも、皆さんも、打ち合わせ通りにお願いするわね」

　琴音の言葉に、周囲にいた帰宅しない部の面々や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんたちが力強くうなずいた。



　先日夕也たちが忍び込んだセレモニーホールでは収容人数のキャパシティが足りないため、遺体の保管や管理だけで、葬儀自体は近くのイベント会場を借り切って行うことになっていた。

　何千人も収容できるホールには、たくさんの花に囲まれた遺体を安置する祭さい壇だんと、大きく引き伸ばされた遺い影えい、その遺影をさらに大きく映し出している超大型モニタがあり、荘そう厳ごんな音楽が流れていた。

　そんな祭壇やモニタと対面するように椅い子すで埋め尽くされたホールへと、生徒たちが流し込まれていく。

　そんな中、生徒の列を掻かき分わけて、音もなく琴こと音ねの近くに歩み寄った右う京きようが、

「それじゃ、別働隊、行動を開始するね」

　と耳打ちした。

「ええ。わたくしも自分の役割に集中するわ。以後の指し揮きは夕ゆうくんに任せてあるから、何かあったら夕くんの携帯電話にメールして指示を仰あおいでくださいね。気をつけて」

　前を向いたまま、小さな声で琴音も答える。

　右京をはじめ、他何人かの生徒たちが、来らい賓ひんも入り始めて人が増え始めた会場内で気配を絶った。

　そして、来賓たちも続々とやってきて席に着き──、

　しめやかに、厳おごそかに、セレモニーが始まった。



　　　＊



　セレモニーが始まる段階ですでにホールを抜け出していた別働隊は、人目を避けながら廊ろう下かを進んでいた。

　別働隊は、隊長を務つとめる右京と、普段から右京に従っている武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの二番隊の精せい鋭えい数名、耶や宵よい、更さら紗さ、そして放送部や軽音部の部員が数名という構成だった。

「じゃあ、目標地点の制圧に向かうよ。手はずの最終確認は移動しながらで」

　油断なく周囲に気を配りながら、別働隊は右京を先頭にして歩き始めた。

「ボクらはちょっとトイレに向かうだけだから。そういう顔をして、全員堂々と歩くんだ。ビクビクするとかえって怪しく見えるからね」

　主に放送部や軽音部の部員たちに向かって右京は言った。

　二番隊の面々も耶宵も、こうした活動には慣れたものである。

「入り口はホールにもあるけど、さすがにホールから入ったんじゃ目立ちすぎるから、反対側にあるもう一つの入り口から入るからね」

「了解であります」

　武装風紀委員部隊二番隊の一人が答えた。

「詰めている敵の男性は柊木ひいらぎ妹に一任するからね」

「お任せですの」

「女性だった場合、ボクらでやる。なるべく手荒なマネはしたくないから、キミにも協力してもらうよ」

　と、右う京きようが更さら紗さに言った。

　更紗は歩きながら髪を解ほどき、眼鏡を外して、胸元のリボンをシュルッと外した。

「わかっているわ」

　そして、制服の胸当てを外して、胸元を大きくはだけさせて、どこにどう隠し持っていたのか、自前の白衣を羽は織おった。

「包ほう帯たいでぐるぐる巻きにして自由を奪えばいいのよね」

「そうだけど……こういうときにそんな目立つことしないでくれない？」

「仕方ないじゃない。胸元を開かないと包帯が取り出せないわ」

「白衣のポケットは飾りですの!?」

「小娘はわかってないわね。物事には様式美というものがあるのよ」

「あーもう好きにしてよ。とにかく、ホールの人たちに気け取どられたらアウトだから、迅じん速そくにね」

　目標地点へと通じるドアを視界に捉えるところまで歩みを進めて、右京は携帯電話を開いた。

　──特に緊急指令もなし。時間は……うわ、あんまりないなあ。セレモニーも必ず予定通りに進行するとは限らないし……。できれば少し探りを入れて、中の様子を把は握あくしたいところだったけど、出たとこ勝負しかないや。

　その意図を、隊員たちに目め配くばせで伝える。

　そして呼吸を少し整えて、

「よし。突入するよ！」

　と、右京は小声で号令を下した。
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　ホールでは、粛しゆく々しゆくとセレモニーが進行していた。

「では、次に喪も主しゆからご参列の皆さまにごあいさつさせて頂きます」

　そう司会者が述べると同時に、ピッチリと髪をオールバックになでつけた細身の男が立ち上がって一礼した。

　冷たい氷のような目と、仮面のように無表情な顔をした男である。

　琴こと音ねの実父であり、夕ゆう也やと耶や宵よいの伯お父じであり、秋あき月つきグループのトップとしてこれから君くん臨りんすることがほぼ確定している秋月笙しよう一いちその人だった。

　笙しよう一いちが祭さい壇だんの前に立つ。

　その瞬間。

「待ってください！　この場を借りて、お父様に伺うかがいたいことがあります！」

　琴こと音ねがそう叫んで立ち上がった。

　琴音は生徒や来らい賓ひんの間を抜けて、小走りで祭壇の前へと向かう。

「琴音、なんのつもりだ。お前のお祖じ父い様さまをお見送りする大切なセレモニーだぞ」

　冷静に、仮面のような無表情を崩すことなく、笙一が言った。

「お時間は取らせません！」

「いかにお前といえど、故人への冒ぼう涜とくは看かん過かできんな。その行動は、私だけではなく亡きお義と父うさんに恥をかかせる行為だとわからん年齢でもあるまい。警備員、何をしている。セレモニーの進行を妨さまたげさせるな」

　笙一がそう指示を出した瞬間、夕ゆう也やもガタッと椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「親しん衛えい隊たいっ、行動開始！　警備員を琴こと姉ねえに近づけさせちゃダメだ！」

　その指令とほぼ同時か、少し早いくらいのタイミングで、生徒の席から何人かが取り出したダンダラ羽ば織おりに袖そでを通しながら走り出していた。

　風のように、ダンダラ羽織の浅あさ葱ぎ色いろがホール内を駆け抜けていく。

　そして、真っ先に琴音の元に駆けつけた左さ京きようが、警備員との間に入って木刀を正せい眼がんに構えた。

「時間は取らせないと言っている。少しの間だけ、生徒会長殿の話を聞いて頂きたい。どうしても承しよう服ふくできぬのであれば──」

　静かに、しかし、射い貫ぬくような鋭い眼光で、左京は警備員たちを睨にらみつけた。

「相そう応おうの覚悟をして頂こう。こちらも、警けい察さつ沙ざ汰たも辞さない覚悟の上の行動ゆえ」

　その眼光に気け圧おされて、警備員たちがたじろいだ。

　左京から放たれた気迫が、ホール全体に張り詰めた空気を充満させた。

　左京に続いて、小こ柄がらな柔道部の主将がやはり琴音を守るように警備員に相対して、「へへっ」と笑って鼻の頭をこすった。

　長い髪を結んだ空手部のエースも、不ふ敵てきな笑みで指を鳴らしている。

　飛び出した面々の中では唯一ダンダラ羽織を着ていないゆすらも、刃を潰したナイフを手に「がるる」と警備員を威い嚇かくしていた。

　他にも、大柄なボクシング部の部長が、そばかすのテコンドー研究会の代表が、ヒップホップダンサーもかくやという頭の少林寺拳法部の二年生が、──武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの隊長たちが勢せい揃ぞろいで、浅葱色の羽織を着て琴音を庇かばうように身構えていた。

　何より、秋あき月つき学がく園えんの生徒全員が腰を浮かせて、『いざとなったら生徒会長のために全員で雪な崩だれ込むぞ』という空気をビンビンに発していた。

　そんな緊張感の中、夕ゆう也やは悠々と司会者のところまで歩いて行って、

「ちょっとこれ借りますね」

　とマイクを奪い取った。

　そして、「琴こと姉ねえ！」と、琴こと音ねに向かってマイクを放ほうる。

　琴音はそれをキャッチして、改めて笙しよう一いちに──父に向き直った。そしてマイクを口元へと持っていって、

「お父様。お聞きしたいことがあります」

　と言った。

　マイクを通した声が、ホール内の隅々にまで行き渡る。

「まったく……。音おん響きよう、マイクを切れ」

　笙一が、ホールの二階ほどの高さにある窓のような一部分だけガラス張りになっている壁に向かって、なおも冷静な口調で命令した。

　が、そのガラスの向こうでは、耶や宵よいが兄に向かって手を振っていた。

「すみません、伯お父じさん、音響のコントロールルームは制圧済みです」

　携帯電話を見ながら、夕也は言った。

「あ、でも、制圧とはいっても、手荒なマネは一切していません。協力してくれるようにお願いして、手伝ってもらってるそうです」

「馬鹿な……。そうまでして葬そう儀ぎをぶちこわしにしたいのか。琴音にとってもお前にとっても、祖父だろうに」

「ぶちこわしたりしませんよ、伯父さん。いいから、琴姉の質問をちゃんと聞いて、答えてください」

「……」

　小さく嘆たん息そくして、笙一は琴音に顔を向けた。

「仕方がない。言ってみなさい」

「さあ、琴姉」

　夕也に促うながされて、琴音はうなずいた、

「お父様、お聞きします。お父様は、お祖じ父い様さまが大切になさっていた秋あき月つき学がく園えんを潰すおつもりですか？」

「やはりその話か」

　やれやれ、という顔で、笙一は、

「リーダーが変われば、組織の体制や方針が変わることもある。お義と父うさんのような傑けつ物ぶつが身まかられたとなれば、跡を継いで同じようにやっていくのは至し難なんの業わざだ。当然、あらゆる部署、事業を精査・検討して今後の経営方針を定めなくてはならない。秋月学園も例外ではないというだけの話だ」

　と、淡たん々たんと言った。

「でも！　秋あき月つき学がく園えんをお祖じ父い様さまが一番大切になさっていたことは、お父様だってご存じのはずでしょう……！」

「だからといって、私情で特別扱いをすることなどできるはずがないだろう。自分の部署が大切なのは従業員全員が同じだ。リーダーたるもの、公平に裁定を下さなければならない。それがわからないお前ではあるまい」

「そんな……！」

　──さすがと言うべきか……。

　旗はた色いろの悪さに、夕ゆう也やは唇くちびるを噛かんだ。

　突然の事態にも、笙しよう一いちは落ち着き払って堂々としたものだった。

　そして正論を盾に、自身の主張を貫き通そうとしている。

　それに対して、琴こと音ねの方が冷静さを失って駄だ々だをこねているように見えてしまっていた。

　──とにかく、伯お父じさんを少しでも揺さぶらないと……！

　夕也は司会者に向かって、

「あの、予備のマイクとかってあります？」

　と訊きいた。

「そりゃあ、あるにはありますけど……」

「じゃあ、ちょっと貸してください」

「え、いや……やれやれ」

　ため息とともに、司会者は予備のマイクを取り出して夕也に手渡した。

　──さて。

　少し考えて、夕也はスイッチを入れたマイクを口元へと近づけた。

「えーと、親子の間に割って入るのは無ぶ粋すいだとも思うんですけど、ちょっといいですか？」

「これだけセレモニーを引っかき回して、無粋も何もあるものか」

「いやまあ、それはごもっともですけど、伯父さんは先ほど、故人を冒ぼう涜とくするなと仰おつしやいましたよね」

「ああ」

「思うんですけど、故人が愛していた学校を潰さないでと必死に訴える琴こと姉ねえの行動は果たして冒涜と言えますかね？」

「……」

　初めて、笙一が言いい淀よどんだ。

「セレモニーを妨ぼう害がいしていることに変わりはないだろう」

「セレモニーを滞とどこおりなく執とり行うことだけが、故人に対する礼れい節せつではないと思うんですけど」

「小こ賢ざかしい詭き弁べんを……」

「それはお互い様でしょう、伯お父じさん。琴こと姉ねえも、感情的になりすぎだよ」

「え、ええ、そうね」

　琴こと音ねは一度深呼吸をして、気を取り直したように、笙しよう一いちを見据えた。

「お父様。わたくしたちは何も、秋あき月つき学がく園えんを今までと同じ様に存続させてほしいなんて言っていないんです。秋月学園に過か剰じようにお金が使われていたことは生徒であるわたくしたち自身が一番よくわかっていますから」

「わかっているのにこんな真ま似ねをするのか」

「ええ。ですから、経費削減について文句は言いません。普通の学校か、最悪、貧びん乏ぼう学校になっても構いません。ただ、亡くなったお祖じ父い様さま……理事長が大切に思っていた学校を、わたくしたちが大好きな学校をなくしたくない、守りたい、それだけなのです。それが、生徒一同の故人に対する礼れい節せつです」

「だから、それについてはこれから協議するのだと言っている」

「故人の大切なものも他と一緒くたに協議にかけるのがお父様の礼節ですか？　それとも天下の秋月グループは、実は経営資金をギリギリまで絞っても学校一つ維持できないほど疲ひ弊へいしているんですか？」

「そんなはずはないだろう」

　言いつつ、笙一は面白くなさそうに口元を歪ゆがめた。

　──そう、ここは否定しないわけにはいかないよね……！　否定すれば、秋月グループが弱っているって公言することになっちゃうし。

　チャンスと見て、夕ゆう也やは再びマイクを口元に持っていき、流れを掌しよう握あくしにかかった。

「なら、この場で認めてくれてもいいんじゃないですか？　それがお祖父さんへの手た向むけにもなります。学校をやって教育という面から社会貢こう献けんしている、というのは対外的にも印象はいいはずでしょう」

「夕也。何度も言うが、協議はこれからなのだ」

「では、貧乏学校ですらなくてもいいです。秋月グループからの資金提供はゼロで構いません。いいよね？　琴姉」

「ええ。秋月学園の存続さえ確約して頂けるのなら」

「馬鹿な」

「伯父さん、それでもダメなんですか？」

「ダメも何も、絵え空そら事ごとだ。それでどうやって学校を経営するというのだ」

「ダメなら潰れて終わりじゃないですか」

「簡単に言うな。潰れたら潰れたで、事後処理もある」

「それはいつ潰れたって必要でしょ。ねえ伯父さん、それこそ詭弁に聞こえますよ。つまるところ、伯お父じさんは秋あき月つき学がく園えんを存続させる気なんかないんでしょう？　ただ、この場で学校を潰すなんて言っちゃうと体てい裁さいが悪いから言いたくないだけなんですよね」

「そんなことはない。だいたい、なんで私が学校一つを目めの敵かたきに……」

「なんで、ですって？　それは、秋月学園がお祖じ父い様さまの象徴に思えるからでしょう！　お祖父様が秋月学園をどれだけ愛していたか、グループ内で知らない人なんかいないもの。お父様はお祖父様の愛したものを潰して悦えつに入いりたいだけでしょう!?」

「いや、琴こと姉ねえ、それは違うよ」

　あえて、夕ゆう也やは笙しよう一いちが反論するより早く琴こと音ねの言葉を否定した。

「伯父さんは合理的な人だから、そんな私情を仕事に持ち込んだりしないよ。要するに、この少子化のご時世に、学校経営自体が利益を上げにくくなってるから手を引きたいだけなんじゃないかな。違います？」

　反論しかけた琴音が、夕也の意図に気がついたのか、ハッとした顔をして口をつぐんだ。

　そして、笙一は──、

「本音を言えば、それはある」

　と、ついに夕也が待っていた言葉を口にした。

「だが、故人の想おもいもある。だから、慎重に協議し検討すると言っているのだ」

「それはあるんですね」

　そう言わせることこそが、夕也の狙いだった。私し憤ふんや私情で潰すのではなく、あくまでグループ全体のため、という口実を逃げ道に用意して誘導したのだ。

　それはある、と──学校を潰す意志がある、と言わせるために。

　あの遺ゆい言ごんが適用される条件をクリアするために。

「ああ」

　笙一は、ハッキリとうなずいた。

　その返事に、琴音は夕也に目め配くばせをした。

　夕也はうなずいて、携帯電話を操作して用意しておいたメールを送信する。

　それを見て、琴音は背筋を伸ばして、

「お父様にも、皆さまにも、聴いて頂きたい音声があります。まだ公開されていない、祖父の追加の遺言です」

　と宣言した。

「な──」

　笙一が驚きよう愕がくに絶句する。

　が、そんなことはお構いなしに、スピーカーは音を紡ぎ始めた。

『あー、秋月鼓こ充じゆう朗ろうじゃ。ひとつ、遺言に追加したいことがある』

　故人の声に、会場全体がどよめいた。

『もし、笙しよう一いちがワシの死後一いつヶか月げつ以内に秋あき月つき学がく園えんの存続の努力を放ほう棄きするようなら、ワシは次期理事長には孫娘の琴こと音ねを推おしたいと考えておる』

　どよめきがさらに大きくなる。

『理事の方々、次期理事長選出の際にはこのジジイの最後の頼みを心に留め置いて頂ければと思う次第じゃ。琴音はまだまだ未み熟じゆくな小娘じゃが、どうか厳しく指導し、温かく見守ってやって頂きたい。そうしてもらえれば、このジジイはもう思い残すこともなく眠れるというものじゃ』

　どよめいていた会場は、録音した遺ゆい言ごんが終わる頃にはしんと静まりかえっていた。

「ここに、同じ内容を書いて頂いて拇ぼ印いんを押して頂いた書面もあります」

　琴音が鼓こ充じゆう朗ろうゾンビに書いてもらった遺言状を高々と掲かかげた。

　会場にはさらなるどよめきが広がっていく。

　だが、笙一は落ち着きを取り戻して、

「なるほど、それがお前たちの切り札というわけか」

　と静かに言った。

「しかし、お義と父うさんがどう言おうと、グループ全体に悪影響を出すような選択はできんよ。仮に私ではなく、琴音が理事長になったとしてもな」

「遺言を無視なさるのですか!?」

「あくまで、お義父さんは『推したい』と言っているにすぎない。それに、お義父さんの遺言があったところで、資金を出せないことに変わりはない」

「お父様……貴方あなたという人は……！」

　琴音が悔しそうに唇くちびるを噛かんだ。

　琴音の憤いきどおりが伝でん播ぱしたかのように、生徒たちの間にも不満そうな顔が広がっていく。

　それは、夕ゆう也やも同様だった。

　──お祖じ父いさんの……理事長の想おもいを無視して、それは冒ぼう涜とくって言わないの……!?　そのために、今いま際わの際きわに会いたがっていたお祖父さんの願いを無視して、琴こと姉ねえに『お祖父さんはたいしたことないから』なんてウソまでついて……！

　頭に血が上る。怒りが一瞬にして脳を支配しようとする。

　だが──夕也の目に、遺族席からじっと自分を見つめる男女の姿が映った。

　不安そうにお互いの手を握にぎり合いながら、それでも、夕也を──自分たちの息子を見守る両親の姿が。

　目が合ったことに気がついたのか、夕也の父である朝あさ彦ひこは声を出さずに口を動かした。

　夕也に語りかけるように。

　父が何を伝えたかったのかは夕也にはわからない。が、『仲間は大事かい？』そう電話口で訊きかれたことが真っ先に思い出された。

　──冷静になれ。大事な仲間と、仲間との居場所を守るために……！

　夕ゆう也やは、そう自分に言い聞かせた。

　──伯お父じさんはわざとこっちを揺さぶろうとしている。挑発に乗っちゃダメだ。

　ただでさえ、無む茶ちやなことをやってセレモニーを妨ぼう害がいしているのだ。ここで感情に任せて生徒が暴ぼう徒とと化すようなことになれば、もう取り返しはつかない。

　──この際、資金云うん々ぬんは重要じゃない。一度はこっちから突っぱねたのだから。今一番優先するべきは……。

　とにかく、早くこの雰ふん囲い気きを一掃しなければならない。

　グッと夕也はマイクを握にぎる手に力を込めて、

「お金は要らないと言いました！」

　ほとんど怒ど鳴なるような語調で言い放った。

　しん、と会場内が──主にざわめいていた生徒たちが、静まり返った。

「僕らが求めているのは、学校の存続だけです！」

　言いながら、夕也は琴こと音ねに目め配くばせをした。

　落ち着いて、冷静になって。

　そういう意図を込めて。

　その目配せに気づいて、琴音は小さくうなずき、いつものように微笑ほほえみを浮かべた。

「お祖じ父い様さまは、秋あき月つき学がく園えんにおいて生徒の個性と自主性を重んじることを何より重要視しておられました。その結果、個性的な部活動が盛んに行われ、わたくしたち生徒も自主的に自らの長所を伸ばすよう努めてきました」

　そして、静かに、冷静に、そう切り出した。

「理事の皆さま、そしてこの会場にお集まりの皆さま！」

　そして一転、熱っぽく会場に呼びかける。

「今度の文化祭をご覧になってください！　鎮ちん魂こん祭さいと命名した今度の文化祭では、全生徒が持てる力のすべてを結集して開催を目指しています。必ずや、祖父が生しよう涯がいをかけて貫いた教育方針の成果を納得して頂けると思います！」

　──さすが琴こと姉ねえ……！

　知っていたこととはいえ、夕也は琴音の頭の回転の速さに舌を巻いた。

　鼓こ充じゆう朗ろうが遺言状で理事たちに後事を託たくしていたように、アピールするべきは理事たちなのだ。そこから類推するに、理事長は理事たちの合議によって選出される。

　つまり、他の理事たちに認めてもらえなければ、琴音が理事長にはなれないのだ。

「文化祭は中止だと通達したはずだ」

「いいえ、お父様、文化祭はやります。秋月学園において、生徒の自主性を無視した一方的な押しつけはそぐわないと思います。何より、年に一度しかない文化祭という勉強の機会を放ほう棄きすることなど、お祖じ父い様さまが望むはずはありません！　文化祭で日々の成果を示すことこそが、お祖父様への何よりの手た向むけになるはずです！」

　毅き然ぜんとした態度で。

　凛りんとした声で。

　堂々と、琴こと音ねは言い放った。

　琴音の強い意志が、会場全体に染みこんでいくような静せい寂じやく。

　その静寂を破るように、たった一人の拍手が響き渡った。

「さすがお孫さん、その熱意は前理事長譲ゆずりですな」

　まだ若い眼鏡の紳士が、拍手をしながら立ち上がった。

「理事長代理。これは、ご息そく女じよの勝ちを認めるべきではありませんか？」

　拍手の紳士の皮肉っぽい笑みに、笙しよう一いちが面白くなさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「いや、生徒たちの勝ちと言うべきか。個人的には、自分たちの主張を通すためにここまで積極的に動ける学生が育っているというのは、故人の教育が間違っていなかった何よりの証しよう左さに思えますな」

　そこにさらなる拍手が重なって、

「確かに」

　と、別の男も言いながら立ち上がった。

「やり方は強引すぎて可愛かわいげがないが、引っ込み思案で何も行動に移せないよりはよほどいい」

　そして最終的には五人ほどが拍手をしながら立ち上がり、

「むしろ、生徒がどうこうというより、理事長代理が適任ではないと言うべきでしょう。理事長代理の言い分は経営や収支一辺倒で、母校がなくなるなんて憂うき目めに遭う生徒への配はい慮りよが何一つないじゃありませんか。私も、秋あき月つき学がく園えんの理事の一人として、前理事長のお孫さんを──秋月琴音さんを理事長に推おさせてもらいます」

「同感ですな」

「私も。何より、理事としては学校を潰されては困ります」

「では、次期理事長選出の会議を開くまでもありませんな。理事五名全員が同意ということで、今この場で正式に秋月琴音嬢を理事長として承認することとしましょうか」

「ええ。当面は、将来性を買うという意味で」

「仮免許、といったところですか」

「ですな。まあ、考えようによっては、次の理事長の選出には、先代理事の霊前以上に相応ふさわしい場もありますまい」

「あそこまで大おお見み得えを切った、前理事長への手向けの文化祭は楽しみですな」

「あ……ありがとうございます！」

　琴こと音ねはその五人に深々と頭を下げた。

　秋あき月つき学がく園えんの生徒たちから歓声が沸き起こる。それを、琴音は、

「皆さん、葬そう儀ぎの場です」

　とたしなめた。歓声はすぐに小さくなり、消える。

「まあしかし、大変なのはこれからですよ、新理事長」

　理事の一人が笑みを崩すことなく言った。

「資金はゼロでいいとまで啖たん呵かを切り、ここまで次期総そう帥すいの面子めんつを潰した以上、本当に秋月グループの援助なしでやっていかなければなりませんからな」

「ええ。楽観しているつもりはありません」

　神妙な顔でうなずいた琴音だったが、

「いや、私もそこまで鬼ではない」

　と、笙しよう一いちが割って入った。

「理事の方々までが存続を望むというのであれば、これまで通りとはいかないが、資金は出そうじゃないか」

　一見、好意的な申し出である。

　だが、夕ゆう也やには、なんだか背筋がざわざわするような不安しか感じられなかった。

　それは琴音も同様だったらしく、怪け訝げんな顔をするのみだった。

「琴音。お前が秋月グループのことを考えて行動するというのであれば、文化祭の資金にしても、今後の運営資金にしても善ぜん処しよしようじゃないか」

「な──」

　琴音が絶句した。

　夕也も、その言葉の意図にギュッと握にぎりしめた拳こぶしを怒りに震わせた。

「それは──それは、琴こと姉ねえが提てい携けい先との政略結婚に合意すれば、多少の資金を出しても採さい算さんは合うっていうことですか……？　それが、伯お父じさんの合理性ですかッ!?」

　生徒たちがざわめいた。

「それが、実の父上の言うことか……！」

　左さ京きようが笙一を睨にらみつけて唇くちびるを強く噛かんだ。木刀の切っ先が微かすかに震えているのは怒りゆえだろう。

「がう……！」

　怒りに燃えた目で、ゆすらも笙一を睨みつける。

　他の隊長たちも、顔をしかめたり、舌打ちをしたりと憤いきどおりを露あらわにしていた。

　隊長たちの怒りは、次第に一般の生徒たちにも波及していく。

　もとより、生徒の大半は無む理り矢や理りな琴音の縁談に腹を立てていたのだ。

　──まずい。

　ここで腹を立てた生徒が暴れて大ごとになれば、すべてを「生徒たちの暴走」として処理されてしまう。

　せっかく、一度はそうなる危険を回避したというのに。

　──いや、伯お父じさんの狙いはそこか……！

　今この場で、本人の望まぬ結婚を話題に出すメリットは笙しよう一いち自身にはないのだ。だとすれば、目的は結婚の話そのものではない。

　その話で煽あおって生徒たちを暴ぼう徒と化かさせれば、「横おう暴ぼうに反はん旗きを翻ひるがえした」という大たい義ぎ名めい分ぶんは地に落ち、主張に関係なく「生徒たちが悪い」という正当性を笙一は手にすることができる。

　──どうやってみんなの感情を抑えれば……。

　考えながら見やった琴こと音ねは、明らかに逡しゆん巡じゆんしていた。

　──ここへきてまだグループのことを……？　いや、違う。みんなのことを考えているんだ。資金が回してもらえるなら、生徒みんなのためになるって……！

　それは、実に琴音らしい責任感から出た逡巡だった。

　みんなにとって、何が一番いいのか。

　それを最優先で考えてしまうあたり、琴音らしい、と夕ゆう也やは思う。

　──でも。

　違う。それは、断じて違う。

「琴こと姉ねえ！」

　夕也は思わず叫んでいた。マイクを使うことも忘れて。

「もう答えが出ている以上、迷うことなんかないでしょ！　仮に琴姉が首を縦に振ったって、僕らはそんなお金は受け取らないよ！」

　夕也の言葉に、全生徒から割れんばかりの歓声が上がった。

　生徒たちの間に満ちていた怒りが、夕也の言葉への賛同へと転化する。

　会場を揺るがすような歓声に、琴音は涙を浮かべてしばし聞き入っていた。

　そして人差し指で涙を拭ぬぐい、その手を生徒たちに挙げて、

「ありがとう。みんなの気持ちはわかったわ」

　と、歓声を制した。

　ぴたり、と示し合わせていたかのように歓声が止やむ。

　琴音は胸を張って、微笑ほほえみと冷静さを取り戻した顔を、迷いが消えたまなざしをまっすぐ笙一へと向けた。

「お父様。そういうことですので、正式に婚約のお話はお断りさせて頂きます」

　そして、キッパリとそう宣言した。

「後悔しても知らんぞ」

「どうせ後悔するのであれば、諦めて後悔するより、全力でやってみて後悔する方がマシというものです」

「それは違うな。あらゆる物事にはリスクがある。そのリスクをいかに事前に察知し、回避する対策を用意するのかが経営の基本だ。お前の言っていることは、一見情熱的なようで博ばく打ち打うちの発想と変わらない」

「いいえ、それは違います。お父様の仰おつしやるリスク管理の重要性はわかっているつもりですし、そういうお父様だからこそ、お祖じ父い様さまは後継者に選んだのでしょう。お祖父様の代で飛ひ躍やく的てきに大きくなった秋あき月つきグループは、一旦立ち止まって組織体系や各部署の連れん携けいなどの在あり方かたを整えるべきです。そういう役目には、慎重で堅実なお父様は適任でしょうから。でも──」

　言葉を切って一拍おき、琴こと音ねは夕ゆう也やを、左さ京きようたち武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの隊長たちを、そして全生徒たちを、順に見やった。

　その後、視線を笙しよう一いちに戻し、

「いついかなるときも、リスク管理が一番重要というわけではありません。ここぞという局面では、リスクを覚悟してでも踏み出すフロンティアスピリットだって、経営にはなくてはならないものです。もちろん、人生においても」

　そう言って、ビシッと指を突き付けた。

「その局面が今だとでも言うのか」

「そうです。というより、これだけの仲間たちが背中を押してくれている今、一歩を踏み出せないようでは何も掴つかむことはできません！」

「わざわざ回避できるリスクに飛び込むなど、理解に苦しむな」

「ええ、お父様には永遠に理解できないでしょうね」

　もはや処置なし、という顔で笙一は肩をすくめた。

「できるはずもない。秋月家の財力に守られ何不自由なく育ったお前が、フロンティアスピリットなどと片腹痛い」

「では、そのすべてを捨てましょう」

　こともなげに、琴音は言った。

「わたくし、秋月琴音は、今後一切の秋月家・秋月グループの相そう続ぞく権けん、継けい承しよう権けんを放ほう棄きします。並びに、現在わたくし名義になっている個人的な所有物を除き、秋月家に属するあらゆる資材・人材に関する干かん渉しよう権けんも同様に放棄します」

「ええと……つまり、どういうことです？」

　生徒の列の中で、恋れん子こが沙さ月つきに訊きいた。

「そうね……。簡単に言えば──、家と縁を切る、ってことね」

「ああ、なるほど……。って、え──っ!?　ま、ま、マジですか生徒会長っ!?」

　びっくり顔で恋れん子こが思わず立ち上がり叫んだ。

「ちょ、恋子ちゃん！　声！　声、大きいわよ！」

　慌てて、沙さ月つきが恋子の口を手で押さえつけた。

「あ、あははは、すみません、気にせず続けはってください」

　ふがふがと口を押さえられてもがく恋子を無む理り矢や理り座らせながら、沙月は愛あい想そ笑わらいで生徒の列の中に引っ込んだ。

　笙しよう一いちは呆あきれ気味にため息を一つついて、

「本気で言っているのか？」

　と琴こと音ねに問うた。

「もちろんです。なんでしたら、秋あき月つきの姓も親子の縁も何もかもお返しするなり叩たたき捨てるなりいたします」

　穏おだやかに、しかしハッキリと、琴音は言った。

「つまり、自ら勘かん当どうを志願するというわけか」

「別に家出でも構いませんけれど」

「馬鹿なことを」

「あらあら、わたくしは本気です。少なくとも相そう続ぞく権けんの放ほう棄きは、この葬そう儀ぎが終わり次第、秋月家の専属弁護士に最後の依頼として、しかるべき手続きをお願いするつもりです」

　さらに、琴音は微笑ほほえんだまま、

「お父様。件くだんの縁談のお相手には、秋月家と縁を切ったわたくしでよければ、そちらもすべてをなげうつ覚悟で口説きにいらっしゃい、とお伝えください。もっとも、わたくしには現在進行形で好きな人がいますので──」

　と夕ゆう也やをちらりと見やり、

「ちょっとやそっとのアプローチでは見向きもしませんので、そのおつもりで、と」

　イタズラっぽくそう言って、微笑みを艶えん然ぜんとしたものに変化させた。

　それに気づいて、気まずそうに夕也は目を逸そらし、ポリポリと頬ほおを掻かく。

「そんな失礼なこと、言えるものか」

　笙一は渋い顔で、吐き捨てるように言った。

「それは何よりです。変につきまとわれても困りますから。でも、そもそも気持ちのない婚約自体が失礼だとは思わないのですか、お父様」

「……」

　黙り込んだ笙一に背を向けて、琴音は会場に向かってぺこりと一礼した。、そのまま司会者に歩み寄り、マイクを返却する。そして、

「さあ、わたくしたちの用件は終わりました。皆さん、席に戻って静かに故人の冥めい福ふくを祈りましょう」

　そう親しん衛えい隊たいや別働隊に呼びかけて締めくくったのだった。










エピローグ





　葬そう儀ぎの日の夜。

　ほぼ全生徒が泊まり込むに至った秋あき月つき学がく園えんの学食は、文化祭を迎えてもいないのにお祭り騒ぎだった。

　特に、夕ゆう也やの周りは大騒ぎである。

「学校を救った英雄に、乾杯ぃっ！」

　誰だれかが勢いで叫ぶ度に、「いえーっ！」という歓声とともにジュースやお茶が入ったグラスがあちこちで音を立てる。

「いやあの、もう乾杯一五回目……」

「なんだよー、俺おれのお茶が飲めないのかよー」

　柔道部の主将がウーロン茶の二リットルペットボトルを手に、口を尖とがらせた。

「一五杯目は誰のお茶だってしんどいよ！」

「奇き跡せきを呼び起こした英雄らしからぬお言葉だな」

　空手部のエースも悪ノリして囃はやし立てる。

　今までは夕也たち帰宅しない部と距離を置いていた武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん中核のメンバーたちも、今日ばかりは上機嫌で夕ゆう也やと肩を組んでみたりお茶を際さい限げんなく注ついだりと喜びを分かち合いに来ているのだった。かなり一方的に。

「僕は英雄なんかじゃないよ。みんなが力を合わせたから学校の存続も勝ち取れたんだし、それぞれがベストを尽くした結果なんだから、奇き跡せきでもなんでもないよ」

「そりゃ謙けん遜そんがすぎるってもんだ。みんなが頑張れるように采配したのはお前だって、誰だれもが認めるところだろう。なあ？」

「確かになー。なんか今日、熊とかいなくても、結局俺おれたち武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんは勝てなかったんじゃないかって気がしたよなー」

「同感だ。特に『生徒会長が嫌いや々いや婚約してもお金は受け取らない』って宣言したところとか、何かがこみ上げてくるくらい熱くなったぜ」

「買いかぶりすぎだってば。僕は自分では何もできないから、みんなに頼っていただけだよ。それに、存続が決まったっていったって、問題は山積みなんだよ？」

　困り顔の夕也の背中を、クラスメイトの一人がバシバシと叩たたいた。

「そう言うなって！　せっかく柊木ひいらぎが奇跡を起こしてくれたんだ、この勢いで残り二週間、鎮ちん魂こん祭さいまで突っ走ろうぜ！　なあ！」

「おう！　生徒会長も言ってたじゃないか！　みんなで最後の最後まで足あ掻がくんだって！」

「ああ！　生徒会長がいて、柊木もいるんだ！　何度だって奇跡は起こせるさ！」

「ええと……そんな過か剰じように期待されても……」

　全員一丸となって、学校を守った。

　その意識が、生徒たちのテンションを際限なく高めている。

　決して豪ごう華かとは言えない節約料理の夕食でも、その空間は間違いなく勝利の宴うたげであり、ジュースやウーロン茶も勝利の美酒の味わいだった。

　だが。

　──あれ？

　夕也は学食内を見回して、宴の主役となるべき琴こと音ねの姿がないことに気がついた。

　それが気になって、周囲で騒ぎ続ける面々をあしらいながら、夕也も学食を抜け出した。

　──どこだろう。

　さすがに夕也も、もう琴音が自ら命を絶つようなマネをするとは思っていない。

　それでも、実の父と争った挙あげ句く、縁を切るだのなんだのという話にまでなっているのだ。証拠こそ何もないけれど、祖父の死に目に会わせまいと画かく策さくしたのが笙しよう一いちではないかということくらい、琴音も勘ぐっていることだろう。

　生徒会長として君くん臨りんし続けている琴音は、周囲からは完全無欠の才さい媛えんと思われている。

　それはある意味間違っていないが、それでも、琴音とて仲間たちから孤立してしまえば辛いと涙することを夕也は知っている。

　祖父が亡くなれば落ち込むことも知っているのだ。

　──やっぱり、あそこかな。

　夕ゆう也やの足は自然と屋上へと向かっていた。

　秋の冷たい夜風が吹き抜ける屋上に出ると、落下防止のフェンスに手をかけて夜や景けいを見つめる琴こと音ねがいた。

「やっぱりここだったんだ」

　夕也がそう声をかけると、琴音は待ち構えていたように振り返った。

「来てくれると思っていたわ、夕ゆうくん」

「そりゃまあ……。大丈夫？」

「何がかしら？」

「いやほら、なんか縁を切るとか、そんな話になってたしさ」

「お祖じ父い様さまが言っていたでしょう？　面白い人生だった、って」

「うん。っていうか、なんで今その話？　そういえば、セレモニーに行く前にもそんな話をしたよね」

「そうね。ねえ、夕くん。わたくしにはね、あの言葉がわたくし個人に向けられた遺ゆい言ごんのように思えたの」

「遺言？」

「ええ。その婚約を受け入れて、お前は死ぬときに笑って面白い人生だったと言うことができるのか、って、そう問われている気がしたのよ」

「ああ、なるほど……」

「わたくしはね、夕くん。左さ京きようさんと右う京きようさんを仲間に引き入れるとき、二人にこう言ったの。『一緒に天下に覇はを唱えてみないか』って」

「それはまた、大きく出たね」

「あら、当時も今も、本気でそう思っているのよ？」

「うん、まあ、琴こと姉ねえらしいとは思うけど」

「だから、別に秋あき月つき家の娘という立場に未練はないわ。ゼロからスタートして、いずれ秋月グループさえも越えて、呑のみ込こんでみせる。そういう意気込みは、ずっと前から持っているもの」

「琴姉が言うと、本当にやりそうだから洒落しやれにならないよ」

「やりそう、じゃないわ。やるのよ。でも……」

　一度言葉を切って、琴音は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「迷いがあったのも確かね。お祖父様が築き上げてきたものを、みすみす手放してしまっていいのか。それを引き継いで守るというのも、ひとつの生き方ではないかって」

「普通、それは思うんじゃないかな。特に、琴姉みたいに歴史も格式も財産もある家の一人娘だったら」

「かもしれないわね。そういう俗っぽい価値基準には縛しばられていないつもりだったけれど、それでも……、いざお祖じ父い様さまが亡くなってしまうとね」

「うん。でも、お祖父さんもそれは望んでなかったと思う。むしろあのお祖父さんなら、ワシの秋あき月つきグループを越えて見せろ、くらい言いそうだよね」

「そうね」

　くすくすと、しかし少し寂さびしそうに、琴こと音ねは笑った。

「だから、後悔もしていないし、落ち込んでもいないわ」

「そっか。ならいいんだけど」

「ただ、本当に帰る家はなくなっちゃったわね。うふふ、わたくしも本当の意味で帰宅しない部の一員になってしまったわ」

「琴こと姉ねえ、楽しそうに言うことじゃないよ……」

　呆あきれて、言いながら夕ゆう也やは肩をすくめた。

「これで誰だれにはばかることなく部室で眠ることができるわ」

「今まで誰かにはばかってたの!?」

「そんな言い方、悲しいわ。これでも結構気を遣っていたのよ？」

　──どの辺がだろう……？

　と夕也は真剣に首を捻ひねった。

「まあ、とにかく」

　どうせツッコミを入れても無駄だろう、と夕也は、

「秋月学園の存続だけは勝ち取れてよかったよ」

　そう言って無む理り矢や理り話題を変えた。

「そうね。でも、本当に大変なのはこれからよ」

「やっぱり、資金が足りない？」

「とりあえず全校での修学旅行や林間学校については見直す必要があるわね。それと、いくつかの設備や施し設せつは、不具合が発生したら以後使用禁止にせざるを得ないかもしれないわ。維持管理のコストが高額な施設から使用を見合わせる必要もあるかもしれない」

「世せ知ち辛がらいことになりそうだね」

「仕方ないわよ。でも、その辺を引き締めれば、まだ今年と来年くらいならやっていけるだけの蓄たくわえはあるみたいよ」

「それでも来年までか……。厳しいね」

「ええ。でも、これから寄付をあちこちに募つのれば、ある程度はお金が集まるかもしれないわ。そのためにも、鎮ちん魂こん祭さいで優秀な人材を輩はい出しゆつできることをどんどんアピールしていかないといけないわね」

「やっぱり、そういうところで寄付してくれるかどうかって決まるのかな？」

「お父様を見ていればわかるでしょう？　善意だけに頼るよりは、メリットを提てい示じした方が効果的に決まっているわ」

「果たしてそれは寄付って呼んでいいのかな？」

「別に不正をしようってわけじゃないわ」

「当たり前だよ。……まあ、形なり振ふり構かまっていられる状況じゃないか」

「そういうことよ」

　琴こと音ねは小さく笑って、

「でも」

　と夕ゆう也やをまっすぐに熱っぽい目で見つめた。

「夕ゆうくんと一緒なら、どうとでもできそうな気がするわ」

「あー……」

　夕也は照れ臭そうに目を泳がせて、頭を掻かいた。

「一応確認のために訊きくけど、セレモニーのとき言ってた琴こと姉ねえが好きな人って、もしかして僕……？」

　琴音は呆あきれ顔がおで小さくため息をついた。

「普通、それを確認する？　まあ、ちゃんとそう気づいただけでも、鈍感な夕くんとしては大した進歩だけれど」

「ええと、うーん……」

　困った顔をした夕也を見て、琴音はすべてを悟ったような目をして、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　そして、

「あのさ……」

　と言いかけた夕也の目の前まで素早く距離を詰めて、言葉を遮さえぎるように、自らの唇くちびるで夕也のそれを塞ふさいだ。

「……っ!?」

　琴音の両手が伸びてきて、しっかりと夕也の両りよう頬ほおをホールドする。

　ゆすらや恋れん子こと偶然触れてしまったときとは全然違う、情熱的なキス。

　ふわりと舞った髪の毛からは、バラのような香りが漂ただよってくる。

　琴音の唇は柔らかくて、甘くて、燃えているかのように熱を帯びていた。

　慌てて、夕也は琴音の肩を掴つかんで引きはがした。

「ちょ、琴姉！　いったい……何を……」

　顔が真っ赤になるのを自覚しながら、夕也は狼ろう狽ばいしつつもようやくそれだけの言葉を絞り出した。

　が、頬を染めながらも、琴音はとても冷静な口調で、拗すねたように、

「聞きたくないわ」

　と言い放った。

「で、でもさ」

　今度は夕ゆう也やの唇くちびるに琴こと音ねの人差し指がそっと当てられて、言葉を封じられた。

「言わないで。顔を見れば、夕ゆうくんの答えは見当がつくわ」

「琴こと姉ねえ……」

　それでも、琴音はいつものように微笑ほほえんでいた。

　ただ、目だけが切なげに潤うるんでいた。

「わたくしは、自分の恋心を理由に婚約を断ったのよ？　さすがにその日のうちに恋が終わってしまったのでは洒落しやれにならないわ」

「ごめん……」

「もう、本当に、夕くんはわたくしになびかないんだから」

「本当にごめん……」

「まったく、こんないい女のアプローチを即決で断るなんて、きっと後悔するわよ？」

　イタズラっぽく、おどけて琴音が言った。

　何かを隠すように。

　自分自身さえも欺あざむこうとしているかのように。

















　それに対して、夕ゆう也やは小さく、しかし明確に首を横に振った。

「いや、しないよ。もちろん、琴こと姉ねえは美人だしスタイルも良いいし色んな才能を持ってるし、最高に素敵な女性だとは思うけどさ。でも、きっと後悔はしない」

「あら、ずいぶんハッキリと言い切るのね」

「今日の琴姉と一緒だよ。とりあえずとか、もったいないからとか、そんな気持ちじゃ琴姉に対して失礼じゃない。逆に、そんな気持ちで軽々しくＯＫしたら、その方が後悔につながる気がするんだ」

　ふう、と、琴こと音ねはため息をついた。

「まあ、そういうところも夕ゆうくんらしいわね」

　そして顔を上げ、髪をかき上げながら優ゆう雅がに微笑ほほえみ、夕也の目をジッと見つめた。

「うふふ、気が変わったわ」

「え？」

「潔いさぎよく身を引こうかとも思っていたけれど、そんな簡単に引き下がるのはわたくしらしくないものね」

「ええと、琴姉……？」

「誰だれを好きでいようが、それはわたくしの自由でしょう？」

「そ、それはもちろんそうだけど……」

「いずれ、必ずわたくしになびかせてみせるわよ」

　先ほどまでの切なげな表情はどこへやら、艶えん然ぜんとした笑みを残して、琴音は下への階段へと向かって歩き始めた。

「さあ、夕くん、みんなのところへ戻りましょう？　夕食が終わったら、また鎮ちん魂こん祭さいの準備をしなくてはいけないわ」

「あ、うん」

　反射で返事をして、琴音の後ろ姿を見送りつつ、

「え……？」

　と、呆ほうけたような顔で夕也は首を傾かしげるのだった。



　　　＊



　夕食も終わって生徒たちが三々五々学食を出て行く頃になって、恋れん子こは辺りをキョロキョロと見回した。

「あれ？　そういえば、おに……先せん輩ぱいが見当たりませんね？」

「何を言ってはるの？　ずっといないわよ。生徒会長もね」

　すました顔で、沙さ月つきが言った。

「え、ホントですか!?」

「ええ。まあ、さすがにここのところ生徒会長は色々ありすぎたものね、少しはフォローしておかないと保もたない気もするけれど」

「むー」

　複雑そうな顔で、恋れん子こは黙り込んだ。

「いいの？　恋子ちゃん。修学旅行の妹さん事件ではことなきを得たけど、今回生徒会長が本気で攻めに出たらまずいんやないかしら。ああいう完璧な女性が弱みを見せる瞬間って、すごい武器になる気がするんやけど」

「むむむ……」

　さらに恋子は眉まゆ根ねを寄せた。

「ねえ、沙さ月つきちゃん……」

「何？」

「文化祭って、恋愛モノの定番ですよね……」

「そうね」

「特に文化祭の後の後夜祭とか、お約束すぎるシチュエーションですよね……」

「ええ」

　恋子は思案を巡らせた。

　確かに、琴こと音ねがこの機に一気に攻勢に出るとすれば、看かん過かできることではない。

　だが。

　──闇雲にやったって、きっと上う手まくはいかねーです……。誰だれかに妬やいて突っかかっていったって、何も上手くいかないのはこれまででイヤってほど身に染みてます……。

　考える。

　どうすればいいのか。

　どう立ち回るべきなのか。

　──きっと、ムードとかタイミングとか、全部の状況を味方につけるくらいじゃねーと勝てないです……！

　大丈夫。

　恋子はそう自分に言い聞かせた。

　そして、意を決したように、

「沙月ちゃんあたし決めました」

　と強い口調で言った。

「文化祭で──鎮ちん魂こん祭さいで、お兄ちゃんに告白します！」

「恋子ちゃん、本気なの？」

「当たり前です！　これ以上、出遅れるわけにはいかねーですから！」

　恋れん子こはグッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「おそらく、お兄ちゃんはそんな簡単には生徒会長にはなびかないはずです。本気になった生徒会長が手て強ごわいのは間違いないですけど、むしろゆすら先せん輩ぱいの方が強敵だと思います」

「確かにそうかもしれないわね……。でも、そちらも必ずしも盤ばん石じやくではないと思うわ。あのエキセントリックさや非常識なところは諸もろ刃はの剣よ。一見魅み力りよくに見えても、共感や安らぎには繋つながらないもの」

「はい。こっちは傾向と対策はバッチリなんです！　伊だ達てや酔すい狂きようで幼なじみやってるんじゃねーってことを見せてやります！」

「わかったわ。だったら、私も全力でサポートするわ」

「お願いします！　名付けて、後夜祭に向けてムードを盛り上げて行こう作戦ですっ！」

　そう言いながら、恋子と沙さ月つきはガッチリと握手を交わすのだった。



　そんな二人の様子を、お代わりをもらいに行ってちょうど戻ってきたゆすらは、少し離れたところからジッと見つめていた。

　非常識。

　それは、ゆすら自身とっくに自覚していることだった。

　人間の社会に慣れようと、ゆすらはゆすらなりに努力をしているつもりだった。

















　でも。

　夕ゆう也やと一緒にキノコを採りにいったときのことが──ゆすらがいつも渡っているロープを「絶対に無理！」と言ったときの夕也の顔が思い出された。

　──ユウは、私のために色々教えてくれたり、私が上う手まくやれるように取りはからったりしてくれる。でも、私は？　私はユウの役に立っている……？

　立っているはずだ、と自信を持って言い切ることが、ゆすらにはできなかった。

　たとえばアルバイトを探したとき、夕也一人ならさっさと決められたというのに、ゆすらのために何軒ものバイト先を付き合ってくれた。思い返せば、そんなことばかりだった気がしてならなかった。

　──ユウは、優しいから不平も不満も言わない。でも……。

　もしかしたら、夕也にとって、自分が側そばにいることは迷めい惑わくなのかもしれない。

　夕也の側は気持ちがよくて、安心できて、日だまりのようだった。

　しかし、果たして夕也にとってはどうだったのだろう。

　──恋れん子こやおっぱいさんの方が、ユウにとってはいいのかもしれない……。

　実は、夕也との間には最初からずっと、あのロープを渡した断だん崖がいくらいの隔へだたりがあったのかもしれない。

　そう思った途端に悲しくなって、ゆすらは寂さびしそうにうつむいて目を伏せた。










あとがき



　どうも、作中に悪ノリのつもりで登場させた仏像フィギュアがすでに実在していることに驚きを禁じ得ないおかざきです。仏像の新時代がすでに到来していました。

　ちなみに「八つ橋」というと三角の生八つ橋を思い浮かべる人が多いと思いますが、米粉と砂糖とニッキを練り上げて蒸して焼いた、堅焼きお煎餅のようなお菓子が元祖です。江戸時代からある焼き八つ橋に対して、生八つ橋は一九六〇年代に生まれたそうです。

　あとがきから読んでいる人には何がなんだかわかりませんよね。すみません。

　というわけで、ここからは関係あるようなないような話をしましょう。

　ええと、学食っていいですよね。

　いきなり何を言い出すんだこいつ、とか思わないでください。いいでしょ？　素敵な場所でしょ？　学校内で随ずい一いちの癒やしスポットじゃないですか。

　いやまあ、小中高と公立の平凡な学校に通っていた私にとって、学食デビューは大学なんですけど。学食経歴も大学のみなんですけど。

　そんな私にとって、学食というのは憧れの場所だったのです。アニメとかマンガとかラノベとかでオシャレな学食が出てくると、それはそれは羨うらやましかったのですよ。

　そして大学で憧れの学食デビューをしたわけですが……その、なんていうか、ええと、オシャレではなかった。

　まあ、とてもお世話になったんですけどね。

　カレーやチャーハンを大盛りで頼むと、その大盛り加減がやり過ぎだろ！　って感じだったことは今でも鮮明に覚えています。

　カレーとか、ご飯の山をカレーの湖に切り崩しながら食べてる感じでした。

　そういえば、フィクションに登場する学食のおばちゃんって、揃そろいも揃ってみんないい人ですよね。気っ風が良かったり、ほんわかしていたりの違いはあっても。悪人の学食のおばちゃんとか見たことない。これはやはり、人が無意識のうちに学食に癒やしを求めている何よりの証拠ではないでしょうか。

　もし「極悪な学食のおばちゃん」が登場する作品をご存じの方、いらっしゃいましたら是ぜ非ひ教えてください。

　さて、では謝辞を。イラストのぺこ先生、コミック版のｒｉｎ先生、担当のＫ様、編集長様、他、関係者の皆さま、そしてお買い上げくださったあなた様、ありがとうございました！　また八巻でお会いしましょう。

　次巻、表紙で事件が起こる……かも!?
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